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本調査報告書は，小山広域保健衛生組合の委託により実施した「平成 23 年度 エネル

ギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託」の結果についてとりまとめたものであ

ります。 

本調査は，エネルギー回収推進施設整備に伴って小山市大字塩沢 576-15・579-4 地内

の 6箇所においてボーリング調査を行い，当該地の地盤地質構成及び土質性状を把握し，

その設計・施工に必要な基礎資料を得ることを目的として行ったものです。 

以下に，本調査の概要と調査結果及びこれに基づく考察を加えて御報告致します。 

なお，調査の遂行に際しましては，終始御指導・御鞭撻を賜りました小山広域保健衛

生組合及び諸関係各位の方々に，厚く御礼申し上げます。 
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1.調 査 概 要 

 

(1)調査件名：平成23年度エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 

 

(2)調査場所：小山市大字塩沢576-15・579-4地内 

 

(3)調査工期：自）平成23年 12月 14日 

        至）平成24年  2月 28日 

 

 (4)調査目的：本調査は，小山市大字塩沢 576-15・579-4 地内に建設される，エネルギー回収推進施

設整備に係る地質調査を６箇所実施して，予定地の地質構成を明らかにするとともに，

予定構造物の設計，施工の基礎資料を得る目的で実施した。 

 

(5)調査数量：本調査の各項目及び数量は，表-1.1のとおりである。 

 

(6)調査基準：調査実施にあたっては本業務設計図書並びに栃木県地質・土質調査業務共通仕様書に

準拠し，その他明記なき事項については，担当者の指示に従った。 

 

(7)発 注 者：小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 

 

(8)受 注 者：中 央 測 量 設 計 株 式 会 社 

         〒323-0820 栃木県小山市西城南 4丁目 20 番地 10 
        TEL 0285-27-1235 
         FAX 0285-27-1237 

     代表取締役：折 本    茂 
         主任技術者：鈴 木 裕 一
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                                        表-1.1 調査数量表 

平坦地 平坦地 平坦地 平坦地 平坦地 平坦地
かさ上げ足場 かさ上げ足場 平坦地 かさ上げ足場 かさ上げ足場 かさ上げ足場

4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 24.00
1.30 5.80 0.00 0.00 0.90 1.05 9.05

0.45 0.45
3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 18.00
8.95 3.05 8.70 9.50 8.25 7.75 46.20
11.00 11.00 11.00 11.00 11.00 11.00 66.00
11.60 14.65 13.55 11.95 13.30 12.85 77.90

3.25 11.85 18.70 9.65 8.70 19.80 71.95
17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 102.00
14.45 6.65 11.05 8.90 8.85 8.55 58.45
35.00 35.00 35.00 35.00 35.00 35.00 210.00
40.00 42.00 52.00 40.00 40.00 50.00 264.00
15 15 15 15 15 15 90
13 21 14 12 15 14 86

9 13 19 10 10 21 61
20 20 20 20 20 20 120
18 8 19 18 15 15 105
35 35 35 35 35 35 210
40 42 52 40 40 50 264
1 1 1 3
1 1 1 1 4

6 6
粒 度 試 験 試料

孔 内 水 平 載 荷 試 験 回

上  段  ：　予 定 数 量

下  段  ：  実 施 数 量

回
砂 ・ 砂 質 土

礫 混 り 土 砂

計

粘 土 ･ シ ル ト

砂 ・ 砂 質 土

礫 混 り 土 砂

計

標
準
貫
入
試
験

粘 土 ･ シ ル ト

合 計

機 械 ボ ー リ ン グ 足 場 仮 設 箇所

機
械
ボ
|
リ
ン
グ

φ86 mm

粘 土 ･ シ ル ト

ｍ

砂 ・ 砂 質 土

礫 混 り 土 砂

φ66 mm

項 目 単位 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6
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2.調 査 方 法 

本調査では，機械ボーリングによる土質（地質）の観察の他に標準貫入試験・孔内水平載荷試験・

室内土質試験を行なった。これらの方法は以下のとおりである。 

 

2.1 機械ボーリング 

今回の調査では，土質調査用として最も普及しているロ-タリ-式オイルフィ-ド型試錐機を使用

して，軟弱な粘性土は無水堀とし，礫混り土に対しては無水堀と泥水堀を兼用し，崩壊性土質に

対してはケ-シングパイプまたはドライブパイプを打ち込みながら掘進した。掘削に際しては，地

下水位確認のため地下水位面までは無水掘りとした。掘進中は掘進速度，搬送されてきたスライ

ムの性状などに注意し，循環泥水の色調や混入物の有無などを詳細に観察して野帳に記録した。

掘進装置は図-2.1.1 および巻末の現場記録写真を参照されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1.1 ボーリング装置一般図 

使用機械   東邦製 D0 型ボーリングマシーン     1 台 

          東邦製 D1 型ボーリングマシーン       1 台 

            Kano 製 100H 型ボーリングマシーン  1 台 
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．
０
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2.2 標準貫入試験 

標準貫入試験はボーリング孔を利用した原位置試験の一種であり，地盤中にサンプラ-を動的に

貫入することによって N値を求め，砂質土の締り具合や粘性土の硬さの度合を判定することがで

きる。また，貫入時に採取した試料は土質の観察や一部を除く物理試験の試料に用いることがで

きる。なお，N値とは質量 63.5±0.5㎏のドライブハンマ-を 76±1㎝の高さから自由落下させて，

標準貫入試験用サンプラ-を 30 ㎝打ち込むのに要する打撃回数をいう。 

試験方法は「JIS A 1219  土の標準貫入試験方法」により，原則として１mごとの貫入を行っ

た。サンプラ-によって採取した試料は，土質・色調・状態および混入物などについて観察して記

録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.1 標準貫入試験器一般図
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2.3 孔内水平載荷試験 

ボーリング孔を利用した横方向Ｋ値測定器具には，ＬＬＴ，ＫＫＴ，プレシオメーターなどが

ある。今回の測定には一般に良く用いられている，ＬＬＴ(MODEL:LLT-4120,pat.OYO)試験器を使

用した。 

 

2.3.1 測定方法 

①ボーリング孔(孔径 86mm)を洗浄し，組み立てたゾンデと装置を接続する。 

②ゾンデに装着したゴムチューブの反力(H-PG 曲線，H-R 曲線)を予め測定する。 

③ゾンデを試験位置に挿入し，各圧力段階毎にスタンドパイプの読みを測定した。 

 測定は，15,30,60 秒の３回と 15,30,60,120 秒の４回読みで行なう。 

④試験結果を図示し，地盤係数及び弾性係数を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.1 ＬＬＴ(lateral load tester)の装置一般図 
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2.3.2 測定値の整理 

測定結果は，スタンドパイプＨの読み取りにより， 

  15,30,60 秒の３回読み 
   ΔＨ＝Ｈ６０”－Ｈ３０”， Ｈ＝Ｈ６０”－Ｈ０  を求める。 

  15,30,60,120 秒の４回読み 
   ΔＨ＝Ｈ１２０”－Ｈ３０”， Ｈ＝Ｈ１２０”－Ｈ０  を求める。 

ゴム圧ＰＧと半径ｒは指定されたグラフから読み，半径から圧力（ｒ－Ｐｅ），ｒ－ΔＨの関係

をグラフ（図-2.3.2 参照）化する。このグラフで，  

①は，ゴムチューブ自身の自由膨張下で孔壁に接していない状態。 

②は，ゴムチューブが孔壁に接する点。 

③は，挿入された孔壁の主動土圧に抵抗して押し戻す孔壁の再圧縮過程。 

④は，初期の孔壁に達した地盤の静止土圧と均衡を保つ点で，この時の圧力を静止土圧Ｐ０

としている。 

⑤は，受動土圧を地盤内に生じる載荷過程でＰｅ－ｒ曲線は直線状となる。 

⑥は，地盤の降伏点でＰｅ－ｒ曲線は直線区間を外れて徐々に変位量が増大する点。 

⑦は，地盤の流動，変形が徐々に増大して，破壊に至る過程。 

⑧は，地盤の破壊点。 

 

Pe－ΔH 曲線 

Pe－r曲線 

△ P
Py 

PL 

⑧

⑤

⑥

Po 

Py‘ 

PL’ 

① ② 

⑦

△ r

変 形 量  ｒ (cm)（ 実 線 ）  ・    クリープ変 形 量 △Ｈ(cm)（ 点 線 ） 

   圧 
   力 
  Ｐｅ 
(kN/m 2) 

 ΔH（ cm） 

③ 
④ 

Po 

 

    図-2.3.2 ｒ－ΔＨ関係図 
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2.4 室内土質試験 

室内土質試験は，標準貫入試験のペネ管試料により採取した砂試料に対して表-2.4.1 に示す試

験を行った。 

なお，試験は「日本工業規格（JIS）」に基づいて実施した。 

 

   表-2.4.1 土質試験項目と規格 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 試 験 項 目 規         格

土粒子の密度試験 JIS A 1202

土の粒度試験 JIS A 1204
物 理
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3. 調 査 結 果 

3.1 地形・地質概要 

本調査地は，調査位置案内図に示すように栃木県小山市大字塩沢 576-15・579-4 地内の思川沿

いに位置する。 

栃木県の中南部の平野部は，図-3.1.1 に示すように北から南に流下する鬼怒川，姿川，田川，

五行川などの河川沿いに形成される低地と河岸段丘台地で構成される。河岸段丘台地は更新世の

数度にわたる氷期・間氷期の繰り返しによる，河川の下刻作用と火山活動による降灰作用よって

形作られたもので，高位の（古い）ものから宝積寺面，宝木面，田原面に分けられる。小山市街

地はこのうちの宝木面台地に位置している。 

当調査地は，思川流路沿いに発達した思川沖積低地上に位置する。思川低地は，東側を宝木台

地，西側を宝木台地面に相当する藤岡台地と接しており，南方に広がって赤麻沼遊水池に至って

いる。思川の提内地はほぼ平坦面を呈し，主に水田地として利用されており，提外地は，みおす

じに向かってなだらかに傾斜しつつ，一部の平坦面は耕作地として利用されている。 

調査地付近の地下地質は，新生代第四紀の地層が厚く堆積するとされており，沖積低地は，段

丘堆積層を削った上に完新世の新しい粘土・砂・礫層が分布し，下位には，更新世の上部（泥層・

砂層・礫層），中部（貝殻片を含む泥層・砂層），下部（青灰色を呈する砂層）からなるとされ

ている。 

調査地は，思川左岸の 6箇所で 1箇所の深さ 40～52m のボーリング調査を実施した。地質は，

思川の氾濫堆積物である完新世の粘土・砂・砂礫層が上部に分布し，その下位に更新世の埋没段

丘層を確認した。 
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図-3.1.1  栃木県中央部の平野部と段丘面 

（日曜の地学・栃木の自然を訪ねて；築地書館） 

         

 

 

 

      30m 
 

                                     凡  例 
 

      沖積低地 

                                          田原面台地 

      宝木面台地 

      地下水面 
       等高線 

                                                                             調査地 

図-3.1.2 調査地付近の地形区分図 

（栃木県水理地質図；栃木県資源対策課）
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3.2 構成地盤の概要 

今回実施したボーリング調査は，調査位置平面図に示す 6 箇所で実施した。ボーリング結果は，

ボーリング柱状図にまとめて巻末資料に示す。今回のボーリング調査結果より当該地盤の地層推定

断面図を作成し，地盤構成の把握につとめた。この推定断面図によると当該地の地盤は，表-3.2.1

に示す層序にて構成される。 
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3.2.1 地層構成と特徴 

地層構成区分は表-3.2.1 に示すとおりである。 

表-3.2.1 地層区分表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 号 N値
(平均)

B 2～50≦
(13.0)

Ac 2～7
(5.0)

Ag 2～50≦
(18.7)

Dc1 3～16
(10.6)

Ds1 11～47
(26.4)

Dc2 1～12
(4.2)

Ds2 18～50≦
(33.1)

Dc3 3～26
(8.0)

Ds3 3～50≦
(42.5)

洪積第３砂質土層

砂の粒子が均一な細砂～中砂主体で，上部
付近には砂礫層の挾在も見られる。色調は
暗灰～緑灰～暗緑灰色を呈し，含水中位～
低位を示す。層厚は7.54～17.75m程度で分
布する。
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洪積第１砂質土層

人工的な盛土(埋土)で構成される。土質
は，砕石あるいは礫混りの土砂・砂質粘
土・砂質土・ごみ等が主体

沖積砂礫層

宝木段丘礫層に相当し，緑灰～暗緑灰色の
シルトの薄層やシルト分を含む細砂～中砂
が主体で構成され，層厚は2.10～5.40mで分
布する。

比較的連続性に富むシルト層の地盤であ
る。砂を不規則に混入し特に下部に多く混
在する。層厚は0.90～3.80mを有する。

沖積層直下に分布する洪積層であり，比較
的連続性に富む地盤である。シルトを主体
とする。含水低位～中位，粘着中位であ
る。層厚は0.90～4.55mを有する。

シルト～砂混りシルトで貝殻片の混在や細
砂の混在及び細砂の薄層を所々に挾在す
る。分布層厚は7.95～9.15mで分布する。色
調は暗灰～暗緑灰～緑灰色を呈する。

砂の粒子が不均一な細砂～中砂主体で，シ
ルト質微細砂の混在も見られる。色調は暗
灰～淡灰～緑灰～暗緑灰～淡緑灰色を呈
し，含水中位～高位を示す。層厚は1.90～
5.95m程度で分布する。

洪積第２粘性土層

洪積第２砂質土層

現
世

洪積第３粘性土層

沖積粘性土層

盛土(埋土)層

洪積第１粘性土層

時代区分 地 層 名 特　　徴

5.00～9.40mの厚さで全地点に分布し，思川
の氾濫堆積物で沖積の基底礫層と推定され
る。φ5～30mm程度の亜円～円礫が主体で最
大φ50～100mm(推定礫径φ150～300mm)程度
の玉石を混在する。

NO.1,NO.5,NO.6地点で確認された。層厚
は，0.55～1.05mの厚さで分布する。全体に
細砂を混在する。含水は低位～中位であ
る。
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NO.3 機械ボーリング工

NO.6 機械ボーリング工

H=9.76m  Dep=50.35m

H=9.91m  Dep=52.35m
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標高基準点

コンクリート桝天端

調査位置平面図(概略図)

NO.4 機械ボーリング工 NO.5 機械ボーリング工

H=9.66m  Dep=40.40mH=9.89m  Dep=40.44m
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表-3.2.1 で区分した各地層の特徴や性状は以下に述べるとおりである。 

 

1)埋土・盛土層 (B) 

構成土質    ：アスファルト，路盤材，礫混りシルト，細砂，礫混り砂，粘土混り砂礫，岩

砕ガラ，ごみ等 

標準貫入試験：N＝2～50≦（平均 N値＝13.0） 

特徴        ：本層は，NO.2～NO.3 地点では砂利採掘跡地のため 5.80～5.90m の厚さで盛土

(埋戻し土)が分布する。下部層は山ズリが主体で上部にはごみが埋められて

いる。また，他の地点は，0.75～1.75m の厚さで盛土されている。N値は，N

＝2～50 以上を示し，粘性土の相対稠度（土の硬軟度合）では「非常に軟い

～軟い～中位の～硬い」に区分され，礫の影響も大である。図-3.2.1 に N 値

の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.1 B 層の N 値頻度分布 

 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標 準 偏 差
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2)沖積粘性土層 (Ac) 

構成土質       ：シルト，砂質粘土，砂混りシルト 

標準貫入試験結果：N＝2～7（平均 N値＝5.0） 

特徴           ：本層は，NO.1,NO.5,NO.6 地点で確認された。層厚は，0.55～1.05m の厚

さで分布する。全体に細砂を混在する。含水は低位～中位である。色調

は，暗灰褐～暗褐灰～暗茶灰色を呈する。N値は，N＝2～7を示し，粘性

土の相対稠度（土の硬軟度合）では「非常に軟い～中位の」に区分され

る。図-3.2.2 に N 値の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.2 Ac 層の N 値頻度分布 

 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標 準 偏 差
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3)沖積砂礫層 (Ag) 

構成土質      ：細砂，砂礫，粘土質砂礫，シルト混り細砂，中砂 

標準貫入試験結果：N＝2～50≦（平均 N値＝18.77）  

特徴            ：本層は，5.00～9.40m の厚さで全地点に分布し，思川の氾濫堆積物で沖

積の基底礫層と推定される。φ5～30mm 程度の亜円～円礫が主体で最大φ

50～100mm(推定礫径φ150～300mm)程度の玉石を混在する。礫分は 60～

70％程度でマトリックス（礫間充填物）は細砂～中砂～粗砂よりなる。

含水は水位以浅で低位を示し，水位以深は高位である。色調は，暗灰～

褐灰～淡青灰色を呈し，N値は N＝2～50 以上を示し，砂質土の相対密度

（土の締り具合）では「非常に緩い～緩い～中位の～密な～非常に密な」

に区分される。バラツキが著しい。図-3.2.3 に N 値の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.3 Ag 層の N 値頻度分布 

 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標準 偏差
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4)洪積第 1粘性土層 (Dc1) 

構成土質        ：シルト，砂質シルト，砂混りシルト，粘土質シルト，微細砂，シルト質

細砂 

標準貫入試験結果：N＝3～16（平均 N値＝10.65） 

特徴            ：本層は，沖積層直下に分布する洪積層であり，比較的連続性に富む地盤

である。シルトを主体とするが，粘土～砂質シルトを呈するところも見

られる。砂を不規則に混入し特に下部に多く混じり，砂層を呈する部分

も見られる。含水低位～中位，粘着中位である。層厚は 0.90～4.55m を

有する。色調は，暗灰～暗青灰～暗緑灰～緑灰色を呈し，N値は，N＝3

～16 を示し，粘性土の相対稠度（土の硬軟度合）では「軟い～中位の～

硬い～非常に硬い」に区分される。本層の N値の頻度分布を図-3.2.4 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.4 Dc1 層の N値頻度分布 

 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標準 偏差
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5)洪積第１砂質土層 (Ds1) 

構成土質        ：細砂，中砂，礫混り中砂・砂混りシルト，粘土混りシルト 

標準貫入試験結果：N値＝11～47（平均 N値＝26.43） 

特徴            ：本層は，宝木段丘礫層に相当し，緑灰～暗緑灰色のシルトの薄層やシル

ト分を含む細砂～中砂が主体で構成され，層厚は 2.10～5.40m で分布す

る。含水は中位～高位で砂の粒子が均一な細砂及び中砂でφ2～15mm 程度

(MAXφ30mm)の亜円礫を混在する。所々にシルトの薄層を挾在する。N値

は N＝11～47 を示し，砂質土の相対密度（土の締り具合）では「中位の

～密な」に区分される。一部緩い堆積環境が見られる。図-3.2.5 に N 値

の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.5 Ds1 層の N値頻度分布 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標準 偏差
23 11 47 26.43 10.64
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6)洪積第２粘性土層 (Dc2) 

構成土質    ：貝殻混り砂質シルト，砂混りシルト，砂質シルト，シルト，粘土質シル

ト，シルト質粘土，微細砂 

標準貫入試験結果：N＝1～12（平均 N値＝4.22） 

特徴      ：全体にシルト～砂混りシルトで貝殻片の混在や細砂の混在及び細砂の薄

層を所々に挾在する。分布層厚は 7.95～9.15m で分布する。色調は暗灰

～暗緑灰～緑灰色を呈する。N値は，N＝0～12 を示し，粘性土の相対稠

度（土の硬軟度合）では「非常に軟い～軟い～中位の～硬い」に区分さ

れる。また，やや硬質なシルトの分布が GL-20.00m～GL-22.00m 間に見ら

れた。本層の N値の頻度分布を図-3.2.6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.6 Dc2 層の N値頻度分布 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標準 偏差
49 0 12 4.22 2.57
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7)洪積第２砂質土層 (Ds2) 

構成土質    ：砂礫，シルト質微細砂，中砂，細砂，シルト混り細砂 

標準貫入試験結果：N値＝18～50 以上（平均 N値＝33.12） 

特徴      ：本層は，砂の粒子が不均一な細砂～中砂主体で，シルト質微細砂の混在

も見られる。色調は暗灰～淡灰～緑灰～暗緑灰～淡緑灰色を呈し，含水

中位～高位を示す。層厚は 1.90～5.95m 程度で分布する。N値は N＝18～

50 以上を示し，砂質土の相対密度（土の締り具合）では「中位の～密な

～非常に密な」に区分される。図-3.2.7 に N 値の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.7 Ds2 層の N値頻度分布 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標 準 偏 差

25 18 50 33.12 10.54
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8)洪積第３粘性土層 (Dc3) 

構成土質        ：シルト，砂混りシルト，砂･シルト互層，砂混り粘土，シルト質粘土，粘

土混りシルト 

標準貫入試験結果：N＝3～26（平均 N値＝8.07） 

特徴            ：比較的連続性に富むシルト層の地盤である。一部粘土を呈するところも

見られる。砂を不規則に混入し特に下部に多く混在する。含水低位～中

位，粘着中位である。層厚は 0.90～3.80m を有する。色調は暗灰～淡灰

色を示し，砂を混入したほぼ均質なシルトより構成されている。本層の N

値の頻度分布を図-3.2.8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.8 Dc3 層の N値頻度分布 

 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標準 偏差
14 3 26 8.07 6.26
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9)洪積第３砂質土層 (Ds3) 

構成土質    ：砂礫，シルト質細砂，細・中砂，細砂，シルト混り微細砂，微細砂，礫

混り粗砂，砂混りシルト 

標準貫入試験結果：N値＝3～50 以上（平均 N値＝42.53） 

特徴      ：本層は，砂の粒子が均一な細砂～中砂主体で，上部付近には砂礫層の挾

在も見られる。色調は暗灰～緑灰～暗緑灰色を呈し，含水中位～低位を

示す。層厚は7.54～17.75m程度で分布する。N値はN＝3～50以上を示し，

砂質土の相対密度（土の締り具合）では「非常に緩い～緩い～中位の～

密な～非常に密な」と上部付近のＮ値にややバラツキが見られるが下部

に従い良好な支持地盤となる。図-3.2.9 に N 値の頻度分布図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.9 Ds3 層の N値頻度分布 

個　数 最 小 値 最 大 値 平 均 値 標 準 偏 差

76 3 50 42.53 11.20

0 

20 

40 

60 

80 

100 

0～4 5～10 11～30 30～49 50以上

Ds3 1 3 5 42 49 

･
p･
x
(%
)

Ｎ値区分

Ds3 頻度(%) 頻度(%) 



 

21 
 

以上が各調査区間で確認された地層の分布と特徴であるが，砂・礫の相対密度及び粘性土の相対

稠度と N値との関係は表-3.2.2 のとおりである。 

 

 

         表-3.2.2  N 値と相対密度及び粘性土の相対稠度の関係 

N値 
砂質土の相対密度 
（土の締り具合） 

N 値 
粘性土の相対の稠度 
（土の硬軟度合） 

0～4 非常に緩い 0～2 非常に軟らかい 

4～10 緩い 2～4 軟らかい 

10～30 中位の 4～8 中位の 

30～50 密な 8～15 硬い 

50 以上 非常に密な 15～30 非常に硬い 

  30 以上 固結状の 
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3.2.2 地下水位 

今回のボーリング調査によって確認した地下水位は表-3.2.3 に示すとおりである。 

表-3.2.3 孔内水位一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のボーリング調査箇所における孔内水位は，盛土(埋土)・沖積砂礫層内に見られ不圧地下

水と考えられる。また，地下水位（自然水位）は，比較的浅い深度に位置し，降雨や季節的な変

動により上下する可能性が考えられ，掘削工事等の際は地下水位に十分留意する必要があり，再

度確認することが望ましい。 

 
 
*1 不圧（自由）地下水 
通常土中の間隙を通して大気と接しているので，降水などの浸透で自由に変動するもので，
その水面は自由地下水面または不圧地下水面と呼ばれている。水の流れは土粒子間隙を浸透す
るので一般的にゆるやかな流れであるが，季節による降水量の変化や人工的な汲み上げなど外
的条件によって変動している。雨期や雪解け季節には夏や冬の乾燥季節のときより水位は一般
に高い。 
 
 
*2 被圧地下水 
比較的深い地層中の地下水のうち不透水層で覆われている帯水層中の地下水は，被圧地下水
と呼ばれてその帯水層内に地下水面をもたず，帯水層まで掘られた孔内の水位は，その帯水層
の被圧水頭面を示していることになる。この場合の孔内水位を被圧水頭とも呼び，水頭が地表
より高い場合は掘削孔を通して自噴する。また，周辺井戸による汲み上げで水位の低下してい
る帯水層では孔内水位は低下する。 

深 度 水位標高
（ GL-m ） （ ｍ ）

NO.1 平成24年1月6日 9.60 2.60 7.00 自然水位

NO.2 平成24年1月19日 9.92 2.95 6.97 自然水位

NO.3 平成24年1月27日 9.91 3.55 6.36 自然水位

NO.4 平成24年1月23日 9.89 3.00 6.89 自然水位

NO.5 平成24年1月14日 9.66 3.30 6.36 自然水位

NO.6 平成24年1月6日 9.76 2.80 6.96 自然水位

備 考調 査 孔 番 測定月日 地 盤 高 H
（ ｍ ）

孔 内 水 位
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3.3 室内土質試験結果 

今回の調査では，液状化検討のため，砂質土層を対象に撹乱試料を用いて粒度試験を実施した。 

試験結果の詳細は巻末の室内土質試験記録に収録するとおりであり，試験結果の一覧表を表

-3.3.1 に示す。 

    表-3.3.1 室内土質試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.1 土の工学的分類 

今回の試験試料は土質材料の三角座標分類及び工学的分類体系(表-3.3.2，表-3.3.3)により，表

-3.3.1 の一覧表に示すように分類される。 
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表-3.3.2 土質材料の工学的分類体系① 
(土質試験の方法と解説 第１回改訂版 P.217；地盤工学会)

(a)粗粒土の工学的分類体系

礫 (Ｇ)
細粒分＜5％
砂　分＜5％

砂まじり礫 (Ｇ-Ｓ）
礫 {Ｇ} 細粒分＜5％
砂分＜15％ 5％≦砂分＜15％

細粒分まじり礫 (Ｇ-Ｆ）
5％≦細粒分＜15％
砂分＜5％

細粒分砂まじり礫 (Ｇ-ＦＳ）
細粒分＜15％ 5％≦細粒分＜15％

5％≦砂  分＜15％

砂質礫 (ＧＳ)
細粒分＜5％

砂礫 {ＧＳ} 15％≦砂分
礫質土　｛Ｇ｝ 15％≦砂分 細粒分まじり砂質礫 (ＧＳ-Ｆ)
礫分＞砂分  5％≦細粒分＜15％

15％≦砂分

細粒分質礫 (ＧＦ)
15％≦細粒分
砂分＜5％

細粒分まじり礫 {ＧＦ} 砂まじり細粒分質礫 (ＧＦ-Ｓ)
15％≦細粒分 15％≦細粒分

 5％≦砂  分＜15％
細粒分質砂質礫 (ＧＳＦ)
15％≦細粒分
15％≦砂  分

砂 (Ｓ)
粗粒土Ｃm 細粒分＜5％
粗粒分＞50％ 礫  分＜5％

礫まじり砂 (Ｓ-Ｇ)
細粒分＜5％

砂 {Ｓ} 5％≦礫分＜15％
礫分＜15％ 細粒分まじり砂 (Ｓ-Ｆ)

5％≦細粒分＜15％
礫  分＜5％

細粒分礫まじり砂 (Ｓ-ＦＧ)
細粒分＜15％ 5％≦細粒分＜15％

5％≦礫  分＜15％

礫質砂 (ＳＧ)
礫質砂 {ＳＧ} 細粒分＜5％
15％≦礫分 15％≦礫分

砂質土　｛Ｓ｝ 細粒分まじり礫質砂 (ＳＧ-Ｆ)
砂分≧礫分  5％≦細粒分＜15％

15％≦礫  分

細粒分質砂 (ＳＦ)
15％≦細粒分
礫分＜5％

細粒分まじり砂 {ＳＦ} 礫まじり細粒分質砂 (ＳＦ-Ｇ)
15％≦細粒分 15％≦細粒分

 5％≦礫  分＜15％
細粒分質礫質砂 (ＳＦＧ)
15％≦細粒分
15％≦礫  分

注：含有率％は土質材料に対する質量百分率

大　分　類
土質区分 三角座標上の分類

小　分　類
主に観察による分類
中　　分　　類

土質材料区分

地盤工学会基準：JGS 0051-2000
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表-3.3.3 土質材料の工学的分類体系② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)主に細粒土の工学的分類体系

ＷL＜50％ シルト（低液性限界） (ＭＬ)
シルト {Ｍ}
塑性図上で分類 ＷL≧50％ シルト（高液性限界） (ＭＨ)

粘性土 〔Ｃs〕
ＷL＜50％ 粘  土（低液性限界） (ＣＬ)

粘土 {Ｃ}
塑性図上で分類 ＷL≧50％ 粘  土（高液性限界） (ＣＨ)

細粒土　Ｆm ＷL＜50％ 有機質粘土（低液性限界） (ＯＬ)
細粒分≧50％

有機質土 〔Ｏ〕 有機質土 {Ｏ} ＷL≧50％ 有機質粘土（高液性限界） (ＯＨ)
有機質，暗色で有機臭あり

有機質で火山灰 有機質火山灰土 (ＯＶ)

ＷL＜50％ 火山灰質粘性土（低液性限界） (ＶＬ)
火山灰質
粘性土　〔Ｖ〕 火山灰質粘性土 {Ｖ} 50％≦ＷL＜80％ 火山灰質粘性土（Ⅰ型） (ＶＨ1)
地質的背景

ＷL≧80％ 火山灰質粘性土（Ⅱ型） (ＶＨ2)

未分解で繊維質 泥炭 (Ｐt)
高有機質土Ｐm 高有機質土〔Ｐt〕 高有機質土 {Ｐt}

分解が進み黒色 黒泥 (Ｍk)

廃棄物 {Ｗa} 廃棄物 (Ｗa)
人口材料Ａm 人口材料〔Ａ〕

改良土 {Ｉ} 改良土 (Ｉ)

地盤工学会基準：JGS 0051-2000
大　分　類 中　分　類

観察・塑性上の分類土質材料区分 土質区分
小　　分　　類

観察・液性限界等に基づく分類

Ｒ 石（Ｒook) Ｍk 黒泥（Ｍuck）
Ｒ1 巨石（Ｂoulder） Ｗa 廃棄物（Ｗastes）
Ｒ2 粗石（Ｃobble） Ｉ 改良土（Ｉ-soilまたはＩmproved soil）
Ｇ 粗粒土（Ｇ-soilまたはＧravel） Ｗ 粒径幅の広い（Ｗell-graded）
Ｓ 砂粒土（Ｓ-soilまたはＳand） Ｐ 分級された（Ｐoorly graded)
Ｆ 細粒土（Ｆine soil) Ｌ 低液性限界（ＷL＜50％）
Ｃs 粘性土（Ｃohesive soil) 　　　　　（Ｌow liquid limit）
Ｍ シルト（Ｍo：スウェーデン語のシルト） Ｈ 高液性限界（ＷL≧50％）
Ｃ 粘土（Ｃlay） 　　　　　（Ｈigh liquid limit）
Ｏ 有機質土（Ｏrganic soil） Ｈ1 火山灰質粘性土のⅠ型（ＷL＜80％）
Ｖ 火山灰質粘性土（Ｖolcanic cohesive soil） Ｈ2 火山灰質粘性土のⅡ型（ＷL≧80％）
Ｐt 高有機質土（Ｈighly organic soil）

または泥炭（Ｐeat）

注） 小分類名における「まじり」：混入粒子の含有率が，5％以上15％未満に用いる。（記号に－を入れる）
小分類名における「質」　　：混入粒子の含有率が，15％以上50％未満に用いる。

（c) 分 類 記 号 の 意 味
意　　　味

主
　
記
　
号

副
　
記
　
号

記号 記号

主
記
号

意　　　味
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3.4 孔内水平載荷試験結果 

今回の調査では，ボーリング孔を利用してＬＬＴ－Ⅱ型試験器(Lateral Load Tster)による孔

内水平載荷試験を実施した。 

なお，孔内水平載荷試験結果の詳細は，巻末に収録した｢孔内水平載荷試験結果を参照されたい。 

試験の実施孔，試験深度，試験実施深度付近のＮ値，求められた変形係数Ｅｍ地盤係数ｋｍ及

びＮ値と変形係数Ｅｍの相関をまとめると表-3.4.1 のようにる。 

 

 

表-3.4.1 孔内水平載荷試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

地盤係数 弾性係数 N 値 とEm

調査孔NO. 土　質　名 Km Em の

(MN/m3) （MN/m2） 相 関

3.50 15 砂礫 204.430 12.931 0.862N

3.00 8 シルト 150.724 8.582 1.073N

9.60 13 砂礫 62.862 4.621 0.355N

5.00 11 砂礫 78.348 5.901 0.536N

NO.2

NO.3

NO.5

B

Ag

Ag

深　度
(ｍ) 地層記号 Ｎ　値

(回)

NO.1 Ag
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また，一般にＮ値と孔内水平載荷試験における変形係数との間には次のような関係があることが

知られている｡ 

Ｅ≒700×Ｎ(kN/ｍ2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.4.1 孔内水平載荷試験における変形係数とＮ値の関係 

                                          ;  今回の試験値 

出典: 地盤調査の方法と解説 (社団法人地盤工学会) 

 

今回の試験値は，図-3.4.1 に示すように相関式（Ｅ＝670Ｎ0.986 kN/ｍ2）にほぼ近似している。 
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4. 設計・施工に対する考察 

4.1 土質定数の設定 

ここでは機械ボーリングにおける標準貫入試験をもとに，推定式や基準値などを併せて考慮し，

各地層の設計用土質定数を設定する。 

なお，ここで設定する土質定数値は一般に良く用いられる設計用N値，単位体積重量（湿潤密度），

粘着力，内部摩擦角，変形係数の 5項目とした。 
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20(2.0) 18(1.8)

19(1.9) 17(1.7)

18(1.8) 14(1.4)

密なもの ゆるいもの

砂質土

粘性土

土　質

礫質土

4.1.1 土質定数設定方法 

以下に土質定数の設定方法及び根拠について述べる。 

 

(1) 設計用 N 値 

標準貫入試験の実測 N値が貫入量 30ｃm未満で換算 N値が 50 を超える実測 N値については，

換算値の上限を換算 N値＝50 とした。また，設計用 N値の決定方法として次の 3ケ-スが考え

られる。 

1) 実測 N 値を用いる 資料が少ない場合に適用する。ただし，過大評価のおそれがあ

る。 

2) 平均 N 値を用いる 個々の実測値に大きなバラツキがない場合に適用する。 

3) 標準偏差を考慮する 個々の実測値にバラツキがある場合に適用する。 

                                   設計 N 値＝平均 N値-標準偏差値/2 

                                            （土質デ-タ-のばらつきと設計P.2： 地盤工学会）より 

 

今回の場合は，原則として 3)の方法で設定した。 

 

(2) 単位体積重量 

単位体積重量は，土質試験による試験値をもとに，土質状況(N 値による相対密度や硬軟)を

考慮し，表-4.1.1 及び表-4.1.2 に示す参考表を考慮して推定し設定する。 
表-4.1.1 土の単位体積重量 kN/m3（tf/m3） 
（道路橋土工-仮設構造物指針P.29：日本道路協会） 

 

 

 

 

 

注）地下水位以下にある土の単位重量はそれぞれ表中の値から 9kN/m3（0.9tf/m3）を差し引いた値としてよい。 
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表-4.1.2 土 質 定 数  

（日本道路公団；設計要領第一集【土工・舗装・排水・造園】） 

 
 
     上表の使用に当たっては,次の点に注意するものとする｡ 
   (a) 地下水位以下にある土の単位体積重量は,それぞれの表中から1.0 を差し引いた値とする｡ 
   (b) 単位体積重量の値を決定する場合,次の点に注意すること｡ 
    (ｲ)砕石は,礫と同じ値とする｡ 
    (ﾛ)ﾄﾝﾈﾙずりや岩塊などは,粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験により決定する｡ 
    (ﾊ)礫混り砂質土や礫混り粘性土は,礫の混合割合及び状態により適宜決める｡ 
   (c) 内部摩擦角及び粘着力の値は,圧密非排水せん断に対する概略的な値である｡この場合,盛土に対する地下水,湧水などの影響は考慮していない｡ 
   (d) 砕石,ﾄﾝﾈﾙずり,岩塊などの内部摩擦角及び粘着力は,礫の値を用いてよい｡ 
   (e) 粒度の悪い砂とは,粒径のそろった砂を言う｡礫の場合も同様である｡ 
   (f) 粘性土,粘土及びｼﾙﾄの区分でN 値の目安は,おおむね次のとおりである 

               固いもの(N=8～15),やや軟いもの(N=4～8),軟いもの(N=2～4) 
   (g) 摘要に示す統一分類記号はおおよその目安である｡ 

単位体
積重量

kN/m3

［t/m3］

内   部
摩擦角
（度）

粘 着 力

kN/m2

［t/m2］

摘          要
（統一分類）

礫 お よ び
礫 混 じ り 砂

20［2.0］ 40 0 (GW), (GP)

粒度の良いもの 20［2.0］ 35 0

粒度の悪いもの 19［1.9］ 30 0

砂 質 土 19［1.9］ 25 30［3］以下 (SM), (SC)

粘 性 土 18［1.8］ 15 50［5］以下
(ML), (CL)
(MH), (CH)

関東ローム 14［1.4］ 20 10［1］以下 (VH)

20［2.0］ 40 0

18［1.8］ 35 0

21［2.1］ 40 0

19［1.9］ 35 0

20［2.0］ 35 0

18［1.8］ 30 0

19［1.9］ 30 30［3］以下

17［1.7］ 25 0

18［1.8］ 25 50［5］以下

17［1.7］ 20 30［3］以下

16［1.6］ 15 15［1.5］以下

17［1.7］ 20 50［5］以下

16［1.6］ 15 30［3］以下

14［1.4］ 10 15［1.5］以下

関東ローム 14［1.4］ 5（φu） 30［3］以下 (VH)

盛

土

締固めたもの

砂 締固めたもの (SW), (SP)

締固めたもの

〃

〃

(GW), (GP)
密実でないもの又は粒度の悪いもの

礫 混 り 砂

密実なもの

〃

密実でないもの

(SW), (SP)
密実でないもの又は粒度の悪いもの

砂 質 土

密実なもの
(SM), (SC)

密実でないもの

砂

(CL), (MH), (ML)やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫入）

軟らかいもの（指が容易に貫入）

粘 性 土

固いもの（指で強く押し多少へこむ）

(ML), (CL)やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫入）

軟らかいもの（指が容易に貫入）

自

然

地

盤

礫

密実なもの又は粒度の良いもの

種類 状態

粘土および
シ ル ト

固いもの（指で強く押し多少へこむ）

密実なもの又は粒度の良いもの
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(3) 粘 着 力 

1）砂質土の場合 

粘着力は，土のせん断強さのうちせん断面に作用する垂直応力に関係せず土粒子が互いに

結合し合う力であり，土粒子のまわりにある吸着層相互の接触で生ずるせん断強さである。

また，この粘着力は土の粒子構造に起因するものであり，砂のように個々の粒子が比較的大

きく，『単粒構造』の状態では粒子相互間に付着力は発生しない。ただし，粒子と接触部に水

が存在する場合には水の表面張力によって見かけの粘着力といわれる付着力が働くが，ここ

では無視して考えるものとする。よって，砂質土の粘着力は ｃ＝0として扱う。 

2）粘性土の場合 

細かい土粒子は，その表面に電荷を帯び，水分子やイオンを吸着する。このため土粒子間

に付着力が働き，堆積中に『蜂の巣構造』と呼ばれる粒子骨格を形成する。また，さらに土

粒子が細かくなると，粒子表面での電気化学的作用が活発になり『綿毛構造』と呼ばれる骨

格を形成する。そのため，粘性土の場合は粘着力が期待されることとなる。 

なお粘性土の粘着力は，標準貫入試験結果（N値）と一軸圧縮強度ｑuとの相関関係からφ

＝0解析法にて求めることができ，その算定式は下記に示すとおりである。(地盤調査の方法

と解説より P.267) 

ｑu＝(12～13)・N［kN/㎡］  

                        ｑu ： 土の一軸圧縮強さ[kN/㎡]  

                            N  ： 設計 N値 

また粘着力(c)と一軸圧縮強さ(ｑu)の関係式は， 

ｃ＝（ｑu/2）･tan{45°-(φ/2) } 

で表されるが，φ＝0すなわち内部摩擦角が無視できる飽和粘性土等の場合，ｃ＝ｑu/2

となるのでｃと Nの関係は次のようになる。 

ｃ＝12.5/2×N＝6.25×N [kN/㎡] 

ｃ ：土の粘着力[kN/㎡]  

N ：  設計 N値 
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粘土のコンシステンシー Ｎ値 現    場    観    察 一軸圧縮強さ
（kN/㎡）

非常に軟らかい ＜ 2 こぶしが容易に10数㎝入る。 ＜ 25

軟らかい 2～4 親指が容易に10数㎝入る。 25～50

中くらい 4～8 努力すれば親指が10数㎝入る。 50～100

硬  い 8～15 親指で凹ませられるが、突っこむことは
大変である。 100～200

非常に硬い 15～30 爪でしるしがつけられる。 200～400

大変硬い ＞ 30 爪でしるしをつけるのが難しい。 ＞ 400

表-4.1.3 粘土のコンシステンシ-，N値，ｑuの関係 

(地盤調査法,2000 P.202：地盤工学会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 内部摩擦角 

1）砂質土の場合 

内部摩擦角は，土粒子相互間の摩擦によって生ずるせん断抵抗の大小を表すものである。

また内部摩擦角φの値は，乱れの少ない試料を採取して直接せん断試験あるいは三軸圧縮試

験を行ない，これらの結果によって決定すべきものである。しかし，砂質土に対しては乱れ

の少ない試料の採取が十分に可能な状態になっていないため，一般には粘着力ｃ＝0と仮定

して標準貫入試験結果から推定する方法がとられている。したがって，砂質地盤の強さを判

定する指標は粘性土地盤と違い，標準貫入試験による N値が最も重要なものとなる。 

砂質土の N値とφの関係式は，粒子の形状や企業体によって表-4.1.5 に示すものが提案さ

れている。今回は，｢日本建築学会採用式｣に準じて次に示す推定式より設定する。ただし，N

＝5以下の場合にはφ＝25゜とする。 

 

 

 

 

 

φ＝ 　 20・N  ＋15
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ｅMax-ｅ 内部摩擦角 ：φ
Ｎ値 相対密度：Ｄr＝

ｅMax-ｅMin Peck Meyerhof

０～４ 非常に緩い (VeryLoose) 0.0～0.2 28.5以下 30 以下

４～１０ 緩 い (Loose) 0.2～0.4 28.5～30 30 ～ 35

１０～３０ 中 く ら い (Medium) 0.4～0.6 30 ～ 36 35 ～ 40

３０～５０ 密 な (Dense) 0.6～0.8 36 ～ 41 40 ～ 45

５０以上 非常に密な (VeryDense) 0.8～1.0 41 以上 45 以上

丸 い 粒 子 で 粒 度 一 様
φ＝ １２・Ｎ＋１５

の も の

丸 い 粒 子 で 粒 度 分 布
の 良 い も の

Ｄ unham φ＝ １２・Ｎ＋２０
角 ば っ た 粒 子 で 粒 度
一 様 の も の

角 ば っ た 粒 子 で 粒 度
φ＝ １２・Ｎ＋２５

分 布 の 良 い も の

Ｐ eck φ＝ ０ .３・Ｎ＋２７－

大 崎 日本建築学会採用式 φ＝ ２０・Ｎ＋１５

建設省 Ｎ ＞５に摘要，φ ≦ ４５゜ φ＝ １５・Ｎ＋１５

 
表-4.1.4 Peck，Meyerhof による砂の相対密度, 

内部摩擦角φと N値との関係表 
（地盤工学会；地盤調査法,2000 P.201） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

表-4.1.5  N 値と内部摩擦角との関係式 

（地盤工学会；地盤調査法,2000 P.201） 
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2）粘性土の場合 

完全飽和状態の粘性土の通常載荷条件におけるせん断強さ(UU 強度)は，土粒子相互の摩擦

抵抗力が発揮されないことから，粘着力により支配されるものとする。 
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(5) 変 形 係 数 

地盤の変形係数は以下の方法により求められる。 

1)平板載荷試験による方法 

2)孔内水平載荷試験による方法 

3)室内試験による方法 

4)標準貫入試験による方法 

今回の調査では孔内水平載荷試験を実施しているため，実測値及び標準貫入試験 N値を参

考に変形係数を設定する。 

変形係数は，孔内水平載荷試験(Ｅm)，一軸圧縮試験・三軸圧縮試験結果からの変形係数(Ｅ

50)及び図-4.1.1 に示すＮ値と孔内水平載荷試験との関係から推定される相関式より求める。 

 

 

 

E≒7Ｎ(kgf/cm2) 

≒700Ｎ(kN/ｍ2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1.1 Ｎ値と孔内水平載荷試験より得られる 
変形係数との関係(地盤調査法-地盤工学会－) 

 

 

 

なお，地盤反力係数(ｋH)等を推定する場合の係数αは，変形係数を測定･推定した方法により次
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の値を用いるものとする。 

 

表-4.1.6  変形係数Ｅ0とα 

変形係数Ｅ0の推定方法 
地盤反力係数の推定に用いる係数α 
常 時 地震時 

直径30cmの剛体円板による平板載荷試験の繰
返し曲線から求めた変形係数の 1/2 

1 2 

孔内水平載荷試験で測定した変形係数 4 8 

供試体の一軸または三軸圧縮試験から求めた
変形係数 

4 8 

標準貫入試験のＮ値よりＥ0=28Ｎで推定した変
形係数 

1 2 

           日本道路協会：道路橋示方書･同解説より 

 

N 値から変形係数を求める式は，道路橋示方書Ⅳ下部構造編より次式を用いる。 

E０＝2.8・N （MN/㎡） 

E０ ： 土砂の変形係数(MN/㎡) 

N  ： 設計 N値 
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4.1.2 土質定数の設定 

以上の設定方法をもとに，調査区間の土質定数値を設定する。 

なお，地層区分で区分した盛土(埋土)層(B)については現場の状況に応じて定数を使用されたい。 

土質定数を表-4.1.7 のように設定提案する。 

 

               表-4.1.7 設定土質定数一覧表 

 

 

B 2～50≦ 5.8 20.0(18.0) 30(0) 0(36.2) 8.582

Ac 2～7 3.6 14.0 0 22.5 2.500

Ag 2～50≦ 13.9 18.0 31 0.0 4.621
～12.931

Dc1 3～16 9.1 18.0 0 56.8 6.370

Ds1 11～47 21.1 19.0 35 0.0 14.770

Dc2 1～12 2.9 16.0 0 18.1 2.030

Ds2 18～50≦ 27.8 19.0 38 0.0 19.460

Dc3 3～26 4.9 17.0 0 30.6 3.430

Ds3 3～50≦ 36.9 19.0 40≦ 0.0 25.830

土質定数値

新

生

代

第

四

紀

洪積第1砂質土層

洪積第2砂質土層

時 代
区 分

沖積砂礫層

洪積第2粘性土層

洪積第3粘性土層

盛土(埋土)層完

新

世

地 層 区 分

更

新

世

Ｎ値
設計Ｎ値

単位体積重量
γt
kN/ｍ3

せん断抵抗角
φ

（度）

沖積粘性土層

洪積第1粘性土層

洪積第3砂質土層

記号 変形係数
Ｅm
MN/ｍ2

粘着力
ｃ

kN/ｍ2
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1) 盛土(埋土)層（B） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて設計 N＝5.8 とする。 

・単位体積重量：盛土は，アスファルト，砕石など道路盛土荷重として使われることを考慮

して，表-4.1.1 の礫質土「密なもの」としてγt＝20.0(kN/m3)とする。ま

た，埋土の山ズリ等は，表-4.1.1の粘性土「密なもの」としてγt＝18.0(kN/m3)

とする。 

・粘 着 力 ：盛土部は，礫質土としてｃ＝0とする。埋土部は，設計 N値から推定式 c

＝6.25×N＝6.25×5.8＝36.25→36.2(kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：盛土部は，礫質土としてφ＝30°とする。埋土部は，一般に粘性土ではφ

＝0°とする。 

・変 形 係 数 ：孔内水平載荷試験結果より 8.582(MN/m2)とする。 

 

 

 

2) 沖積粘性土層（Ac） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて設計 N＝3.6 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 から粘性土「ゆるいもの」γt＝14.0 (kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：内部摩擦角が無視できる飽和粘性土として，設計 N値から推定式 c＝6.25

×N＝6.25×3.6＝22.5(kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：一般に粘性土ではφ＝0°とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝3.6）をもとに算定式から Em＝0.7×3.6＝2.5(MN/m2)とする。 
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3) 沖積砂礫層（Ag） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝13.9 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 から礫質土「ゆるいもの」γt＝18 (kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：一般に砂質土では見込まず安全側に c＝0 (kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：換算式φ＝√20・N＋15 からφ＝31.67→31°とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝13.9）をもとに算定式から Em＝0.7×13.9＝9.73(MN/m2)。

また，孔内水平載荷試験結果より4.621～12.931(MN/m2)が測定されている。 

 

 

 

4) 洪積第 1粘性土層（Dc1） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝9.1 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 の粘性土「密なもの」としてγt＝18.0(kN/m3)とする。 

・粘 着 力  ：内部摩擦角が無視できる飽和粘性土として，設計 N値から推定式 c＝6.25×N

＝6.25×9.1＝56.88→56.8(kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：一般に粘性土ではφ＝0°とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝9.1）をもとに算定式から Em＝0.7×9.1＝6.37 (MN/m2)とする。 
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5) 洪積第 1砂質土層（Ds1） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝21.1 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 から砂質土「密なもの」γt＝19.0 (kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：一般に砂質土では見込まず安全側に c＝0 (kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：換算式φ＝√20・N＋15 からφ＝35.54→35°とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝21.1）をもとに算定式から Em＝0.7×21.1＝14.77(MN/m2)と

する。 

 

 

 

6) 洪積第 2粘性土層（Dc2） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝2.9 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.2 の粘性土「軟いもの」γt＝16.0 (kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：設計 N値から推定式 c＝6.25×N＝6.25×2.9＝18.13→18.1(kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：一般に粘性土では見込まずφ＝0とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝2.9）をもとに算定式から Em＝0.7×2.9＝2.03(MN/m2)とす

る。 
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 7) 洪積第 2砂質土層（Ds2） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝27.8 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 の砂質土の密なものγt＝19.0(kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：一般に砂質土では見込まず安全側に c＝0 (kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：換算式φ＝√20・N＋15 からφ＝38.58→38°とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝27.8）をもとに算定式から Em＝0.7×27.8＝19.46(MN/m2)と

する。 

 

 

 

8) 洪積第３粘性土層（Dc3） 

・設 計 N 値  ：本層の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝4.9 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.2 の粘性土「やや軟いもの」γt＝17.0(kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：設計 N値から推定式 c＝6.25×N＝6.25×4.9＝30.63→30.6(kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：一般に粘性土では見込まずφ＝0とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝4.9）をもとに算定式から Em＝0.7×4.9＝3.43(MN/m2)とす

る。 
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9) 洪積第 3砂質土層（Ds3） 

・設 計 N 値  ：今回の測定 N値の平均値から標準偏差/2 を引いて N＝36.9 とする。 

・単位体積重量：表-4.1.1 の砂質土「密なもの」γt＝19.0(kN/m3)とする。 

・粘 着 力 ：一般に砂質土では見込まず安全側に c＝0 (kN/m2)とする。 

・せん断抵抗角：換算式φ＝√20・N＋15 からφ＝42.16→40°≦とする。 

・変 形 係 数 ：設計 N値（N＝36.9）をもとに算定式から Em＝0.7×36.9＝25.83(MN/m2)と

する。 
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4.2 液状化の検討 

地盤の液状化とは水で飽和された緩い砂地盤が，地震時に振動や衝撃を繰り返受けることによ

り，地盤中に間隙水圧の急激な上昇や上向きの浸透水流が発生しせん断抵抗力を失う現象である。 

砂質（飽和）地盤の液状化に関しては，Seed，岩崎･龍岡らによって研究され且つ定量的な解析

手法も多く提案されている。 

液状化の判定基準は現在種々の方法が提案されているが，各基準とも飽和砂質の分布深度・Ｎ

値・粒径などに所定の条件を設定して，条件にあてはまる土層にいては耐震設計上支持力を無視

する（極めて軟弱な粘性土層を含めるものもある。）か，液状化現象の検討や取り扱い上，液状

化を考慮するように規定されている。 

（１）予測・判定手順 

地震時の地盤の液状化の検討手法には，種々のものが提案されているが，本件は，「建築基礎

構造設計指針」の手法によって検討を行う。       

（２）検討条件     

液状化判定の検討に当たっては，次のような検討条件を設定した。 

       ①判定土層  ………… 地表面から 20ｍ以浅の飽和砂質土層 

       ②粒度構成 ………… 細粒分含有率 35%以下(粒度試験結果による） 

 （３）設計水平震度の算出 

設計水平震度の算出は「建築基礎構造設計指針」では以下のように記載されてる。 

地表面における設計用水平加速度については不明確な要素が多く，かつ，局地な地盤条件の

影響が出やすいのでその設定は大変困難である。ある土層が一旦液化してしまうとそれ以後は

液状化層以浅には，地震波が伝わりにくくなるということなども考えられる。またここで示さ

れた液状化発生に関する検討方法は，構造のない水平地盤を対象としている。実際は構造物の

ある場合が問題なのでその意で，現在提案されているほかの判定方法を含めて上記の液状化判

定法は，大まか目安値を与えるものにすぎない。以上の点から，液状化判定用の地表面におけ

る計用水平加速度値としては，かなり大きな地震時に地表面付近で観測されている 200gal 程度

を想定しておけばよいと思われる。
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以上より，設計水平震度ｋｈは，設計用水平加速度を重力加速度(g=980gal)でした値とする。

設計水平震度は次の通りとする。 

        ｋｈ＝200gal／980gal＝0.204 

（４）判定条件 

  本調査で使用した液状化判定手法では，地震によって地盤内に発生するせん断応力比Ｌと

土の液状化強度比Ｒを求め，これらの比を繰り返しせん断抵抗率ＦL＝Ｒ／Ｌとしている。この

繰り返しせん断抵抗率は液状化に対する安全率を示すもで，ＦL≧1.0 なら液状化の発生の可能

性が低く，ＦL＜1.0 ならば液状化の発生の能性が高いと判断する。 

（５）検討結果   

今回の液状化の検討は，砂質土層を対象として行った。 

検討結果は，下表に示すとおりである。 

また，PL 法は，各深度での FL 値を算出し，その値を深さ方向に重みをつけて足し合わせ，

地点での液状化危険度を表す PL 値を算出し，この PL 値によって液状化危度判定を行う。液状

化危険度判定は，岩崎ら(1980)による表-4.2.1 に示すような関係により判定を行う。 

 

 

 

 

 

表-4.2.1 ＰＬ値による液状化危険度判定区分 

 

 

 

 

 

 

PL値 PL=0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 15＜PL

PL値による液状化
危険度判定

液状化危険度はか
なり低い｡
液状化に関する詳
細な調査は不要。

液状化危険度は低
い｡
特に重要な構造物
に対してはより詳細
な調査が必要。

液状化危険度が高
い｡
重要な構造物に対
してはより詳細な調
査が必要｡液状化
対策が一般に必
要。

液状化危険度が極
めて高い｡
液状化に関する詳
細な調査と液状化
対策は不可避。
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                                表-4.2.2 ＰＬ値算出表 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

検討結果は，一部ＦL＜1 を示し，また，ＰＬ値による液状化危険度判定区分(PL＝0.03)では，

O＜PL≦5 であり液状化危険度は低いと判定される。
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図-4.2.1 液状化簡易判定結果 
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4.3 支持層の選定及び基礎構造 

構造物の基礎形式として考えられるものには直接基礎と杭基礎が挙げられるが，れらの選定に

当たっては構造物の規模や地盤条件を十分に考慮する必要がある。 

     計画構造物の基礎設計に際して支持地盤の必要条件としては，     

       ①上載荷重に対して十分な許容支持力を有する地盤であること。 

       ②構造物に有害な変形を与える地盤が下位に分布していないこと。 

     一方，基礎形式及び工法は， 

       ①安全性・施工性・経済性等に基づき，土質条件・環境条件等に十分対応できものであ

ること。 

       ②隣接構造物等に悪影響を及ぼさない工法・形式であること。 

本調査地には，盛土(埋土)層，沖積粘性土層，沖積砂礫層，洪積第 1粘性土層，洪積第 1砂質

土層，洪積 2粘性土層，洪積第 2砂質土層，洪積 3粘性土層，洪積第 3砂質土層が分布している。 

当計画構造物の支持地盤としては，まず直接基礎を考えた場合，基礎底盤に分布る沖積砂礫層

(Ag)が対象となるが，沖積砂礫層の分布層厚が一様でないこと。また，当構造規模の荷重に対し

無処理の基礎では，支持力不足によりせん断変形を発生し，不同沈下が懸念される。 

したがって，基礎形式を選定した場合，当計画構造物の長期的安全性に配慮し，GL-33.00m～

GL-34.00m以深に分布する洪積第3砂質土層を支持地盤とする杭基礎(支持杭の採用が推薦される。

なお，次項において支持杭工法について検討する。 

 

                           表-4.3.1 支持層深度 

 

 

調査地点 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6

支持層深度 GL-33.00m GL-34.00m GL-34.00m GL-34.00m GL-33.00m GL-34.00m



 

48 
 

4.4 支持杭の長期許容支持力の計算 

支持杭の長期許容支持力の計算式は，『国交省告示 1113 号(平成 13 年)」に準じ次式を用いる。 

Ra＝qp・Ap+(1/3)RF 

ここに， 

Ra:杭の長期許容支持力(kN) 

Ap:基礎杭の先端有効断面積(㎡) 

qp:基礎杭の先端地盤の許容支持力度(kN/㎡) 

(基礎杭の先端地盤の許容応力度は，次表の基礎杭の種類に応じて表-4.4.1 の式により計算し

た数値とする。) 

 

表-4.4.1 基礎杭の先端地盤の許容支持力度(kN/㎡) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表において，Ｎは，杭先端付近の地盤の標準貫入試験による打撃回数平均値(60 を超える

ときは 60 とする)単位は(回)を表すものとする。 

基礎杭の種類
基礎杭先端地盤の

許容支持力（kN/㎡）
Ｎ値

打込み杭 qp＝1/3 (300Ｎ)
杭先端から下に1d，
上に4dの平均N値

埋込み杭 qp＝1/3 (200Ｎ)
杭先端から下に1d，
上に1dの平均N値

場所打ちコンクリート杭 qp＝1/3 (150Ｎ)
杭先端から下に1d，
上に1dの平均N値
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RF:次式により計算した基礎杭とその周辺の地盤(地震時に液状化するおそれの地盤をのぞき，

軟弱な粘土質地盤の上部にある砂質地盤に，建築物の自重による沈下その他の地盤の変化等

を考慮して建築物または建築物の部分に有害な損傷，変形及び沈下が生じないことを確かめ

たものに限る。)の摩擦（kN） 

 RF＝((10/3)Ns・Ls＋(1/2)qu・Lc)ψ 

ここに， 

Ns：基礎杭周囲の地盤のうち，砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数(30 を超えると

きは 30 とする。)の平均値(回) 

Ls：周面摩擦力を考慮する砂質土中の杭長(m) 

Lc：周面摩擦力を考慮する粘性土中の杭長(m) 

qu：基礎杭周囲の地盤のうち粘性土地盤の一軸圧縮強度(200を超えるときは200とする。)

の平均値(kN/㎡) 

ψ：杭の周長 (m)   
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 ＜仮定条件＞ 

(1)NO.6 地点を模式とし，支持層については，GL-34.00m 以深の洪積第 3砂質土層につい

て検討する。 

(2)杭頭を GL-1.00m とし，杭長は L＝34.00m とする。 

(3)周面摩擦力の無視区間なしとする。 

(4)支持杭工法は，場所打ち杭工法とし，杭径φ800mm，1000mm，1200mm の 3 種について

試算する。 

(5)杭材は，場所打ち杭とする。 

         

＜計算結果＞ 

計算結果は以下のとおりである。なお，計算結果の詳細は，巻末に収録した｢杭の支持力計算

書｣を参照されたい。 

          ◎ 杭径 φ800mm  長期許容支持力 Ra＝2076（kN） 

          ◎ 杭径 φ1000mm 長期許容支持力 Ra＝2670（kN） 

          ◎ 杭径 φ1200mm 長期許容支持力 Ra＝3378（kN） 

また，計算結果は地盤から求めた長期許容支持力であるので，杭の長期許容支持力は，計算

結果と使用する杭材の強度を比較して小さい方を採用されることが望ましい。
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含水中位～高位
φ5～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細中砂
主体
全体に孔壁の崩壊が著しく，所々で
逸水する
26.00m～27.00m間で逸水が著しい
28.90m～29.10m間に暗褐灰の細砂を
挾在する

砂
礫

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルト

シ
ル
ト

暗
灰

含水中位
全体にシルト分を混入し，砂の粒子
はほぼ均一な細砂

シルト
質細砂

暗
灰

含水中位
φ10～20mm程度の亜円礫が主体
マトリックス（礫間充填物）はシル
ト分を混在した細砂
Maxφ30～40mm程度を混在する
35.00m以深より断続的に逸水あり

砂
礫

暗
灰

含水中位
砂の粒子が均一な細砂で締まり良好

細
砂

暗
灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

2.60
1/6

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.33

34.15

34.45

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.43

38.15

38.45

39.15

39.34

40.15

40.42

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

5

5

5

7

5

6

6

8

11

3

5

7

7

7

8

2

2
15

1

1
15

1

1

3

1

8

11

17

10

3

2

1
15

1

28

13

16

15

15

14

23

15

10

～

20

3

8

4

6

7

5

9

6

9

10

3

5

6

9

8

15

3

1
5

1

1
15

1

1

4

1

8

7

13

7

3

2

1
8

2

22
8

15

13

15

18

15

27
9

20

20

～

30

3

7

6

6

6

7

11

6

8

6

5

6

10

11

7

19

2

2

1

1

1

5

2

11

7

11

5

3

2

1
7

6

18

17

20

17
8

18

15
7

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

7
30

20
30

15
30

17
30

20
30

17
30

26
30

18
30

25
30

27
30

11
30

16
30

23
30

27
30

22
30

42
30

7
30

5
30

3
30

2
30

3
30

3
30

12
30

4
30

27
30

25
30

41
30

22
30

9
30

6
30

3
30

9
30

50
18

46
30

46
30

50
30

50
28

47
30

50
19

50
27

N     値

0 10 20 30 40 50 60

7

20

15

17

20

17

26

18

25

27

11

16

23

27

22

42

7

5

3

2

3

3

12

4

27

25

41

22

9

6

3

9

83

46

46

50

54

47

79

56

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.20

3.80

試 験 名
および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

3.15

3.45

6.15

6.45

8.15

8.45

13.15

13.45

15.15

15.45

16.15

16.45

試

料

番

号

1-P1

1-P2

1-P3

1-P4

1-P5

1-P6

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験(

 
 
 )

粒度

粒度

粒度

粒度

粒度

粒度

掘

進

月

日

1
6

1
7

1
9

1
12

1
13

1
14

1
16

1
17



ボ ー リ ン グ 柱 状 図

調 査 名 エ ネ ル ギ ー 回 収 推 進 施 設 整 備 に 係 る 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 2 調査位置 小 山 市 大 字 塩 沢 5 7 6 - 1 5 ・ 5 7 9 - 4 地 内 北 緯 3 6 ° 1 7 ’ 5 3 ”

東 経 1 3 9 ° 4 6 ’ 4 4 ”発 注 機 関 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 調査期間 平成 24年 1月 18日 ～ 24年 1月 28日

調 査 業 者 名
中 央 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 2 8 5 - 2 7 - 1 2 3 5 ) 主任技師 鈴 木 裕 一 現 場
代 理 人 中 村 享 史 コ ア

鑑 定 者 横 島 慎 一 ボーリング
責 任 者 横 島 慎 一

孔 口 標 高 H=
9.92m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 1 ハンマー
落下用具 半 自 動 落 下 装 置

エンジン Y A N M A R  N S 1 0 ポ ン プ T O H O  B G - 3総 掘 進 長  42.45m

ボーリング№

シートNO.

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

標

高

(m)

  4.12

  1.07

 -0.88

 -2.03

 -2.58

 -3.48

 -6.08

 -7.33

 -7.83

-11.08

-16.48

-18.38

-21.83

-22.33

-23.08

-23.48

-24.88

-27.23

-32.53

層

厚

(m)

  5.80

  3.05

  1.95

  1.15

  0.55

  0.90

  2.60

  1.25

  0.50

  3.25

  5.40

  1.90

  3.45

  0.50

  0.75

  0.40

  1.40

  2.35

  5.30

深

度

(m)

5.80

8.85

10.80

11.95

12.50

13.40

16.00

17.25

17.75

21.00

26.40

28.30

31.75

32.25

33.00

33.40

34.80

37.15

42.45

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

含水低位
0.00m～1.70m間は，シルト混り砂礫
1.70m～3.00m間は，シルト主体でφ7
0～100mm程度の玉石が混在する
3.00m以深より含水高位，φ10～50mm
程度の亜円礫を混在した礫混りシル
ト
5.60m以深より暗灰色に変色する

埋
土

暗
褐～

灰
褐～

暗
灰

含水高位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細中砂
主体
全体に孔壁の崩壊が著しく，ルーズ
な状態である

砂
礫

暗
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂でシルト
分を不規則に混入

細
砂

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に暗緑灰色を帯びた均質なシル
ト

シルト
暗
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂微細砂 暗灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルトで所々に暗緑灰
色のシルトをブロック状に挟む

シルト
暗
灰

含水中位
砂の粒子が不均一な中砂～粗砂でφ
2～10mm程度の円礫を混入する

礫
混
り
中
粗
砂

暗
灰

含水中位～高位
砂の粒子がほぼ均一な細砂

細
砂

暗
灰

含水中位～高位，粘着中位
全体に細砂を多量混入した砂質シル
ト

砂質シ
ルト 暗灰

含水・粘着共に中位
全体に貝殻片を多量混在したシルト
19.00m付近が貝殻片の混在が特に多
い

貝
殻
混
り
シ
ル
ト

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルトで細砂の薄層を
挾在する
所々にブロック状の細砂を挟む

シ
ル
ト

暗
灰

含水中位～高位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細中砂
主体
下部は，暗緑灰色を呈する

砂
礫

暗
灰

含水中位，粘着中位～小位
全体に均質なシルトで所々に少量の
細砂を混入する
30.00m以深よりφ10mm内外の円礫及
び腐植物が混入する

シ
ル
ト

暗
緑～

暗
灰

含水高位
砂の粒子が均一な細砂細砂 暗灰
含水中位
φ5～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細中砂
主体

砂
礫

暗
灰

含水高位
砂の粒子が均一な細砂
33.30m～33.40m間にシルト層を挾在
する

細
砂

暗
灰

含水中位
φ5～20mm程度の円礫が主体でマト
リックス（礫間充填物）は細粗砂主
体
33.80m～33.95m間に細砂を挾在する

砂
礫

暗
灰

含水中位
砂の粒子がやや不均一な中砂でφ1
～2mm程度の円礫を混入する
上部にシルトをブロック状に挟む
36.00m以深より細砂の混在が多量に
なる

細
中
砂

暗
緑
灰

含水中位～低位
砂の粒子が均一な細砂で締まり良好
29.00m以深より暗灰色に変色する
40.00m～41.00m間ではφ5～10mm程
度の細礫を点在する
41.00m以深より貝殻片を少量混入す
る

細
砂

暗
緑
灰～

暗
灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

2.95
1/19

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.46

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.50

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.50

24.15

24.50

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.47

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.37

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.41

41.15

41.39

42.15

42.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10
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1
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1
15

2

1

22

9
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10

9

14

17

15

10

～

20

4

1
17

14

2

2
15

5

9

5

6

9

2

4

3

9
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13
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1

2

1

1

1
15

1

1

1

13

10

2
6

2

1

20

2

22

10

11
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12

14

20

23

18

20

～

30

1

8

3

1
5

6

9

9

6

7

4

6

7

10

12

10

3

1

1
12

1

1
5

15

16

5

4

2

1
7

20

9

6
2

12

15

20

21

19

16
6

10
4

10

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

8
30

2
31

34
30

7
30

4
30

16
30

26
30

21
30

18
30

23
30

8
30

13
30

11
30

27
30

31
30

37
30

12
30

3
30

4
35

0
30モンケン自沈

2
30

2
30

2
35

3
35

3
30

17
30

46
30
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30

8
30

6
30

3
32

42
30

12
30
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30
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30

42
30

43
30

42
30
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26

50
24

43
30

N     値
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

2.70

3.30

試 験 名
および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験(

 
 
 )

掘

進

月

日

1
18

1
19

1
21

1
23

1
24

1
25

1
26



ボ ー リ ン グ 柱 状 図

調 査 名 エ ネ ル ギ ー 回 収 推 進 施 設 整 備 に 係 る 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 3 調査位置 小 山 市 大 字 塩 沢 5 7 6 - 1 5 ・ 5 7 9 - 4 地 内 北 緯 3 6 ° 1 7 ’ 5 4 ”

東 経 1 3 9 ° 4 6 ’ 4 2 ”発 注 機 関 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 調査期間 平成 24年 1月 2 1日 ～ 2 4年 2月 6日

調 査 業 者 名
中 央 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 2 8 5 - 2 7 - 1 2 3 5 ) 主任技師 鈴 木 裕 一 現 場
代 理 人 中 村 享 史 コ ア

鑑 定 者 茂 木 啓 祐 ボーリング
責 任 者 茂 木 啓 祐

孔 口 標 高 H=
9.91m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 K a n o  K R - 1 0 0 H ハンマー
落下用具 半 自 動 落 下 装 置

エンジン Y A N M A R  N F 9 0 ポ ン プ K a n o  V - 6総 掘 進 長  52.35m

ボーリング№

シートNO.

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

標

高

(m)

  4.01

  1.21

 -1.09

 -2.54

 -6.69

 -7.69

-15.99

-18.79

-19.89

-20.79

-22.59

-26.69

-29.79

-30.69

-32.89

-42.44

層

厚

(m)

  5.90

  2.80

  2.30

  1.45

  4.15

  1.00

  8.30

  2.80

  1.10

  0.90

  1.80

  4.10

  3.10

  0.90

  2.20

  9.55

深

度

(m)

5.90

8.70

11.00

12.45

16.60

17.60

25.90

28.70

29.80

30.70

32.50

36.60

39.70

40.60

42.80

52.35

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.00m～0.40m間は，植栽用黒ボク土
0.40m～1.30m間は，粘土混り砂礫
φ250mm程度のズリ石が混在する
1.30m以深よりごみ(木片・硝子・瀬
戸物片・鉄屑・ガラ・ビニール)混在

マトリックス（ごみ間充填物）はシ
ルト主体
所々にφ200mm程度のチヤート礫を
点在する

埋
土

暗
褐～

黄
褐～

緑
灰～

暗
褐

含水高位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は細
砂主体
所々に細砂の薄層を挾在する

砂
礫

暗
灰

含水高位
砂の粒子がほぼ均一な細砂で中砂の
薄層を不規則に挾在する

細
砂

暗
灰

含水低位，粘着中位
全体に均質なシルトで下部に細砂の
薄層(層厚3cm)を挟在する

シ
ル
ト

暗灰
～青
灰

含水高位
砂の粒子が均一な中砂で所々にφ10
～30mm程度の亜円礫を混入する
所々に細砂の薄層を挾在する

礫
混
り
中
砂

暗
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な中砂で所々に
乳褐色シルトの薄層を挾在する

中
砂

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に粘土分を多量混在したほぼ均
質な粘土質シルト
19.00m付近まで貝殻片を少量混入す
る
25.00m以深より細砂を少量混入する

粘
土
質
シ
ル
ト

暗
灰

含水高位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は細
砂主体
Maxφ50～80mm程度を混在する

砂
礫

暗
灰

含水・粘着共に低位
全体に均質なシルトでポケット状に
細砂を挟む

シルト
暗
灰

含水・粘着共に中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂で全体に
砂・シルトの互層を呈する

砂･シ
ルト互
層

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質な細砂を少量混在した砂
混りシルト

砂混り
シルト

暗
灰

含水中位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は細
砂主体
33.00m付近に不規則にシルトの薄層
を挟在する
36.00m付近に細砂の薄層を挾在する

砂
礫

暗
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂
38.00m付近に半固結状のシルト薄層
を挟在する

細
砂

緑
灰

含水中位
砂の粒子が非常に細かく，均一な微
細砂

微細砂
緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂でシル
ト分を混在する
所々に砂質シルトの薄層を挾在する
貝殻細片を混入する

シルト
混り微
細砂

緑
灰

含水中位
全体に均一な細砂を呈し，非常に良
く締まっている
51.00m以深より貝殻細片を少量混入
する

細
砂

緑
灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

3.55
1/27

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15
5.18

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.43

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.33

39.15

39.40

40.15

40.42

41.15

41.45

42.15

42.45

43.15

43.34

44.15

44.36

45.15

45.45

46.15

46.45

47.15

47.42

48.15

48.35

49.15

49.38

50.15

50.33

51.15

51.34

52.15

52.35

10cmごとの

打 撃 回 数
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1

15

25

11

10

10

28
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～
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3
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1
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8

3
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2
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1

1

1
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1
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7
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2

1

9
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9
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～
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3

4

2

2

6

7

7
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9

4

5
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2
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1

1
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2

2

2

6

6

14

7

4

2

1

6

10
8

18

14

15

11
5

16
7

13

14

3
1

13

14

16
7

8
3

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

13
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30

6
30

4
30
50
3

13
30

17
30
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30

28
30

23
30

12
30

12
30

33
30

30
30

26
30

11
30

13
30

6
30

5
30

3
30

3
30

3
30

4
30

4
30

4
30

18
30

23
30

32
30

16
30

26
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6
30

3
30
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30
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28

42
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36
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50
25
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27

48
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19
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N     値
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

6.00

6.60

試 験 名
および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採
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方

法

室
内
試
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月
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ボ ー リ ン グ 柱 状 図

調 査 名 エ ネ ル ギ ー 回 収 推 進 施 設 整 備 に 係 る 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 4 調査位置 小 山 市 大 字 塩 沢 5 7 6 - 1 5 ・ 5 7 9 - 4 地 内 北 緯 3 6 ° 1 7 ’ 5 4 ”

東 経 1 3 9 ° 4 6 ’ 4 1 ”発 注 機 関 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 調査期間 平成 24年 1月 21日 ～ 24年 1月 28日

調 査 業 者 名
中 央 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 2 8 5 - 2 7 - 1 2 3 5 ) 主任技師 鈴 木 裕 一 現 場
代 理 人 中 村 享 史 コ ア

鑑 定 者 三 苫 秀 一 ボーリング
責 任 者 三 苫 秀 一

孔 口 標 高 H=
9.89m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D ハンマー
落下用具 半 自 動 落 下 装 置

エンジン Y A N M A R  T F 9 0 M ポ ン プ T O H O  B G - 3 B総 掘 進 長  40.44m

ボーリング№

シートNO.

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

標

高

(m)

  8.29

  7.09

  6.09

  3.29

  0.39

 -0.81

 -1.71

 -2.51

 -4.31

 -6.81

 -9.41

-11.21

-13.81

-14.76

-18.71

-19.91

-20.71

-21.61

-23.01

-23.56

-26.01

-29.81

-30.55

層

厚

(m)

  1.60

  1.20

  1.00

  2.80

  2.90

  1.20

  0.90

  0.80

  1.80

  2.50

  2.60

  1.80

  2.60

  0.95

  3.95

  1.20

  0.80

  0.90

  1.40

  0.55

  2.45

  3.80

  0.74

深

度

(m)

1.60

2.80

3.80

6.60

9.50

10.70

11.60

12.40

14.20

16.70

19.30

21.10

23.70

24.65

28.60

29.80

30.60

31.50

32.90

33.45

35.90

39.70

40.44

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

全体に粘土質砂礫による盛土
所々にごみ混在
0.80m以深より暗灰色に変色し，φ10
0mm程度の玉石が混在する

盛
土

茶灰
～暗
灰

含水低位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は粘
土主体

粘土質
砂礫

褐
灰

含水中位～高位
φ5～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細中砂
主体

砂
礫

褐
灰

含水中位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は粘
土主体
5.80m～6.10m間に粘土を挾在する
6.10m～6.20m間に細砂の薄層を挾在
する

粘
土
質
砂
礫

暗
緑
灰

含水中位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細砂主
体
8.80m以深よりφ2～5mm程度の円礫
を主体とした砂礫

砂
礫

緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂で下部に
従い微砂へと粒径変化

細
砂

暗
灰

含水中位，粘着小位
全体に微細砂を混在した砂混りシル
ト

砂混り
シルト

青
灰

含水中位，粘着小位
全体に微細砂を多量混入した砂質シ
ルト

砂質シ
ルト 青灰

含水中位～高位
砂の粒子が不均一な細砂で全体にシ
ルト分を多量混入する
12.40m～12.60m間に細砂の薄層を挾
在する

シルト
質細砂

青
灰～

暗
灰

含水中位～高位
砂の粒子がやや不均一な中砂でφ2
～5mm程度の円礫を全体に混入する

礫
混
り
中
砂

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混在した砂混りシル
ト
17.25m付近より貝殻片が混入する
19.10m～19.30m間では，所々にポケ
ット状に細砂を挾む
19.00m付近より貝殻片の混入が減少
する

砂
混
り
シ
ル
ト

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に少量の微細砂を混在した粘土
質シルト
20.00m～20.20m間では貝殻片を混在
する

粘土質
シルト

暗
緑
灰

含水中位，粘着小位
全体に微細砂を混在した砂混りシル
ト
21.20m～21.35m間にシルト混り細砂
層を挾在する
22.00m付近よりポケット状及び薄層
状に細砂を挟む

砂
混
り
シ
ル
ト

暗
緑
灰

含水中位，粘着中位～小位
全体に少量の微細砂を混在したシル
ト質粘土

シルト
質粘土

暗
灰

含水中位～高位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細砂主
体
26.00m以深より淡灰色に変色する
孔壁の崩壊が著しく，所々で逸水す
る

砂
礫

青
灰～

淡
灰～

緑
灰

含水高位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂でシル
ト分を混在する

シルト
質微細
砂

暗
灰

含水中位～高位
砂の粒子粗く不均一で中砂を主体と
し，細砂・粗砂を混入する

中砂 緑灰

含水・粘着共に低位
全体に均質な粘土でポケット状に細
砂を挟む

砂混り
粘土

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルト質粘土で所々に
細砂の薄層を不規則に挾在する

シルト
質粘土

暗
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂でシルト
分を混在する

シルト
混り細
砂

灰

含水高位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細粗砂
主体
35.20m付近にシルトの薄層(層厚1.0
0cm)を挟在する

砂
礫

緑
灰

含水低位
砂の粒子がほぼ均一な細砂でシルト
分を混在する
36.05m～36.10m間に礫混り粗砂の薄
層を挾在する
38.00m以深より暗灰色に変色する

細
砂

緑
灰～

暗
灰

含水低位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂でシル
ト分を混在する

微細砂 暗灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

3.00
1/23

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.47

4.15

4.52
5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.41

8.15

8.45

9.15

9.37

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.48

18.15

18.46

19.15

19.48

20.15

20.46

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.50

24.15

24.48

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.47

33.15

33.45

34.15

34.37

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.45

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.44

10cmごとの

打 撃 回 数
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1
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打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)
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深
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試 験 名
および結果

試 料採取

深

度

(m)

試

料

番
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採
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室
内
試
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月
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ボ ー リ ン グ 柱 状 図

調 査 名 エ ネ ル ギ ー 回 収 推 進 施 設 整 備 に 係 る 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 5 調査位置 小 山 市 大 字 塩 沢 5 7 6 - 1 5 ・ 5 7 9 - 4 地 内 北 緯 3 6 ° 1 7 ’ 5 0 ”

東 経 1 3 9 ° 4 6 ’ 4 0 ”発 注 機 関 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 調査期間 平成 24年 1月 14日 ～ 24年 1月 21日

調 査 業 者 名
中 央 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 2 8 5 - 2 7 - 1 2 3 5 ) 主任技師 鈴 木 裕 一 現 場
代 理 人 中 村 享 史 コ ア

鑑 定 者 三 苫 秀 一 ボーリング
責 任 者 三 苫 秀 一

孔 口 標 高 H=
9.66m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D ハンマー
落下用具 半 自 動 落 下 装 置

エンジン Y A N M A R  T F 9 0 M ポ ン プ T O H O  B G - 3 B総 掘 進 長  40.40m

ボーリング№

シートNO.

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

標

高

(m)

  8.86

  7.96

  7.16

  0.51

 -0.59

 -1.59

 -3.04

 -4.24

 -5.14

 -6.14

 -6.59

 -7.24

-10.14

-11.14

-13.29

-15.84

-18.94

-20.04

-21.04

-21.94

-23.44

-26.14

-26.69

-27.24

-29.14

-30.74

層

厚

(m)

  0.80

  0.90

  0.80

  6.65

  1.10

  1.00

  1.45

  1.20

  0.90

  1.00

  0.45

  0.65

  2.90

  1.00

  2.15

  2.55

  3.10

  1.10

  1.00

  0.90

  1.50

  2.70

  0.55

  0.55

  1.90

  1.60

深

度

(m)

0.80

1.70

2.50

9.15

10.25

11.25

12.70

13.90

14.80

15.80

16.25

16.90

19.80

20.80

22.95

25.50

28.60

29.70

30.70

31.60

33.10

35.80

36.35

36.90

38.80

40.40

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事
含水低位
全体にφ10～50mm程度の亜円礫や砕
石を混在した礫質土の盛土
φ100mm程度の玉石が混在する

盛
土

暗灰
～暗
褐

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混在した砂質粘土

砂質粘
土

暗褐
灰

含水低位
φ10～30mm程度の亜円礫主体の砂礫
でマトリックス（礫間充填物）は粘
土主体

粘土質
砂礫

茶
灰

含水低位～中位～高位
φ5～50mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細粗砂
主体
上部にはφ100mm程度の玉石が混在
する
6.70m以深より暗青灰色に変色する
8.00m以深より暗灰色に変色する
8.00m～8.20m間に礫混り細砂の薄層
を挾在する

砂
礫

暗
灰～

暗
褐
灰～

褐
灰～

青
灰～

暗
灰

含水中位～高位
砂の粒子が均一な細砂で全体にシル
ト分を混入する
9.15m～9.25m間に砂混りシルト層を
挾在する
10.00m～10.25m間に微細砂の薄層を
挾在する

シルト
混り細
砂

暗
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質な粘土質シルトで11.00m
以深より暗青灰色に変色する

粘土質
シルト

暗灰
～青
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混在した砂混りシル
ト
12.00m付近より微細砂の混在が増加

砂混り
シルト

暗青
灰

含水中位
砂の粒子が均一な細砂で全体にシル
ト分を混入する
13.30m～13.40m間にシルト層を挾在
する

シルト
質細砂

暗
緑
灰

含水中位，粘着小位
全体に微砂を混在した粘土混りシル
ト

粘土混
りシル
ト

暗
灰

含水高位
砂の粒子が不均一な粗砂でφ2～5mm
程度の亜円～亜角礫を混入する

礫混り
粗砂 暗灰

全体に均質なシルトでポケット状に
細砂を挟む

砂混り
シルト 暗灰

含水中位
砂の粒子が均一な細砂
16.40m付近にシルトの薄層を挟在す
る

細
砂

青
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を多量混入した砂質シ
ルト
19.20m付近に貝殻細片が混入する
19.35m付近にポケット状に細砂を挟
む

砂
質
シ
ル
ト

淡
緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルト質粘土で所々に
細砂の薄層を不規則に挾在する

シルト
質粘土

緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混在した砂混りシル
ト
所々に細砂の薄層を挾在する

砂
混
り
シ
ル
ト

暗
緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混在したシルト質粘
土
所々に細砂の薄層を挾在する

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
緑
灰

含水高位
φ10～30mm程度の亜円～亜角礫主体
の砂礫
マトリックス（礫間充填物）は細砂
を主体とする
層全体として逸水が著しい

砂
礫

青
灰

含水低位～中位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂でシル
ト分を混在する
29.05m～29.10m間に細砂の薄層を挾
在する

シルト
混り微
細砂

暗
緑
灰

含水中位
砂の粒子が均一な細砂
所々に少量の粗砂を混入する

細砂 暗灰

含水中位，粘着小位
全体に微細砂を混在した粘土混りシ
ルト

粘土混
りシル
ト

暗
灰

含水高位
砂の粒子が不均一な粗砂でφ2～5mm
程度の亜円礫を混入する

礫混り
粗砂

暗
灰

含水中位～高位
φ5～30mm程度の亜円礫が主体でマ
トリックス（礫間充填物）は細粗砂
主体

砂
礫

暗
灰

砂の粒子がやや不均一な中砂で粗砂
を混入する中砂 緑灰
含水中位
砂の粒子がやや不均一な細砂でφ5
～10mm程度の亜円礫を少量混入する
26.40m以深よりシルト分を混入する

礫混り
細砂

緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂で若干
シルト分を混在する
37.20m～37.25m間に細砂の薄層を挾
在する
38.15m～38.30m間にシルト混り細砂
層を挾在する

微
細
砂

暗
緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂でシルト
分を少量混在する

シルト
混り細
砂

暗
灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

3.30
1/14

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.48

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.46

14.15

14.47

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.52
20.15

20.50

21.15

21.45

22.15

22.48

23.15

23.47

24.15

24.49

25.15

25.45

26.15

26.43

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.37

35.15

35.38

36.15

36.42

37.15

37.43

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.40

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3
13

7

6

5

6

3
13

4

4

7

5

3

4

3
13

1
12

6

12

2

2
15

1
15

1
25

3

4

1
15

1
11

1

16

10

14

8

7

3

4

10

20

22

17

14

9

9

17

10

～

20

2

7

4

4

4

2
8

5

5

5

2

4

3

2
8

1
11

6

16

4

1
6

1
11

1

3

2

1
12

1
9

2
15

18

11

13

8

10

3

3

16

23

23

19

18

10

13

19

20

～

30

2

7

5

2

3

4
9

4

5

5

2

5

4

3

1
9

8

19

6

2
9

1
11

3

3
13

1
5

2
14

1
5

16
8

10

23

8

12

4

1

16

7
2

5
3

14
7

18
8

14

14

14
5

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

7
33

21
30

15
30

11
30

13
30

9
30

13
30

14
30

17
30

9
30

12
30

11
30

8
31

3
32

20
30

47
30

12
30

5
30

3
37

2
35

9
30

9
33

3
32

4
34

4
30

50
28

31
30

50
30

24
30

29
30

10
30

8
30

42
30

50
22

50
23

50
27

50
28

33
30

36
30

50
25

N     値

0 10 20 30 40 50 60
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21
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11

8

3

20

47
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2

9

8

3

4

4

54

31

50

24

29

10

8

42

68

65

56

54

33

36

60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.30

3.80

試 験 名
および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験(

 
 
 )

掘

進

月

日

1
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1
16

1
17

1
18

1
19

1
20



ボ ー リ ン グ 柱 状 図

調 査 名 エ ネ ル ギ ー 回 収 推 進 施 設 整 備 に 係 る 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N O . 6 調査位置 小 山 市 大 字 塩 沢 5 7 6 - 1 5 ・ 5 7 9 - 4 地 内 北 緯 3 6 ° 1 7 ’ 5 0 ”

東 経 1 3 9 ° 4 6 ’ 4 2 ”発 注 機 関 小 山 広 域 保 健 衛 生 組 合 調査期間 平成 24年 1月 6日 ～ 2 4年 1月 1 3日

調 査 業 者 名
中 央 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 2 8 5 - 2 7 - 1 2 3 5 ) 主任技師 鈴 木 裕 一 現 場
代 理 人 中 村 享 史 コ ア

鑑 定 者 三 苫 秀 一 ボーリング
責 任 者 三 苫 秀 一

孔 口 標 高 H=
9.76m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東
南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 T O H O  D 0 - D ハンマー
落下用具 半 自 動 落 下 装 置

エンジン Y A N M A R  T F 9 0 M ポ ン プ T O H O  B G - 3 B総 掘 進 長  50.35m

ボーリング№

シートNO.

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

標

高

(m)

  8.01

  6.96

  0.96

 -0.59

 -1.14

 -2.04

 -3.34

 -3.94

 -6.14

 -6.59

 -7.44

 -8.04

 -9.89

-12.24

-12.74

-16.14

-19.04

-20.04

-20.94

-22.84

-23.79

-25.94

-32.14

-32.94

-33.59

-35.04

-40.59

層

厚

(m)

  1.75

  1.05

  6.00

  1.55

  0.55

  0.90

  1.30

  0.60

  2.20

  0.45

  0.85

  0.60

  1.85

  2.35

  0.50

  3.40

  2.90

  1.00

  0.90

  1.90

  0.95

  2.15

  6.20

  0.80

  0.65

  1.45

  5.55

深

度

(m)

1.75

2.80

8.80

10.35

10.90

11.80

13.10

13.70

15.90

16.35

17.20

17.80

19.65

22.00

22.50

25.90

28.80

29.80

30.70

32.60

33.55

35.70

41.90

42.70

43.35

44.80

50.35

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0.00m～0.07m間は，アスファルト舗
装
0.07m～1.00m間は，玉石混り粘土質
砂礫主体
1.00m～1.75m間は，礫混り粘土

盛
土

黒灰
～暗
灰～
茶灰
～褐
灰

含水・粘着共に中位
全体に微細砂を混入した砂混りシル
ト

砂混り
シルト

暗茶
灰

2.80mまで含水低位，2.80m以深より
含水高位
φ10～30mm程度の亜円～円礫が主体
マトリックス（礫間充填物）は細砂
～粗砂を主体とし，孔壁の崩壊が著
しい
下部に従いシルト分を混在し，6.20m
以深より淡青灰色に変色する
8.10m～8.30m間に粘土を挾在する

砂
礫

褐
灰～

淡
青
灰

全体にシルト分を含み，砂の粒子が
不均一な細砂でφ5～10mm程度の細
礫混入
10.00m～10.35m間に砂質シルト層を
挾在する

シルト
混り細
砂

淡
青
灰

砂の粒子が均一な中砂で10.35m付近
にφ40mm程度の亜円礫が単体で混入中砂 灰

全体に微砂を混在した砂混りシルト砂混り
シルト

緑
灰

砂の粒子がやや不均一な中砂でφ5
～20mm程度の亜円礫を混入する

礫混り
中砂

暗
灰

全体に微砂を混在した砂混りシルト
13.40m～13.50m間に細砂の薄層を挾
在する

砂混り
シルト 緑灰

砂の粒子がやや不均一な中砂でφ5
～15mm程度の亜円礫を混入する

礫
混
り
中
砂

暗
緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に若干微砂を混在した粘土混り
シルト

粘土混
りシル
ト

緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な細砂細砂 緑灰

含水中位，粘着小位
全体に均質な粘土混りシルトで17.4
0m付近より貝殻片を混入する

粘土混
りシル
ト

暗緑
灰

含水中位，粘着小位
全体に細砂を多量混入した砂混りシ
ルト
19.30m付近まで貝殻細片を混入する

砂混り
シルト

淡
緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルト質粘土で所々に
細砂の薄層を不規則に挾在する

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
緑
灰

含水中位
砂の粒子がほぼ均一な微細砂で所々
に粘土の薄層を挾在する

微細砂 暗灰

含水・粘着共に中位
全体に均質なシルト質粘土で所々に
細砂をポケット状に挾在する
24.00m～24.20m間に砂混り粘土層を
挾在する

シ
ル
ト
質
粘
土

暗
緑
灰

含水中位
φ10～40mm程度の亜円礫が主体
マトリックス（礫間充填物）はシル
ト分を混在した細砂～粗砂を主体と
する
26.10m～26.35m間に細砂の薄層を挾
在する
孔壁の崩壊が有り，所々で逸水する

砂
礫

暗
灰～

緑
灰

砂の粒子が均一な細砂で全体にシル
ト分を多量混入する

シルト
混り細
砂

淡緑
灰

砂の粒子が均一な細砂で不規則に少
量のシルトを混入する

細
砂

緑
灰

含水・粘着共に中位
全体に均質な粘土質シルトで少量の
微細砂を混入

粘土質
シルト

淡
灰

砂の粒子が均一な細砂で少量のシル
トを混入する

シルト
混り細
砂

暗緑
灰

含水中位
φ10～30mm程度の亜円礫が主体
マトリックス（礫間充填物）はシル
ト分を混在した細砂を主体とする

砂
礫

暗
灰

砂の粒子が不均一な細砂で，不規則
に微細砂を混在する
36.15m～36.30m間は黒灰色を呈する
37.00m付近より暗緑灰色を呈し，緻
密である
40.00m以深より微細砂を混在する

細
砂

暗
灰～

緑
灰

含水低位～中位，粘着小位
全体に微細砂や貝殻片を混入した砂
混りシルト

砂混り
シルト

暗緑
灰

砂の粒子がほぼ均一な細砂細砂 緑灰

砂の粒子粗く不均一な中砂を主体と
し，粗砂を混在する

中
砂

暗灰
～緑
灰

砂の粒子がほぼ均一な細砂で粘土分
を少量混入する
全体に締まりが緻密

細
砂

暗
緑
灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

2.80
1/6

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.47

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.50

19.15

19.52
20.15

20.55
21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.51
24.15

24.45

25.15

25.49

26.15

26.45

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45
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孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点
試験孔（測点）番号
測定深度(中心深度)
試  験  者  氏  名
試　験　年　月　日
自 　然　  水　 位
孔   内    水   位
タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)
kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0
挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'
初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径
ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ
容  積  計  内   断   面   積
試 験 方 式
ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)
(cm)
(cm)
(cm)
(c㎡)

(kN/㎡)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.1

横島慎一

等分布荷重方式（１室型）

-3.50

2012   1  18  
GL (m)-2.60
GL (m)-1.80

1.20

1.90
2.10

0.30

4.00
60.00
108.50

3.92

2.10 0.20 3.92 3.92 0.00 4.01
49.05 49.05 2.40 2.70 3.10 3.40 0.70 1.50 29.43 -19.62 23.54 4.11
98.10 98.10 4.30 4.80 5.60 6.60 1.80 4.70 66.71 -31.39 35.32 4.32
98.10 147.15 7.60 8.30 9.40 10.60 2.30 8.70 95.79 -2.31 6.23 4.58
196.20 196.20 11.60 12.00 12.40 12.60 0.60 10.70 106.36 -89.84 93.76 4.71
245.25 245.25 12.90 13.00 13.00 13.10 0.10 11.20 108.76 -136.49 140.41 4.74
294.30 294.30 13.30 13.40 13.40 13.50 0.10 11.60 110.47 -183.83 187.75 4.76
343.35 343.35 13.70 13.80 13.90 13.90 0.10 12.00 112.18 -231.17 235.10 4.79
392.40 392.40 14.10 14.20 14.30 14.30 0.10 12.40 113.88 -278.52 282.44 4.81
441.45 441.45 14.40 14.40 14.50 14.50 0.10 12.60 114.73 -326.72 330.64 4.82
490.50 490.50 14.70 14.80 14.80 14.90 0.10 13.00 116.44 -374.06 377.98 4.85
539.55 539.55 15.10 15.20 15.20 15.30 0.10 13.40 118.21 -421.34 425.26 4.87
588.60 588.60 15.50 15.50 15.60 15.60 0.10 13.70 119.68 -468.92 472.84 4.89
637.65 637.65 15.90 15.90 16.00 16.00 0.10 14.10 121.64 -516.01 519.93 4.91
686.70 686.70 16.20 16.30 16.40 16.50 0.20 14.60 124.10 -562.60 566.53 4.94
735.75 735.75 16.70 16.70 16.80 16.90 0.20 15.00 126.06 -609.69 613.62 4.96
784.80 784.80 17.10 17.10 17.20 17.30 0.20 15.40 127.81 -656.99 660.91 4.99
833.85 833.85 17.50 17.60 17.70 17.80 0.20 15.90 129.21 -704.64 708.56 5.02
882.90 882.90 18.10 18.20 18.30 18.40 0.20 16.50 130.89 -752.01 755.93 5.05
931.95 931.95 18.70 18.80 18.90 19.00 0.20 17.10 132.58 -799.37 803.30 5.08
981.00 981.00 19.30 19.40 19.50 19.70 0.30 17.80 134.54 -846.46 850.39 5.12
1030.05 1030.05 20.00 20.00 20.20 20.40 0.40 18.50 136.50 -893.55 897.47 5.16
1079.10 1079.10 20.60 20.70 20.90 21.10 0.40 19.20 138.40 -940.70 944.62 5.20
1128.15 1128.15 21.30 21.40 21.60 21.80 0.40 19.90 140.26 -987.89 991.82 5.24
1177.20 1177.20 22.10 22.20 22.40 22.60 0.40 20.70 142.38 -1034.82 1038.75 5.28
1226.25 1226.25 22.90 23.00 23.20 23.50 0.50 21.60 144.76 -1081.49 1085.41 5.33
1275.30 1275.30 23.80 23.90 24.20 24.40 0.50 22.50 147.15 -1128.15 1132.07 5.38
1324.35 1324.35 24.70 24.80 25.00 25.30 0.50 23.40 149.11 -1175.24 1179.16 5.43
1373.40 1373.40 25.70 25.80 26.10 26.50 0.70 24.60 151.73 -1221.67 1225.60 5.49
1422.45 1422.45 26.80 27.00 27.30 27.70 0.70 25.80 154.34 -1268.11 1272.03 5.55
1471.50 1471.50 28.00 28.20 28.50 28.90 0.70 27.00 156.96 -1314.54 1318.46 5.62
1520.55 1520.55 29.20 29.40 29.80 30.10 0.70 28.20 159.27 -1361.28 1365.21 5.68
1569.60 1569.60 30.60 30.80 31.20 31.70 0.90 29.80 162.35 -1407.25 1411.18 5.76
1618.65 1618.65 32.10 32.30 32.60 33.10 0.80 31.20 165.04 -1453.61 1457.54 5.83
1667.70 1667.70 33.60 33.80 34.30 34.80 1.00 32.90 168.17 -1499.53 1503.45 5.91
1716.75 1716.75 35.30 35.60 36.00 36.60 1.00 34.70 171.32 -1545.43 1549.35 6.00
1765.80 1765.80 37.10 37.40 37.80 38.40 1.00 36.50 174.48 -1591.32 1595.25 6.08
1814.85 1814.85 39.00 39.30 39.90 40.60 1.30 38.70 178.21 -1636.63 1640.56 6.19
1863.90 1863.90 41.20 41.50 42.10 42.90 1.40 41.00 181.98 -1681.92 1685.85 6.29
1912.95 1912.95 43.50 43.80 44.40 45.20 1.40 43.30 185.74 -1727.21 1731.14 6.40



孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点
試験孔（測点）番号
測定深度(中心深度)
試  験  者  氏  名
試　験　年　月　日
自 　然　  水　 位
孔   内    水   位
タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)
kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0
挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'
初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径
ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ
容  積  計  内   断   面   積
試 験 方 式
ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)
(cm)
(cm)
(cm)
(c㎡)

(kN/㎡)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.1

横島慎一

等分布荷重方式（１室型）

-3.50

2012   1  18  
GL (m)-2.60
GL (m)-1.80

1.20

1.90
2.10

0.30

4.00
60.00
108.50

3.92

1962.00 1962.00 46.00 46.40 47.20 48.00 1.60 46.10 190.24 -1771.76 1775.68 6.52
2011.05 2011.05 48.70 49.10 49.90 50.80 1.70 48.90 194.74 -1816.31 1820.24 6.64
2060.10 2060.10 51.60 51.90 52.70 53.70 1.80 51.80 199.17 -1860.93 1864.85 6.77
2109.15 2109.15 54.50 54.90 55.70 57.00 2.10 55.10 204.19 -1904.96 1908.89 6.91
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調 査 名 ・ 地 点 ：
試験孔（測点）番号：
測定深度（中心深度）：
試 験 者 氏 名 ：
試 験 年 月 日 ：
自 然 水 位 ：
孔 内 水 位 ：

【　備　　考　】

△Ｈ（ｃｍ）

半 径　ｒ（ｃｍ）
ｒ1 = 4.73 (cm) ｒ2 = 5.00 (cm)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.1
ＧＬ -3.50 ｍ
横島慎一
2012年1月18日
ＧＬ -2.60 ｍ
ＧＬ -1.80 ｍ

静止土圧　Ｐ０ 降伏圧　Ｐｙ 破壊圧　Ｐｌ 地盤係数　Ｋｍ弾性係数　Ｅｍ中間半径　ｒｍ
ｋN／㎡ ｋN／㎡ ｋN／㎡ MN／㎡MN／ｍ3 ｃｍ

124.81 566.40 1475.92 204.403 12.931 4.87
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　図　　孔内水平載荷試験整理図　
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孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点
試験孔（測点）番号
測定深度(中心深度)
試  験  者  氏  名
試　験　年　月　日
自 　然　  水　 位
孔   内    水   位
タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)
kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0
挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'
初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径
ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ
容  積  計  内   断   面   積
試 験 方 式
ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)
(cm)
(cm)
(cm)
(c㎡)

(kN/㎡)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.2

横島慎一

等分布荷重方式（１室型）

-3.00

2012   1  27  
GL (m)-2.95
GL (m)-0.80

1.20

0.50
0.70

0.30

4.00
60.00
108.50

-22.00

0.70 0.20 -22.00 -22.00 0.00 4.01
49.05 49.05 1.40 1.80 2.30 3.00 1.20 2.50 23.33 -25.72 3.72 4.18
98.10 98.10 3.20 3.40 3.70 4.10 0.70 3.60 38.75 -59.35 37.35 4.25
147.15 147.15 4.40 4.50 4.60 4.80 0.30 4.30 46.00 -101.15 79.15 4.30
196.20 196.20 5.00 5.10 5.10 5.20 0.10 4.70 50.00 -146.20 124.20 4.32
245.25 245.25 5.40 5.50 5.60 5.60 0.10 5.10 53.64 -191.61 169.61 4.35
294.30 294.30 5.80 5.90 6.00 6.00 0.10 5.50 57.27 -237.03 215.03 4.38
343.35 343.35 6.20 6.30 6.40 6.50 0.20 6.00 61.67 -281.68 259.68 4.41
392.40 392.40 6.70 6.80 6.90 7.00 0.20 6.50 65.83 -326.57 304.57 4.44
441.45 441.45 7.40 7.50 7.70 7.90 0.40 7.40 72.86 -368.59 346.59 4.50
490.50 490.50 8.10 8.30 8.40 8.70 0.40 8.20 78.57 -411.93 389.93 4.55
539.55 539.55 8.90 9.20 9.50 9.80 0.60 9.30 86.00 -453.55 431.55 4.62
588.60 588.60 10.10 10.30 10.50 10.90 0.60 10.40 93.12 -495.48 473.47 4.69
637.65 637.65 11.20 11.40 11.80 12.20 0.80 11.70 101.05 -536.60 514.60 4.77
686.70 686.70 12.60 12.80 13.20 13.60 0.80 13.10 108.42 -578.28 556.28 4.85
735.75 735.75 14.00 14.40 14.90 15.50 1.10 15.00 116.96 -618.79 596.79 4.96
784.80 784.80 15.90 16.40 16.80 17.50 1.10 17.00 125.00 -659.80 637.80 5.08
833.85 833.85 18.00 18.50 19.10 19.90 1.40 19.40 133.93 -699.92 677.92 5.21
882.90 882.90 20.50 20.90 21.60 22.60 1.70 22.10 143.12 -739.78 717.77 5.36
931.95 931.95 23.30 23.80 24.50 25.80 2.00 25.30 152.78 -779.17 757.17 5.53
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調 査 名 ・ 地 点 ：
試験孔（測点）番号：
測定深度（中心深度）：
試 験 者 氏 名 ：
試 験 年 月 日 ：
自 然 水 位 ：
孔 内 水 位 ：

【　備　　考　】

△Ｈ（ｃｍ）

半 径　ｒ（ｃｍ）
ｒ1 = 4.31 (cm) ｒ2 = 4.45 (cm)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.2
ＧＬ -3.00 ｍ
横島慎一
2012年1月27日
ＧＬ -2.95 ｍ
ＧＬ -0.80 ｍ

静止土圧　Ｐ０ 降伏圧　Ｐｙ 破壊圧　Ｐｌ 地盤係数　Ｋｍ弾性係数　Ｅｍ中間半径　ｒｍ
ｋN／㎡ ｋN／㎡ ｋN／㎡ MN／㎡MN／ｍ3 ｃｍ

99.16 209.99 562.24 150.724 8.582 4.38

圧
　
力
　
　
Ｐ
ｅ
（
ｋ
N／
㎡
　
）

　図　　孔内水平載荷試験整理図　
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孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点
試験孔（測点）番号
測定深度(中心深度)
試  験  者  氏  名
試　験　年　月　日
自 　然　  水　 位
孔   内    水   位
タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)
kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0
挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'
初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径
ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ
容  積  計  内   断   面   積
試 験 方 式
ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)
(cm)
(cm)
(cm)
(c㎡)

(kN/㎡)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.3

茂木啓一

等分布荷重方式（１室型）

-6.30

2012   1  27  
GL (m)-3.55
GL (m)0.00

1.20

0.35
0.40

0.30

4.00
60.00
108.50

0.98

0.40 0.05 0.98 0.98 0.00 4.00
49.05 49.05 2.00 2.30 2.60 0.30 2.25 39.85 -9.20 10.18 4.16
98.10 98.10 3.50 4.10 4.90 0.80 4.55 65.24 -32.86 33.84 4.31
98.10 147.15 6.10 6.80 7.80 1.00 7.45 88.58 -9.52 10.50 4.50
196.20 196.20 9.30 10.30 11.40 1.10 11.05 108.12 -88.08 89.06 4.73
245.25 245.25 13.20 14.30 15.80 1.50 15.45 127.95 -117.30 118.28 4.99
294.30 294.30 17.40 18.50 19.80 1.30 19.45 139.06 -155.24 156.22 5.21
343.35 343.35 21.30 22.20 22.80 0.60 22.45 147.02 -196.33 197.31 5.38
392.40 392.40 23.80 24.30 24.70 0.40 24.35 151.18 -241.22 242.20 5.48
441.45 441.45 25.40 25.70 25.90 0.20 25.55 153.80 -287.65 288.63 5.54
490.50 490.50 26.70 26.90 27.10 0.20 26.75 156.41 -334.08 335.07 5.60
539.55 539.55 27.90 28.20 28.60 0.40 28.25 159.36 -380.19 381.17 5.68
588.60 588.60 29.40 29.80 30.30 0.50 29.95 162.63 -425.97 426.95 5.77
637.65 637.65 31.20 31.40 31.90 0.50 31.55 165.71 -471.94 472.92 5.84
686.70 686.70 33.40 33.70 34.30 0.60 33.95 170.01 -516.69 517.67 5.96
735.75 735.75 35.80 36.10 36.90 0.80 36.55 174.57 -561.18 562.17 6.09
784.80 784.80 38.40 38.90 39.90 1.00 39.55 179.60 -605.20 606.18 6.23
833.85 833.85 41.90 42.70 43.90 1.20 43.55 186.14 -647.71 648.69 6.41
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調 査 名 ・ 地 点 ：
試験孔（測点）番号：
測定深度（中心深度）：
試 験 者 氏 名 ：
試 験 年 月 日 ：
自 然 水 位 ：
孔 内 水 位 ：

【　備　　考　】

△Ｈ（ｃｍ）

半 径　ｒ（ｃｍ）
ｒ1 = 5.50 (cm) ｒ2 = 5.81 (cm)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.3
ＧＬ -6.30 ｍ
茂木啓一
2012年1月27日
ＧＬ -3.55 ｍ
ＧＬ 0.00 ｍ

静止土圧　Ｐ０ 降伏圧　Ｐｙ 破壊圧　Ｐｌ 地盤係数　Ｋｍ弾性係数　Ｅｍ中間半径　ｒｍ
ｋN／㎡ ｋN／㎡ ｋN／㎡ MN／㎡MN／ｍ3 ｃｍ

257.73 195.01 322.50 62.862 4.621 5.65

圧
　
力
　
　
Ｐ
ｅ
（
ｋ
N／
㎡
　
）

　図　　孔内水平載荷試験整理図　
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Ｐy'
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孔 内 水 平 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表 記  録  用  紙

調 査 名 ・ 地  点
試験孔（測点）番号
測定深度(中心深度)
試  験  者  氏  名
試　験　年　月　日
自 　然　  水　 位
孔   内    水   位
タ  ン  ク  高  さ

セル水圧 ガス圧 スタンドパイプよみＨ'(cm)
kN/㎡ kN/㎡ 15秒 30秒 60秒 120秒

△Ｈ Ｈ ＰG ＰG -Ｐ Ｐe ｒ
cm cm kN/㎡ kN/㎡ kN/㎡ cm

初 期 スタンドパイプ水位 Ｈ0
挿入後スタンドパイプ水位 Ｈ0'
初 期 ゴ ム チ ュ ー ブ 半 径
ゴ ム チ ュ ー ブ 有 効 長 さ
容  積  計  内   断   面   積
試 験 方 式
ポアソン 比

GL

Ｐs =

備  考：

(m)

(m)

年  月  日

(cm)
(cm)
(cm)
(cm)
(c㎡)

(kN/㎡)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.5

三苫秀一

等分布荷重方式（１室型）

-3.50

2012   1  21  
GL (m)-3.30
GL (m)-0.10

1.20

3.90
8.30

0.30

4.00
60.00
108.50

63.77

8.30 4.40 63.77 63.77 0.00 4.30
50.00 50.00 9.00 9.40 9.80 0.40 5.90 76.84 26.85 36.92 4.40
70.00 100.00 10.70 11.30 12.00 0.70 8.10 92.33 22.33 41.44 4.55
130.00 150.00 13.20 13.90 14.70 0.80 10.80 106.88 -23.12 86.89 4.71
170.00 200.00 16.00 16.70 17.70 1.00 13.80 120.17 -49.83 113.59 4.89
230.00 250.00 18.70 19.30 20.00 0.70 16.10 129.77 -100.23 163.99 5.03
300.00 300.00 21.00 21.70 22.40 0.70 18.50 136.50 -163.50 227.27 5.16
350.00 350.00 23.10 23.40 23.80 0.40 19.90 140.26 -209.74 273.51 5.24
380.00 400.00 24.60 24.80 25.40 0.60 21.50 144.50 -235.50 299.27 5.33
450.00 450.00 26.20 26.40 26.70 0.30 22.80 147.80 -302.20 365.96 5.40
500.00 500.00 27.30 27.60 28.00 0.40 24.10 150.64 -349.36 413.13 5.47
550.00 550.00 28.50 28.70 29.00 0.30 25.10 152.82 -397.18 460.95 5.52
600.00 600.00 29.70 29.90 30.20 0.30 26.30 155.43 -444.57 508.33 5.58
650.00 650.00 30.30 31.00 31.30 0.30 27.40 157.73 -492.27 556.04 5.64
680.00 700.00 31.90 32.20 32.50 0.30 28.60 160.04 -519.96 583.73 5.70
750.00 750.00 33.00 33.20 33.50 0.30 29.60 161.96 -588.04 651.80 5.75
780.00 800.00 34.20 34.40 34.70 0.30 30.80 164.27 -615.73 679.50 5.81
830.00 850.00 35.30 35.50 35.90 0.40 32.00 166.58 -663.42 727.19 5.87
890.00 900.00 36.50 36.90 37.30 0.40 33.40 169.05 -720.95 784.72 5.94
950.00 950.00 37.90 38.20 38.70 0.50 34.80 171.50 -778.50 842.27 6.00
1000.00 1000.00 39.20 39.60 39.90 0.30 36.00 173.60 -826.40 890.16 6.06
1050.00 1050.00 40.50 40.80 41.30 0.50 37.40 176.05 -873.95 937.71 6.13
1100.00 1100.00 41.80 42.20 42.60 0.40 38.70 178.21 -921.78 985.55 6.19
1150.00 1150.00 43.30 43.70 44.00 0.30 40.10 180.50 -969.50 1033.26 6.25
1200.00 1200.00 44.50 45.10 45.60 0.50 41.70 183.12 -1016.88 1080.64 6.32
1250.00 1250.00 46.00 46.60 47.30 0.70 43.40 185.90 -1064.10 1127.87 6.40
1300.00 1300.00 48.30 48.90 49.80 0.90 45.90 189.92 -1110.08 1173.84 6.51
1350.00 1350.00 52.40 53.80 55.00 1.20 51.10 198.11 -1151.89 1215.66 6.74
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調 査 名 ・ 地 点 ：
試験孔（測点）番号：
測定深度（中心深度）：
試 験 者 氏 名 ：
試 験 年 月 日 ：
自 然 水 位 ：
孔 内 水 位 ：

【　備　　考　】

△Ｈ（ｃｍ）

半 径　ｒ（ｃｍ）
ｒ1 = 5.31 (cm) ｒ2 = 6.27 (cm)

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
NO.5
ＧＬ -3.50 ｍ
三苫秀一
2012年1月21日
ＧＬ -3.30 ｍ
ＧＬ -0.10 ｍ

静止土圧　Ｐ０ 降伏圧　Ｐｙ 破壊圧　Ｐｌ 地盤係数　Ｋｍ弾性係数　Ｅｍ中間半径　ｒｍ
ｋN／㎡ ｋN／㎡ ｋN／㎡ MN／㎡MN／ｍ3 ｃｍ

295.29 752.03 928.02 78.348 5.901 5.79

圧
　
力
　
　
Ｐ
ｅ
（
ｋ
N／
㎡
　
）

　図　　孔内水平載荷試験整理図　
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室内土質試験結果 



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 31日

小野村　成男

NO.1-1

(3.15～3.45m)

74.8

22.0

3.2

25.39

26.5

粒径幅の広い

(GWS)

砂質礫

NO.1-2

(6.15～6.45m)

65.6

26.4

8.0

45.28

26.5

粘性土まじり

(GS-Cs)

砂質礫

NO.1-3

(8.15～8.45m)

59.5

34.5

6.0

38.85

26.5

粘性土まじり

(GS-Cs)

砂質礫

NO.1-4

(13.15～13.45m)

0.2

91.4

8.4

2.65

4.75

粘性土まじり砂

(S-Cs)

NO.1-5

(15.15～15.45m)

14.6

82.9

2.5

4.06

9.5

分級された

(SP-G)

礫まじり砂

NO.1-6

(16.15～16.45m)

2.681

3.1

85.9

7.2

3.8

6.57

9.5

粘性土まじり砂

(S-Cs)

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

一軸圧縮強さ qu

kN/m2

kN/m2

kN/m2



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 31日

小野村　成男

NO.1-1

(3.15～3.45m)

74.8

22.0

3.2

26.5

25.39

粒径幅の広い

砂質礫

(GWS)

○

NO.1-2

(6.15～6.45m)

65.6

26.4

8.0

26.5

45.28

粘性土まじり

砂質礫

(GS-Cs)

◎

NO.1-3

(8.15～8.45m)

59.5

34.5

6.0

26.5

38.85

粘性土まじり

砂質礫

(GS-Cs)

●

NO.1-4

(13.15～13.45m)

0.2

91.4

8.4

4.75

2.65

粘性土まじり砂

(S-Cs)

△

NO.1-5

(15.15～15.45m)

14.6

82.9

2.5

9.5

4.06

分級された

礫まじり砂

(SP-G)

▲

NO.1-6

(16.15～16.45m)

3.1

85.9

11.0

7.2

3.8

9.5

6.57

粘性土まじり砂

(S-Cs)

□
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分
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満
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）
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(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)
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-F
)

(G
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(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)
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(F-SG)

(F-S)
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(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)
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(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)○
◎ ●

△

▲

□



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 27日

小野村　成男

NO.1-6 (16.15～16.45m)

73

121.602

13.1

0.99936

114.803

73

50.781

39.923

10.858

2.673

74

121.932

13.1

0.99936

115.341

74

51.702

41.202

10.500

2.684

2.681

75

122.573

13.1

0.99936

115.349

75

52.914

41.410

11.504

2.686



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

D

D

D

D

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 D 20 mm

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 26日

小野村　成男

NO.1-1

(3.15～3.45m)

100.0

73.2

59.6

37.3

25.2

18.5

11.1

6.5

3.6

3.2

NO.1-2

(6.15～6.45m)

100.0

77.9

66.5

53.3

34.4

22.8

16.4

13.0

9.0

8.0

NO.1-1

(3.15～3.45m)

26.8

35.9

12.1

6.7

12.0

3.3

3.2

25.2

11.1

3.2

26.5

9.8242

6.7988

3.3953

0.3869

25.39

3.03

-

-

1.0036

NO.1-2

(6.15～6.45m)

22.1

24.6

18.9

11.6

9.8

5.0

8.0

34.4

16.4

8.0

26.5

6.3391

4.1446

1.5239

0.1400

45.28

2.62

-

-

0.6461

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

D

D

D

D

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 D 20 mm

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 26日

小野村　成男

NO.1-3

(8.15～8.45m)

100.0

85.0

67.2

51.4

40.5

32.2

20.6

11.9

6.7

6.0

NO.1-4

(13.15～13.45m)

100.0

99.8

98.9

87.4

60.9

11.9

8.4

NO.1-3

(8.15～8.45m)

15.0

33.6

10.9

8.3

20.3

5.9

6.0

40.5

20.6

6.0

26.5

6.9891

4.4039

0.7248

0.1799

38.85

0.42

-

-

0.4137

NO.1-4

(13.15～13.45m)

-

-

0.2

0.9

38.0

52.5

8.4

99.8

87.4

8.4

4.75

0.2467

0.2125

0.1579

0.0931

2.65

1.09

-

-

0.1321

粒 径 (mm)

通
過

質
量
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分

率
 
（

％
）
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粒径加積曲線

NO.1-3 (8.15m～8.45m)
NO.1-4 (13.15m～13.45m)



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

D

D

D

D

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 D 20 mm

エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託 平成 24年 1月 26日

小野村　成男

NO.1-5

(15.15～15.45m)

100.0

96.0

85.4

60.9

33.6

14.8

3.3

2.5

NO.1-6

(16.15～16.45m)

100.0

99.0

96.9

90.1

66.6

31.0

12.3

11.0

0.0576 9.9

0.0409 8.2

0.0260 6.9

0.0151 5.2

0.0107 4.7

0.0076 4.2

0.0038 3.5

0.0016 2.7

NO.1-5

(15.15～15.45m)

-

4.0

10.6

24.5

46.1

12.3

2.5

85.4

33.6

2.5

9.5

0.8303

0.6390

0.3882

0.2043

4.06

0.89

-

-

0.2959

NO.1-6

(16.15～16.45m)

-

1.0

2.1

6.8

59.1

20.0

7.2

3.8

96.9

66.6

11.0

9.5

0.3865

0.3339

0.2450

0.0588

6.57

2.64

2.681

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

20% ，10ml

0.1907

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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粒径加積曲線

NO.1-5 (15.15m～15.45m)
NO.1-6 (16.15m～16.45m)



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化検討計算書 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土
シルト
細砂

砂礫

シルト

砂質シルト

細砂

礫混り中粗砂

細砂

貝殻混り砂質シルト

シルト

砂礫

シルト

シルト質細砂

砂礫

細砂

  0.75 
  1.30 
  1.75 

  10.70 
  11.50 

  12.60 

  13.70 

  16.30 
  16.80 

  19.00 

  24.80 

  29.10 

  30.80 

  32.45 

  36.15 

  40.42 

7

20

15

17

20

17

26

18

25

27

11

16

23

27

22

42

7

5

3

2

3

3

12

4

27

25

41

22

9

6

3

9

50

46

46

50

50

47

50

50

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土
シルト
細砂

砂礫

シルト

砂質シルト

細砂

礫混り中粗砂

細砂

貝殻混り砂質シルト

シルト

砂礫

シルト

シルト質細砂

砂礫

細砂

  0.75 
  1.30 
  1.75 

  10.70 
  11.50 

  12.60 

  13.70 

  16.30 
  16.80 

  19.00 

  24.80 

  29.10 

  30.80 

  32.45 

  36.15 

  40.42 

7

20

15

17

20

17

26

18

25

27

11

16

23

27

22

42

7

5

3

2

3

3

12

4

27

25

41

22

9

6

3

9

50

46

46

50

50

47

50

50

 床掘：1.00m
■凡例■

 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

1.00～34.00　
33.00　
800-800　

-　
3275　

(327.5) 
982　

(98.2) 
1272　

(127.2) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
1843　

(184.3) 

1.00～34.00　
33.00　

1000-1000　
-　

4418　
(441.8) 
1227　

(122.7) 
1591　

(159.1) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2412　

(241.2) 

1.00～34.00　
33.00　

1200-1200　
-　

5768　
(576.8) 
1473　

(147.3) 
1908　

(190.8) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
3050　

(305.0) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト質細砂  30.80～ 31.00  31.15～ 31.45   0.20   3.0    0.600
シルト質細砂  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   3.0    3.000
シルト質細砂  32.00～ 32.45  32.15～ 32.45   0.45   9.0    4.050
砂礫  32.45～ 33.00  33.15～ 33.33   0.55  83.3   45.833
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.33   1.00  83.3   83.333
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.45   0.80  46.0   36.800

※合計※  30.80～ 34.80   4.00  173.616

 杭先端付近の範囲を 30.80 m(-4d) から　34.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 173.616 ÷ 4.00 = 43.40
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 43.40 = 6510 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 6510 × 0.503 = 3275 kN (327.5 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    1.30～   1.75    0.45    7.00    3.150
細砂   12.60～  13.00    0.40   23.00    9.200
細砂   13.00～  13.70    0.70   23.00   16.100

礫混り中粗砂   13.70～  14.00    0.30   27.00    8.100
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   22.00   22.000
礫混り中粗砂   16.00～  16.30    0.30   30.00    9.000

細砂   16.30～  16.80    0.50   30.00   15.000
シルト質細砂   30.80～  31.00    0.20    3.00    0.600
シルト質細砂   31.00～  32.00    1.00    3.00    3.000
シルト質細砂   32.00～  32.45    0.45    9.00    4.050
※合計値※    6.30   18.60  117.200



2ページ

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、18.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 6.30 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
シルト    1.00～   1.30    0.30    7.00 ( 87.50)   26.250
シルト   10.70～  11.00    0.30   11.00 (137.50)   41.250
シルト   11.00～  11.50    0.50   11.00 (137.50)   68.750

砂質シルト   11.50～  12.00    0.50   16.00 (200.00)  100.000
砂質シルト   12.00～  12.60    0.60   16.00 (200.00)  120.000

貝殻混り砂質シルト   16.80～  17.00    0.20    7.00 ( 87.50)   17.500
貝殻混り砂質シルト   17.00～  18.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
貝殻混り砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500

シルト   19.00～  20.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   20.00～  21.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   23.00～  24.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   24.00～  24.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   29.10～  30.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
シルト   30.00～  30.80    0.80    6.00 ( 75.00)   60.000

※合計値※   11.90  85.08 1012.500

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、85.08 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 11.90 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   43.40
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   18.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    6.30  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   85.08  kN/㎡ (8.508 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   11.90  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    3275  kN (   327.5 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =     982  kN (    98.2 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1272  kN (   127.2 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    1843  kN (   184.3 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  30.00～ 30.80  30.15～ 30.45   0.80   6.0    4.800

シルト質細砂  30.80～ 31.00  31.15～ 31.45   0.20   3.0    0.600
シルト質細砂  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   3.0    3.000
シルト質細砂  32.00～ 32.45  32.15～ 32.45   0.45   9.0    4.050
砂礫  32.45～ 33.00  33.15～ 33.33   0.55  83.3   45.833
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.33   1.00  83.3   83.333
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.45   1.00  46.0   46.000

※合計※  30.00～ 35.00   5.00  187.616

 杭先端付近の範囲を 30.00 m(-4d) から　35.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 187.616 ÷ 5.00 = 37.52
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 37.52 = 5628 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 5628 × 0.785 = 4418 kN (441.8 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    1.30～   1.75    0.45    7.00    3.150
細砂   12.60～  13.00    0.40   23.00    9.200
細砂   13.00～  13.70    0.70   23.00   16.100

礫混り中粗砂   13.70～  14.00    0.30   27.00    8.100
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   22.00   22.000
礫混り中粗砂   16.00～  16.30    0.30   30.00    9.000

細砂   16.30～  16.80    0.50   30.00   15.000
シルト質細砂   30.80～  31.00    0.20    3.00    0.600
シルト質細砂   31.00～  32.00    1.00    3.00    3.000
シルト質細砂   32.00～  32.45    0.45    9.00    4.050
※合計値※    6.30   18.60  117.200
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 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、18.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 6.30 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
シルト    1.00～   1.30    0.30    7.00 ( 87.50)   26.250
シルト   10.70～  11.00    0.30   11.00 (137.50)   41.250
シルト   11.00～  11.50    0.50   11.00 (137.50)   68.750

砂質シルト   11.50～  12.00    0.50   16.00 (200.00)  100.000
砂質シルト   12.00～  12.60    0.60   16.00 (200.00)  120.000

貝殻混り砂質シルト   16.80～  17.00    0.20    7.00 ( 87.50)   17.500
貝殻混り砂質シルト   17.00～  18.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
貝殻混り砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500

シルト   19.00～  20.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   20.00～  21.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   23.00～  24.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   24.00～  24.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   29.10～  30.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
シルト   30.00～  30.80    0.80    6.00 ( 75.00)   60.000

※合計値※   11.90  85.08 1012.500

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、85.08 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 11.90 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   37.52
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   18.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    6.30  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   85.08  kN/㎡ (8.508 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   11.90  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    4418  kN (   441.8 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1227  kN (   122.7 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1591  kN (   159.1 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2412  kN (   241.2 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.1
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 2.60 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  29.20～ 30.00  29.15～ 29.45   0.80   9.0    7.200
シルト  30.00～ 30.80  30.15～ 30.45   0.80   6.0    4.800

シルト質細砂  30.80～ 31.00  31.15～ 31.45   0.20   3.0    0.600
シルト質細砂  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   3.0    3.000
シルト質細砂  32.00～ 32.45  32.15～ 32.45   0.45   9.0    4.050
砂礫  32.45～ 33.00  33.15～ 33.33   0.55  83.3   45.833
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.33   1.00  83.3   83.333
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.45   1.00  46.0   46.000
砂礫  35.00～ 35.20  35.15～ 35.45   0.20  46.0    9.200

※合計※  29.20～ 35.20   6.00  204.016

 杭先端付近の範囲を 29.20 m(-4d) から　35.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 204.016 ÷ 6.00 = 34.00
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 34.00 = 5100 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 5100 × 1.131 = 5768 kN (576.8 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    1.30～   1.75    0.45    7.00    3.150
細砂   12.60～  13.00    0.40   23.00    9.200
細砂   13.00～  13.70    0.70   23.00   16.100

礫混り中粗砂   13.70～  14.00    0.30   27.00    8.100
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   22.00   22.000
礫混り中粗砂   16.00～  16.30    0.30   30.00    9.000

細砂   16.30～  16.80    0.50   30.00   15.000
シルト質細砂   30.80～  31.00    0.20    3.00    0.600
シルト質細砂   31.00～  32.00    1.00    3.00    3.000
シルト質細砂   32.00～  32.45    0.45    9.00    4.050
※合計値※    6.30   18.60  117.200
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 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、18.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 6.30 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
シルト    1.00～   1.30    0.30    7.00 ( 87.50)   26.250
シルト   10.70～  11.00    0.30   11.00 (137.50)   41.250
シルト   11.00～  11.50    0.50   11.00 (137.50)   68.750

砂質シルト   11.50～  12.00    0.50   16.00 (200.00)  100.000
砂質シルト   12.00～  12.60    0.60   16.00 (200.00)  120.000

貝殻混り砂質シルト   16.80～  17.00    0.20    7.00 ( 87.50)   17.500
貝殻混り砂質シルト   17.00～  18.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
貝殻混り砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500

シルト   19.00～  20.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   20.00～  21.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   23.00～  24.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   24.00～  24.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   29.10～  30.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
シルト   30.00～  30.80    0.80    6.00 ( 75.00)   60.000

※合計値※   11.90  85.08 1012.500

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、85.08 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 11.90 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   34.00
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   18.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    6.30  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   85.08  kN/㎡ (8.508 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   11.90  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    5768  kN (   576.8 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1473  kN (   147.3 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1908  kN (   190.8 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    3050  kN (   305.0 tf) 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

  41.00

  42.00

埋土

砂礫

細砂

シルト
微細砂
シルト

礫混り中粗砂

細砂
砂質シルト

貝殻混りシルト

シルト

砂礫

シルト

細砂
砂礫
細砂
砂礫

細中砂

細砂

  5.80 

  8.85 

  10.80 

  11.95 
  12.50 
  13.40 

  16.00 

  17.25 
  17.75 

  21.00 

  26.40 

  28.30 

  31.75 
  32.25 
  33.00 
  33.40 

  34.80 

  37.15 

  42.45 

8

1

34

7

4

16

26

21

18

23

8

13

11

27

31

37

12

3

3

0

2

2

1

2

3

17

46

35

8

6

2

42

12

50

31

37

42

43

42

50

50

43

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

  41.00

  42.00

埋土

砂礫

細砂

シルト
微細砂
シルト

礫混り中粗砂

細砂
砂質シルト

貝殻混りシルト

シルト

砂礫

シルト

細砂
砂礫
細砂
砂礫

細中砂

細砂

  5.80 

  8.85 

  10.80 

  11.95 
  12.50 
  13.40 

  16.00 

  17.25 
  17.75 

  21.00 

  26.40 

  28.30 

  31.75 
  32.25 
  33.00 
  33.40 

  34.80 

  37.15 

  42.45 

8

1

34

7

4

16

26

21

18

23

8

13

11

27

31

37

12

3

3

0

2

2

1

2

3

17

46

35

8

6

2

42

12

50

31

37

42

43

42

50

50

43

 床掘：1.00m

■凡例■
 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

1.00～34.00　
33.00　
800-800　

-　
2308　

(230.8) 
1362　

(136.2) 
1781　

(178.1) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
1817　

(181.7) 

1.00～34.00　
33.00　

1000-1000　
-　

3141　
(314.1) 
1703　

(170.3) 
2227　

(222.7) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2357　

(235.7) 

1.00～34.00　
33.00　

1200-1200　
-　

4127　
(412.7) 
2044　

(204.4) 
2672　

(267.2) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2948　

(294.8) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  30.80～ 31.00  30.15～ 30.45   0.20   6.0    1.200
シルト  31.00～ 31.75  31.15～ 31.47   0.75   2.8    2.109
細砂  31.75～ 32.00  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
細砂  32.00～ 32.25  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
砂礫  32.25～ 33.00  32.15～ 32.45   0.75  42.0   31.500
細砂  33.00～ 33.40  33.15～ 33.45   0.40  12.0    4.800
砂礫  33.40～ 34.00  33.15～ 33.45   0.60  12.0    7.200
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.37   0.80  68.2   54.545

※合計※  30.80～ 34.80   4.00  122.354

 杭先端付近の範囲を 30.80 m(-4d) から　34.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 122.354 ÷ 4.00 = 30.59
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 30.59 = 4588 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 4589 × 0.503 = 2308 kN (230.8 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.85～   9.00    0.15   18.00    2.700
細砂    9.00～  10.00    1.00   18.00   18.000
細砂   10.00～  10.80    0.80   23.00   18.400
微細砂   11.95～  12.00    0.05   13.00    0.650
微細砂   12.00～  12.50    0.50   13.00    6.500

礫混り中粗砂   13.40～  14.00    0.60   11.00    6.600
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   30.00   30.000

細砂   16.00～  17.00    1.00   30.00   30.000
細砂   17.00～  17.25    0.25   12.00    3.000
細砂   31.75～  32.00    0.25   30.00    7.500
細砂   32.00～  32.25    0.25   30.00    7.500
細砂   33.00～  33.40    0.40   12.00    4.800
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※合計値※    7.25   22.43  162.650

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、22.43 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 7.25 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
埋土    2.00～   3.00    1.00    1.94 ( 24.19)   24.194
埋土    3.00～   4.00    1.00   34.00 (200.00)  200.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
埋土    5.00～   5.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   10.80～  11.00    0.20    8.00 (100.00)   20.000
シルト   11.00～  11.95    0.95    8.00 (100.00)   95.000
シルト   12.50～  13.00    0.50   11.00 (137.50)   68.750
シルト   13.00～  13.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000

砂質シルト   17.25～  17.75    0.50   12.00 (150.00)   75.000
貝殻混りシルト   17.75～  18.00    0.25    3.00 ( 37.50)    9.375
貝殻混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
貝殻混りシルト   19.00～  20.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
貝殻混りシルト   20.00～  21.00    1.00    0.00 (  0.00)    0.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   22.00～  23.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   23.00～  24.00    1.00    1.71 ( 21.43)   21.429
シルト   24.00～  25.00    1.00    2.57 ( 32.14)   32.143
シルト   25.00～  26.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   26.00～  26.40    0.40   17.00 (200.00)   80.000
シルト   28.30～  29.00    0.70   35.00 (200.00)  140.000
シルト   29.00～  30.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
シルト   30.00～  31.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
シルト   31.00～  31.75    0.75    2.81 ( 35.16)   26.367

※合計値※   19.45  72.89 1417.614

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、72.89 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 19.45 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   30.59
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   22.43
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    7.25  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   72.89  kN/㎡ (7.289 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   19.45  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m
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　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    2308  kN (   230.8 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1362  kN (   136.2 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1781  kN (   178.1 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    1817  kN (   181.7 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  30.00～ 31.00  30.15～ 30.45   1.00   6.0    6.000
シルト  31.00～ 31.75  31.15～ 31.47   0.75   2.8    2.109
細砂  31.75～ 32.00  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
細砂  32.00～ 32.25  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
砂礫  32.25～ 33.00  32.15～ 32.45   0.75  42.0   31.500
細砂  33.00～ 33.40  33.15～ 33.45   0.40  12.0    4.800
砂礫  33.40～ 34.00  33.15～ 33.45   0.60  12.0    7.200
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.37   0.80  68.2   54.545
細中砂  34.80～ 35.00  35.15～ 35.45   0.20  31.0    6.200
※合計※  30.00～ 35.00   5.00  133.354

 杭先端付近の範囲を 30.00 m(-4d) から　35.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 133.354 ÷ 5.00 = 26.67
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 26.67 = 4001 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 4001 × 0.785 = 3141 kN (314.1 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.85～   9.00    0.15   18.00    2.700
細砂    9.00～  10.00    1.00   18.00   18.000
細砂   10.00～  10.80    0.80   23.00   18.400
微細砂   11.95～  12.00    0.05   13.00    0.650
微細砂   12.00～  12.50    0.50   13.00    6.500

礫混り中粗砂   13.40～  14.00    0.60   11.00    6.600
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   30.00   30.000

細砂   16.00～  17.00    1.00   30.00   30.000
細砂   17.00～  17.25    0.25   12.00    3.000
細砂   31.75～  32.00    0.25   30.00    7.500
細砂   32.00～  32.25    0.25   30.00    7.500
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細砂   33.00～  33.40    0.40   12.00    4.800
※合計値※    7.25   22.43  162.650

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、22.43 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 7.25 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
埋土    2.00～   3.00    1.00    1.94 ( 24.19)   24.194
埋土    3.00～   4.00    1.00   34.00 (200.00)  200.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
埋土    5.00～   5.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   10.80～  11.00    0.20    8.00 (100.00)   20.000
シルト   11.00～  11.95    0.95    8.00 (100.00)   95.000
シルト   12.50～  13.00    0.50   11.00 (137.50)   68.750
シルト   13.00～  13.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000

砂質シルト   17.25～  17.75    0.50   12.00 (150.00)   75.000
貝殻混りシルト   17.75～  18.00    0.25    3.00 ( 37.50)    9.375
貝殻混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
貝殻混りシルト   19.00～  20.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
貝殻混りシルト   20.00～  21.00    1.00    0.00 (  0.00)    0.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   22.00～  23.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   23.00～  24.00    1.00    1.71 ( 21.43)   21.429
シルト   24.00～  25.00    1.00    2.57 ( 32.14)   32.143
シルト   25.00～  26.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   26.00～  26.40    0.40   17.00 (200.00)   80.000
シルト   28.30～  29.00    0.70   35.00 (200.00)  140.000
シルト   29.00～  30.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
シルト   30.00～  31.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
シルト   31.00～  31.75    0.75    2.81 ( 35.16)   26.367

※合計値※   19.45  72.89 1417.614

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、72.89 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 19.45 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   26.67
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   22.43
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    7.25  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   72.89  kN/㎡ (7.289 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   19.45  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m
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　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    3141  kN (   314.1 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1703  kN (   170.3 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    2227  kN (   222.7 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2357  kN (   235.7 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.2
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 2.95 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  29.20～ 30.00  29.15～ 29.45   0.80   8.0    6.400
シルト  30.00～ 31.00  30.15～ 30.45   1.00   6.0    6.000
シルト  31.00～ 31.75  31.15～ 31.47   0.75   2.8    2.109
細砂  31.75～ 32.00  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
細砂  32.00～ 32.25  32.15～ 32.45   0.25  42.0   10.500
砂礫  32.25～ 33.00  32.15～ 32.45   0.75  42.0   31.500
細砂  33.00～ 33.40  33.15～ 33.45   0.40  12.0    4.800
砂礫  33.40～ 34.00  33.15～ 33.45   0.60  12.0    7.200
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.37   0.80  68.2   54.545
細中砂  34.80～ 35.00  35.15～ 35.45   0.20  31.0    6.200
細中砂  35.00～ 35.20  35.15～ 35.45   0.20  31.0    6.200
※合計※  29.20～ 35.20   6.00  145.954

 杭先端付近の範囲を 29.20 m(-4d) から　35.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 145.954 ÷ 6.00 = 24.33
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 24.33 = 3649 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 3649 × 1.131 = 4127 kN (412.7 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.85～   9.00    0.15   18.00    2.700
細砂    9.00～  10.00    1.00   18.00   18.000
細砂   10.00～  10.80    0.80   23.00   18.400
微細砂   11.95～  12.00    0.05   13.00    0.650
微細砂   12.00～  12.50    0.50   13.00    6.500

礫混り中粗砂   13.40～  14.00    0.60   11.00    6.600
礫混り中粗砂   14.00～  15.00    1.00   27.00   27.000
礫混り中粗砂   15.00～  16.00    1.00   30.00   30.000

細砂   16.00～  17.00    1.00   30.00   30.000
細砂   17.00～  17.25    0.25   12.00    3.000
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細砂   31.75～  32.00    0.25   30.00    7.500
細砂   32.00～  32.25    0.25   30.00    7.500
細砂   33.00～  33.40    0.40   12.00    4.800

※合計値※    7.25   22.43  162.650

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、22.43 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 7.25 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
埋土    2.00～   3.00    1.00    1.94 ( 24.19)   24.194
埋土    3.00～   4.00    1.00   34.00 (200.00)  200.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    7.00 ( 87.50)   87.500
埋土    5.00～   5.80    0.80    4.00 ( 50.00)   40.000
シルト   10.80～  11.00    0.20    8.00 (100.00)   20.000
シルト   11.00～  11.95    0.95    8.00 (100.00)   95.000
シルト   12.50～  13.00    0.50   11.00 (137.50)   68.750
シルト   13.00～  13.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000

砂質シルト   17.25～  17.75    0.50   12.00 (150.00)   75.000
貝殻混りシルト   17.75～  18.00    0.25    3.00 ( 37.50)    9.375
貝殻混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
貝殻混りシルト   19.00～  20.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
貝殻混りシルト   20.00～  21.00    1.00    0.00 (  0.00)    0.000
シルト   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   22.00～  23.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト   23.00～  24.00    1.00    1.71 ( 21.43)   21.429
シルト   24.00～  25.00    1.00    2.57 ( 32.14)   32.143
シルト   25.00～  26.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
シルト   26.00～  26.40    0.40   17.00 (200.00)   80.000
シルト   28.30～  29.00    0.70   35.00 (200.00)  140.000
シルト   29.00～  30.00    1.00    8.00 (100.00)  100.000
シルト   30.00～  31.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
シルト   31.00～  31.75    0.75    2.81 ( 35.16)   26.367

※合計値※   19.45  72.89 1417.614

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、72.89 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 19.45 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   24.33
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   22.43
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    7.25  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   72.89  kN/㎡ (7.289 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   19.45  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    4127  kN (   412.7 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2044  kN (   204.4 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    2672  kN (   267.2 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2948  kN (   294.8 tf) 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00
   2.00
   3.00
   4.00
   5.00
   6.00
   7.00
   8.00
   9.00
  10.00
  11.00
  12.00
  13.00
  14.00
  15.00
  16.00
  17.00
  18.00
  19.00
  20.00
  21.00
  22.00
  23.00
  24.00
  25.00
  26.00
  27.00
  28.00
  29.00
  30.00
  31.00
  32.00
  33.00
  34.00
  35.00
  36.00
  37.00
  38.00
  39.00
  40.00
  41.00
  42.00
  43.00
  44.00
  45.00
  46.00
  47.00
  48.00
  49.00
  50.00
  51.00
  52.00

埋土

砂礫

細砂

シルト

礫混り中砂

中砂

粘土質シルト

砂礫

シルト
砂･シルト互層

砂混りシルト

砂礫

細砂

微細砂

シルト混り微細砂

細砂

  5.90 

  8.70 

  11.00 

  12.45 

  16.60 
  17.60 

  25.90 

  28.70 
  29.80 
  30.70 

  32.50 

  36.60 

  39.70 
  40.60 

  42.80 

  52.35 

13
11

6
4

50
13
17
18

28
23

12
12

33
30

26
11
13

6
5
3
3
3
4
4
4

18
23

32
16

26
6

3
30

50
42

36
37

50
50
50
48

37
50
50

34
38

50
50
50
50
50
50

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m

 床掘：1.00m

 34.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300 350 400

   1.00
   2.00
   3.00
   4.00
   5.00
   6.00
   7.00
   8.00
   9.00
  10.00
  11.00
  12.00
  13.00
  14.00
  15.00
  16.00
  17.00
  18.00
  19.00
  20.00
  21.00
  22.00
  23.00
  24.00
  25.00
  26.00
  27.00
  28.00
  29.00
  30.00
  31.00
  32.00
  33.00
  34.00
  35.00
  36.00
  37.00
  38.00
  39.00
  40.00
  41.00
  42.00
  43.00
  44.00
  45.00
  46.00
  47.00
  48.00
  49.00
  50.00
  51.00
  52.00

埋土

砂礫

細砂

シルト

礫混り中砂

中砂

粘土質シルト

砂礫

シルト
砂･シルト互層

砂混りシルト

砂礫

細砂

微細砂

シルト混り微細砂

細砂

  5.90 

  8.70 

  11.00 

  12.45 

  16.60 
  17.60 

  25.90 

  28.70 
  29.80 
  30.70 

  32.50 

  36.60 

  39.70 
  40.60 

  42.80 

  52.35 

13
11

6
4

50
13
17
18

28
23

12
12

33
30
26

11
13

6
5
3
3
3
4
4
4

18
23
32

16
26

6
3

30
50

42
36
37

50
50
50
48

37
50
50

34
38

50
50
50
50
50
50

 床掘：1.00m

■凡例■
 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

1.00～34.00　
33.00　
800-800　

-　
1821　

(182.1) 
1716　

(171.6) 
1990　

(199.0) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
1842　

(184.2) 

1.00～34.00　
33.00　

1000-1000　
-　

2969　
(296.9) 
2146　

(214.6) 
2488　

(248.8) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2534　

(253.4) 

1.00～34.00　
33.00　

1200-1200　
-　

4221　
(422.1) 
2575　

(257.5) 
2985　

(298.5) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
3260　

(326.0) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
砂混りシルト  30.80～ 31.00  31.15～ 31.45   0.20   6.0    1.200
砂混りシルト  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   6.0    6.000
砂混りシルト  32.00～ 32.50  32.15～ 32.45   0.50   3.0    1.500

砂礫  32.50～ 33.00  33.15～ 33.45   0.50  30.0   15.000
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.45   1.00  30.0   30.000
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.43   0.80  53.6   42.857

※合計※  30.80～ 34.80   4.00   96.557

 杭先端付近の範囲を 30.80 m(-4d) から　34.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 96.557 ÷ 4.00 = 24.14
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 24.14 = 3621 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 3621 × 0.503 = 1821 kN (182.1 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.70～   9.00    0.30   28.00    8.400
細砂    9.00～  10.00    1.00   28.00   28.000
細砂   10.00～  11.00    1.00   23.00   23.000

礫混り中砂   12.45～  13.00    0.55   30.00   16.500
礫混り中砂   13.00～  14.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   26.00   26.000
礫混り中砂   16.00～  16.60    0.60   11.00    6.600
中砂   16.60～  17.00    0.40   13.00    5.200
中砂   17.00～  17.60    0.60   13.00    7.800

砂･シルト互層   29.80～  30.00    0.20   26.00    5.200
砂･シルト互層   30.00～  30.70    0.70   26.00   18.200
※合計値※    8.35   24.54  204.900
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 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、24.54 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00   13.00 (162.50)  162.500
埋土    2.00～   3.00    1.00   11.00 (137.50)  137.500
埋土    3.00～   4.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
埋土    5.00～   5.90    0.90  500.00 (200.00)  180.000
シルト   11.00～  12.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   12.00～  12.45    0.45   12.00 (150.00)   67.500

粘土質シルト   17.60～  18.00    0.40    6.00 ( 75.00)   30.000
粘土質シルト   18.00～  19.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
粘土質シルト   19.00～  20.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   23.00～  24.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   24.00～  25.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   25.00～  25.90    0.90    4.00 ( 50.00)   45.000
シルト   28.70～  29.00    0.30   16.00 (200.00)   60.000
シルト   29.00～  29.80    0.80   16.00 (200.00)  160.000

砂混りシルト   30.70～  31.00    0.30    6.00 ( 75.00)   22.500
砂混りシルト   31.00～  32.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
砂混りシルト   32.00～  32.50    0.50    3.00 ( 37.50)   18.750
※合計値※   17.55  90.24 1583.750

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、90.24 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 17.55 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   24.14
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   24.54
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   90.24  kN/㎡ (9.024 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   17.55  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m



3ページ

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    1821  kN (   182.1 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1716  kN (   171.6 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1990  kN (   199.0 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    1842  kN (   184.2 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
砂･シルト互層  30.00～ 30.70  30.15～ 30.45   0.70  26.0   18.200
砂混りシルト  30.70～ 31.00  31.15～ 31.45   0.30   6.0    1.800
砂混りシルト  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   6.0    6.000
砂混りシルト  32.00～ 32.50  32.15～ 32.45   0.50   3.0    1.500

砂礫  32.50～ 33.00  33.15～ 33.45   0.50  30.0   15.000
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.45   1.00  30.0   30.000
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.43   1.00  53.6   53.571

※合計※  30.00～ 35.00   5.00  126.071

 杭先端付近の範囲を 30.00 m(-4d) から　35.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 126.071 ÷ 5.00 = 25.21
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 25.21 = 3782 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 3782 × 0.785 = 2969 kN (296.9 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.70～   9.00    0.30   28.00    8.400
細砂    9.00～  10.00    1.00   28.00   28.000
細砂   10.00～  11.00    1.00   23.00   23.000

礫混り中砂   12.45～  13.00    0.55   30.00   16.500
礫混り中砂   13.00～  14.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   26.00   26.000
礫混り中砂   16.00～  16.60    0.60   11.00    6.600
中砂   16.60～  17.00    0.40   13.00    5.200
中砂   17.00～  17.60    0.60   13.00    7.800

砂･シルト互層   29.80～  30.00    0.20   26.00    5.200
砂･シルト互層   30.00～  30.70    0.70   26.00   18.200
※合計値※    8.35   24.54  204.900
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 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、24.54 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00   13.00 (162.50)  162.500
埋土    2.00～   3.00    1.00   11.00 (137.50)  137.500
埋土    3.00～   4.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
埋土    5.00～   5.90    0.90  500.00 (200.00)  180.000
シルト   11.00～  12.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   12.00～  12.45    0.45   12.00 (150.00)   67.500

粘土質シルト   17.60～  18.00    0.40    6.00 ( 75.00)   30.000
粘土質シルト   18.00～  19.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
粘土質シルト   19.00～  20.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   23.00～  24.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   24.00～  25.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   25.00～  25.90    0.90    4.00 ( 50.00)   45.000
シルト   28.70～  29.00    0.30   16.00 (200.00)   60.000
シルト   29.00～  29.80    0.80   16.00 (200.00)  160.000

砂混りシルト   30.70～  31.00    0.30    6.00 ( 75.00)   22.500
砂混りシルト   31.00～  32.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
砂混りシルト   32.00～  32.50    0.50    3.00 ( 37.50)   18.750
※合計値※   17.55  90.24 1583.750

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、90.24 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 17.55 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   25.21
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   24.54
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   90.24  kN/㎡ (9.024 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   17.55  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m
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　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    2969  kN (   296.9 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2146  kN (   214.6 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    2488  kN (   248.8 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2534  kN (   253.4 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.3
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：33.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 3.55 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト  29.20～ 29.80  29.15～ 29.45   0.60  16.0    9.600

砂･シルト互層  29.80～ 30.00  30.15～ 30.45   0.20  26.0    5.200
砂･シルト互層  30.00～ 30.70  30.15～ 30.45   0.70  26.0   18.200
砂混りシルト  30.70～ 31.00  31.15～ 31.45   0.30   6.0    1.800
砂混りシルト  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   6.0    6.000
砂混りシルト  32.00～ 32.50  32.15～ 32.45   0.50   3.0    1.500

砂礫  32.50～ 33.00  33.15～ 33.45   0.50  30.0   15.000
砂礫  33.00～ 34.00  33.15～ 33.45   1.00  30.0   30.000
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.43   1.00  53.6   53.571
砂礫  35.00～ 35.20  35.15～ 35.45   0.20  42.0    8.400

※合計※  29.20～ 35.20   6.00  149.271

 杭先端付近の範囲を 29.20 m(-4d) から　35.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 149.271 ÷ 6.00 = 24.88
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 24.88 = 3732 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 3732 × 1.131 = 4221 kN (422.1 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
細砂    8.70～   9.00    0.30   28.00    8.400
細砂    9.00～  10.00    1.00   28.00   28.000
細砂   10.00～  11.00    1.00   23.00   23.000

礫混り中砂   12.45～  13.00    0.55   30.00   16.500
礫混り中砂   13.00～  14.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   30.00   30.000
礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   26.00   26.000
礫混り中砂   16.00～  16.60    0.60   11.00    6.600
中砂   16.60～  17.00    0.40   13.00    5.200
中砂   17.00～  17.60    0.60   13.00    7.800

砂･シルト互層   29.80～  30.00    0.20   26.00    5.200
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砂･シルト互層   30.00～  30.70    0.70   26.00   18.200
※合計値※    8.35   24.54  204.900

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、24.54 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
埋土    1.00～   2.00    1.00   13.00 (162.50)  162.500
埋土    2.00～   3.00    1.00   11.00 (137.50)  137.500
埋土    3.00～   4.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
埋土    4.00～   5.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
埋土    5.00～   5.90    0.90  500.00 (200.00)  180.000
シルト   11.00～  12.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
シルト   12.00～  12.45    0.45   12.00 (150.00)   67.500

粘土質シルト   17.60～  18.00    0.40    6.00 ( 75.00)   30.000
粘土質シルト   18.00～  19.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
粘土質シルト   19.00～  20.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   21.00～  22.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   23.00～  24.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   24.00～  25.00    1.00    4.00 ( 50.00)   50.000
粘土質シルト   25.00～  25.90    0.90    4.00 ( 50.00)   45.000
シルト   28.70～  29.00    0.30   16.00 (200.00)   60.000
シルト   29.00～  29.80    0.80   16.00 (200.00)  160.000

砂混りシルト   30.70～  31.00    0.30    6.00 ( 75.00)   22.500
砂混りシルト   31.00～  32.00    1.00    6.00 ( 75.00)   75.000
砂混りシルト   32.00～  32.50    0.50    3.00 ( 37.50)   18.750
※合計値※   17.55  90.24 1583.750

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、90.24 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 17.55 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   24.88
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   24.54
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   90.24  kN/㎡ (9.024 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   17.55  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m
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　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    4221  kN (   422.1 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2575  kN (   257.5 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    2985  kN (   298.5 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    3260  kN (   326.0 tf) 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土

粘土質砂礫

砂礫

粘土質砂礫

砂礫

細砂

砂混りシルト
砂質シルト

シルト質細砂

礫混り中砂

砂混りシルト

粘土質シルト

砂混りシルト

シルト質粘土

砂礫

シルト質微細砂

中砂
砂混り粘土

シルト質粘土

シルト混り細砂

砂礫

細砂

微細砂

  1.60 

  2.80 

  3.80 

  6.60 

  9.50 

  10.70 
  11.60 
  12.40 

  14.20 

  16.70 

  19.30 

  21.10 

  23.70 

  24.65 

  28.60 

  29.80 
  30.60 
  31.50 

  32.90 
  33.45 

  35.90 

  39.70 
  40.44 

10

9

5

2

3

17

50

29

50

32

12

11

13

13

28

30

4

4

3

2

9

3

3

4

43

27

47

42

18

36

8

5

19

50

45

46

50

39

44

50

 34.00m  34.00m  34.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土

粘土質砂礫

砂礫

粘土質砂礫

砂礫

細砂

砂混りシルト
砂質シルト

シルト質細砂

礫混り中砂

砂混りシルト

粘土質シルト

砂混りシルト

シルト質粘土

砂礫

シルト質微細砂

中砂
砂混り粘土

シルト質粘土

シルト混り細砂

砂礫

細砂

微細砂

  1.60 

  2.80 

  3.80 

  6.60 

  9.50 

  10.70 
  11.60 
  12.40 

  14.20 

  16.70 

  19.30 

  21.10 

  23.70 

  24.65 

  28.60 

  29.80 
  30.60 
  31.50 

  32.90 
  33.45 

  35.90 

  39.70 
  40.44 

10

9

5

2

3

17

50

29

50

32

12

11

13

13

28

30

4

4

3

2

9

3

3

4

43

27

47

42

18

36

8

5

19

50

45

46

50

39

44

50

■凡例■
 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

0.00～34.00　
34.00　
800-800　

-　
2188　

(218.8) 
1740　

(174.0) 
1239　

(123.9) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
1722　

(172.2) 

0.00～34.00　
34.00　

1000-1000　
-　

3598　
(359.8) 
2175　

(217.5) 
1549　

(154.9) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2441　

(244.1) 

0.00～34.00　
34.00　

1200-1200　
-　

5085　
(508.5) 
2610　

(261.0) 
1858　

(185.8) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
3184　

(318.4) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：0.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
砂混り粘土  30.80～ 31.00  31.15～ 31.45   0.20   8.0    1.600
砂混り粘土  31.00～ 31.50  31.15～ 31.45   0.50   8.0    4.000
シルト質粘土  31.50～ 32.00  32.15～ 32.47   0.50   5.6    2.813
シルト質粘土  32.00～ 32.90  32.15～ 32.47   0.90   5.6    5.063
シルト混り細砂  32.90～ 33.00  33.15～ 33.45   0.10  19.0    1.900
シルト混り細砂  33.00～ 33.45  33.15～ 33.45   0.45  19.0    8.550

砂礫  33.45～ 34.00  34.15～ 34.37   0.55  68.2   37.500
砂礫  34.00～ 34.80  34.15～ 34.37   0.80  68.2   54.545

※合計※  30.80～ 34.80   4.00  115.971

 杭先端付近の範囲を 30.80 m(-4d) から　34.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 115.971 ÷ 4.00 = 28.99
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 28.99 = 4348 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 4349 × 0.503 = 2188 kN (218.8 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.60～   2.00    0.40    9.00    3.600
粘土質砂礫    2.00～   2.80    0.80    9.00    7.200
粘土質砂礫    3.80～   4.00    0.20    2.43    0.486
粘土質砂礫    4.00～   5.00    1.00    2.43    2.432
粘土質砂礫    5.00～   6.00    1.00    3.00    3.000
粘土質砂礫    6.00～   6.60    0.60   17.00   10.200
細砂    9.50～  10.00    0.50   30.00   15.000
細砂   10.00～  10.70    0.70   30.00   21.000

シルト質細砂   12.40～  13.00    0.60   11.00    6.600
シルト質細砂   13.00～  14.00    1.00   13.00   13.000
シルト質細砂   14.00～  14.20    0.20   13.00    2.600
礫混り中砂   14.20～  15.00    0.80   13.00   10.400
礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   28.00   28.000
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礫混り中砂   16.00～  16.70    0.70   30.00   21.000
シルト質微細砂   28.60～  29.00    0.40   18.00    7.200
シルト質微細砂   29.00～  29.80    0.80   18.00   14.400

中砂   29.80～  30.00    0.20   30.00    6.000
中砂   30.00～  30.60    0.60   30.00   18.000

砂混り粘土   30.60～  31.00    0.40    8.00    3.200
砂混り粘土   31.00～  31.50    0.50    8.00    4.000

シルト混り細砂   32.90～  33.00    0.10   19.00    1.900
シルト混り細砂   33.00～  33.45    0.45   19.00    8.550
※合計値※   12.95   16.04  207.769

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、16.04 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 12.95 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    0.00～   1.60    1.60   10.00 (125.00)  200.000

砂混りシルト   10.70～  11.00    0.30   12.00 (150.00)   45.000
砂混りシルト   11.00～  11.60    0.60   12.00 (150.00)   90.000
砂質シルト   11.60～  12.00    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂質シルト   12.00～  12.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂混りシルト   16.70～  17.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
砂混りシルト   17.00～  18.00    1.00    4.55 ( 56.82)   56.818
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    4.84 ( 60.48)   60.484
砂混りシルト   19.00～  19.30    0.30    3.64 ( 45.45)   13.636
粘土質シルト   19.30～  20.00    0.70    3.64 ( 45.45)   31.818
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    2.90 ( 36.29)   36.290
粘土質シルト   21.00～  21.10    0.10    2.90 ( 36.29)    3.629
砂混りシルト   21.10～  22.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
砂混りシルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
砂混りシルト   23.00～  23.70    0.70    3.43 ( 42.86)   30.000
シルト質粘土   23.70～  24.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
シルト質粘土   24.00～  24.65    0.65    4.55 ( 56.82)   36.932
シルト質粘土   31.50～  32.00    0.50    5.62 ( 70.31)   35.156
シルト質粘土   32.00～  32.90    0.90    5.62 ( 70.31)   63.281
※合計値※   12.65  77.94  985.886

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、77.94 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 12.65 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   28.99
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   16.04
　砂質土地盤長(Ls)                                     =   12.95  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   77.94  kN/㎡ (7.794 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   12.65  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    2188  kN (   218.8 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1740  kN (   174.0 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1239  kN (   123.9 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    1722  kN (   172.2 tf) 



1ページ

支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：0.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
中砂  30.00～ 30.60  30.15～ 30.45   0.60  36.0   21.600

砂混り粘土  30.60～ 31.00  31.15～ 31.45   0.40   8.0    3.200
砂混り粘土  31.00～ 31.50  31.15～ 31.45   0.50   8.0    4.000
シルト質粘土  31.50～ 32.00  32.15～ 32.47   0.50   5.6    2.813
シルト質粘土  32.00～ 32.90  32.15～ 32.47   0.90   5.6    5.063
シルト混り細砂  32.90～ 33.00  33.15～ 33.45   0.10  19.0    1.900
シルト混り細砂  33.00～ 33.45  33.15～ 33.45   0.45  19.0    8.550

砂礫  33.45～ 34.00  34.15～ 34.37   0.55  68.2   37.500
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.37   1.00  68.2   68.182

※合計※  30.00～ 35.00   5.00  152.808

 杭先端付近の範囲を 30.00 m(-4d) から　35.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 152.808 ÷ 5.00 = 30.56
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 30.56 = 4584 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 4584 × 0.785 = 3598 kN (359.8 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.60～   2.00    0.40    9.00    3.600
粘土質砂礫    2.00～   2.80    0.80    9.00    7.200
粘土質砂礫    3.80～   4.00    0.20    2.43    0.486
粘土質砂礫    4.00～   5.00    1.00    2.43    2.432
粘土質砂礫    5.00～   6.00    1.00    3.00    3.000
粘土質砂礫    6.00～   6.60    0.60   17.00   10.200
細砂    9.50～  10.00    0.50   30.00   15.000
細砂   10.00～  10.70    0.70   30.00   21.000

シルト質細砂   12.40～  13.00    0.60   11.00    6.600
シルト質細砂   13.00～  14.00    1.00   13.00   13.000
シルト質細砂   14.00～  14.20    0.20   13.00    2.600
礫混り中砂   14.20～  15.00    0.80   13.00   10.400
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礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   28.00   28.000
礫混り中砂   16.00～  16.70    0.70   30.00   21.000
シルト質微細砂   28.60～  29.00    0.40   18.00    7.200
シルト質微細砂   29.00～  29.80    0.80   18.00   14.400

中砂   29.80～  30.00    0.20   30.00    6.000
中砂   30.00～  30.60    0.60   30.00   18.000

砂混り粘土   30.60～  31.00    0.40    8.00    3.200
砂混り粘土   31.00～  31.50    0.50    8.00    4.000

シルト混り細砂   32.90～  33.00    0.10   19.00    1.900
シルト混り細砂   33.00～  33.45    0.45   19.00    8.550
※合計値※   12.95   16.04  207.769

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、16.04 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 12.95 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    0.00～   1.60    1.60   10.00 (125.00)  200.000

砂混りシルト   10.70～  11.00    0.30   12.00 (150.00)   45.000
砂混りシルト   11.00～  11.60    0.60   12.00 (150.00)   90.000
砂質シルト   11.60～  12.00    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂質シルト   12.00～  12.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂混りシルト   16.70～  17.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
砂混りシルト   17.00～  18.00    1.00    4.55 ( 56.82)   56.818
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    4.84 ( 60.48)   60.484
砂混りシルト   19.00～  19.30    0.30    3.64 ( 45.45)   13.636
粘土質シルト   19.30～  20.00    0.70    3.64 ( 45.45)   31.818
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    2.90 ( 36.29)   36.290
粘土質シルト   21.00～  21.10    0.10    2.90 ( 36.29)    3.629
砂混りシルト   21.10～  22.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
砂混りシルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
砂混りシルト   23.00～  23.70    0.70    3.43 ( 42.86)   30.000
シルト質粘土   23.70～  24.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
シルト質粘土   24.00～  24.65    0.65    4.55 ( 56.82)   36.932
シルト質粘土   31.50～  32.00    0.50    5.62 ( 70.31)   35.156
シルト質粘土   32.00～  32.90    0.90    5.62 ( 70.31)   63.281
※合計値※   12.65  77.94  985.886

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、77.94 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 12.65 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   30.56
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   16.04
　砂質土地盤長(Ls)                                     =   12.95  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   77.94  kN/㎡ (7.794 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   12.65  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    3598  kN (   359.8 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2175  kN (   217.5 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1549  kN (   154.9 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2441  kN (   244.1 tf) 



1ページ

支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.4
試 験 日 平成 24 1 21 24 1 28
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：0.00 m ～ 杭先端深度：34.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 なし
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
シルト質微細砂  29.20～ 29.80  29.15～ 29.45   0.60  18.0   10.800

中砂  29.80～ 30.00  30.15～ 30.45   0.20  36.0    7.200
中砂  30.00～ 30.60  30.15～ 30.45   0.60  36.0   21.600

砂混り粘土  30.60～ 31.00  31.15～ 31.45   0.40   8.0    3.200
砂混り粘土  31.00～ 31.50  31.15～ 31.45   0.50   8.0    4.000
シルト質粘土  31.50～ 32.00  32.15～ 32.47   0.50   5.6    2.813
シルト質粘土  32.00～ 32.90  32.15～ 32.47   0.90   5.6    5.063
シルト混り細砂  32.90～ 33.00  33.15～ 33.45   0.10  19.0    1.900
シルト混り細砂  33.00～ 33.45  33.15～ 33.45   0.45  19.0    8.550

砂礫  33.45～ 34.00  34.15～ 34.37   0.55  68.2   37.500
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.37   1.00  68.2   68.182
砂礫  35.00～ 35.20  35.15～ 35.45   0.20  45.0    9.000

※合計※  29.20～ 35.20   6.00  179.808

 杭先端付近の範囲を 29.20 m(-4d) から　35.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 179.808 ÷ 6.00 = 29.97
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 29.97 = 4496 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 4496 × 1.131 = 5085 kN (508.5 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.60～   2.00    0.40    9.00    3.600
粘土質砂礫    2.00～   2.80    0.80    9.00    7.200
粘土質砂礫    3.80～   4.00    0.20    2.43    0.486
粘土質砂礫    4.00～   5.00    1.00    2.43    2.432
粘土質砂礫    5.00～   6.00    1.00    3.00    3.000
粘土質砂礫    6.00～   6.60    0.60   17.00   10.200
細砂    9.50～  10.00    0.50   30.00   15.000
細砂   10.00～  10.70    0.70   30.00   21.000

シルト質細砂   12.40～  13.00    0.60   11.00    6.600
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シルト質細砂   13.00～  14.00    1.00   13.00   13.000
シルト質細砂   14.00～  14.20    0.20   13.00    2.600
礫混り中砂   14.20～  15.00    0.80   13.00   10.400
礫混り中砂   15.00～  16.00    1.00   28.00   28.000
礫混り中砂   16.00～  16.70    0.70   30.00   21.000
シルト質微細砂   28.60～  29.00    0.40   18.00    7.200
シルト質微細砂   29.00～  29.80    0.80   18.00   14.400

中砂   29.80～  30.00    0.20   30.00    6.000
中砂   30.00～  30.60    0.60   30.00   18.000

砂混り粘土   30.60～  31.00    0.40    8.00    3.200
砂混り粘土   31.00～  31.50    0.50    8.00    4.000

シルト混り細砂   32.90～  33.00    0.10   19.00    1.900
シルト混り細砂   33.00～  33.45    0.45   19.00    8.550
※合計値※   12.95   16.04  207.769

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、16.04 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 12.95 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    0.00～   1.60    1.60   10.00 (125.00)  200.000

砂混りシルト   10.70～  11.00    0.30   12.00 (150.00)   45.000
砂混りシルト   11.00～  11.60    0.60   12.00 (150.00)   90.000
砂質シルト   11.60～  12.00    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂質シルト   12.00～  12.40    0.40   11.00 (137.50)   55.000
砂混りシルト   16.70～  17.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
砂混りシルト   17.00～  18.00    1.00    4.55 ( 56.82)   56.818
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    4.84 ( 60.48)   60.484
砂混りシルト   19.00～  19.30    0.30    3.64 ( 45.45)   13.636
粘土質シルト   19.30～  20.00    0.70    3.64 ( 45.45)   31.818
粘土質シルト   20.00～  21.00    1.00    2.90 ( 36.29)   36.290
粘土質シルト   21.00～  21.10    0.10    2.90 ( 36.29)    3.629
砂混りシルト   21.10～  22.00    0.90    9.00 (112.50)  101.250
砂混りシルト   22.00～  23.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
砂混りシルト   23.00～  23.70    0.70    3.43 ( 42.86)   30.000
シルト質粘土   23.70～  24.00    0.30    4.55 ( 56.82)   17.045
シルト質粘土   24.00～  24.65    0.65    4.55 ( 56.82)   36.932
シルト質粘土   31.50～  32.00    0.50    5.62 ( 70.31)   35.156
シルト質粘土   32.00～  32.90    0.90    5.62 ( 70.31)   63.281
※合計値※   12.65  77.94  985.886

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、77.94 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 12.65 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   29.97
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   16.04
　砂質土地盤長(Ls)                                     =   12.95  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   77.94  kN/㎡ (7.794 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   12.65  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    5085  kN (   508.5 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2610  kN (   261.0 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1858  kN (   185.8 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    3184  kN (   318.4 tf) 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土
砂質粘土
粘土質砂礫

砂礫

シルト混り細砂

粘土質シルト

砂混りシルト

シルト質細砂

粘土混りシルト

礫混り粗砂
砂混りシルト
細砂

砂質シルト

シルト質粘土

砂混りシルト

シルト質粘土

砂礫

シルト混り微細砂

細砂

粘土混りシルト

礫混り粗砂

砂礫

中砂
礫混り細砂

微細砂

シルト混り細砂

  0.80 
  1.70 
  2.50 

  9.15 

  10.25 

  11.25 

  12.70 

  13.90 
  14.80 

  15.80 
  16.25 
  16.90 

  19.80 

  20.80 

  22.95 

  25.50 

  28.60 

  29.70 

  30.70 
  31.60 

  33.10 

  35.80 
  36.35 
  36.90 

  38.80 

  40.40 

6

21

15

11

13

9

13

14

17

9

12

11

7

2

20

47

12

5

2

1

9

8

2

3

4

50

31

50

24

29

10

8

42

50

50

50

50

33

36

50

 床掘：1.00m

 35.00m

 床掘：1.00m

 35.00m

 床掘：1.00m

 35.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300 350

   1.00

   2.00

   3.00

   4.00

   5.00

   6.00

   7.00

   8.00

   9.00

  10.00

  11.00

  12.00

  13.00

  14.00

  15.00

  16.00

  17.00

  18.00

  19.00

  20.00

  21.00

  22.00

  23.00

  24.00

  25.00

  26.00

  27.00

  28.00

  29.00

  30.00

  31.00

  32.00

  33.00

  34.00

  35.00

  36.00

  37.00

  38.00

  39.00

  40.00

盛土
砂質粘土
粘土質砂礫

砂礫

シルト混り細砂

粘土質シルト

砂混りシルト

シルト質細砂

粘土混りシルト

礫混り粗砂
砂混りシルト
細砂

砂質シルト

シルト質粘土

砂混りシルト

シルト質粘土

砂礫

シルト混り微細砂

細砂

粘土混りシルト

礫混り粗砂

砂礫

中砂
礫混り細砂

微細砂

シルト混り細砂

  0.80 
  1.70 
  2.50 

  9.15 

  10.25 

  11.25 

  12.70 

  13.90 
  14.80 

  15.80 
  16.25 
  16.90 

  19.80 

  20.80 

  22.95 

  25.50 

  28.60 

  29.70 

  30.70 
  31.60 

  33.10 

  35.80 
  36.35 
  36.90 

  38.80 

  40.40 

6

21

15

11

13

9

13

14

17

9

12

11

7

2

20

47

12

5

2

1

9

8

2

3

4

50

31

50

24

29

10

8

42

50

50

50

50

33

36

50

 床掘：1.00m
■凡例■

 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

1.00～35.00　
34.00　
800-800　

-　
3179　

(317.9) 
1254　

(125.4) 
1548　

(154.8) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
1994　

(199.4) 

1.00～35.00　
34.00　

1000-1000　
-　

4410　
(441.0) 
1568　

(156.8) 
1935　

(193.5) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2638　

(263.8) 

1.00～35.00　
34.00　

1200-1200　
-　

6104　
(610.4) 
1881　

(188.1) 
2322　

(232.2) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
3436　

(343.6) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
礫混り粗砂  31.80～ 32.00  32.15～ 32.45   0.20   8.0    1.600
礫混り粗砂  32.00～ 33.00  32.15～ 32.45   1.00   8.0    8.000
礫混り粗砂  33.00～ 33.10  32.15～ 32.45   0.10   8.0    0.800
砂礫  33.10～ 34.00  33.15～ 33.45   0.90  42.0   37.800
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.37   1.00  68.2   68.182
砂礫  35.00～ 35.80  35.15～ 35.38   0.80  65.2   52.174

※合計※  31.80～ 35.80   4.00  168.556

 杭先端付近の範囲を 31.80 m(-4d) から　35.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 168.556 ÷ 4.00 = 42.14
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 42.14 = 6321 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 6321 × 0.503 = 3179 kN (317.9 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.70～   2.00    0.30   21.00    6.300
粘土質砂礫    2.00～   2.50    0.50   21.00   10.500

シルト混り細砂    9.15～  10.00    0.85   17.00   14.450
シルト混り細砂   10.00～  10.25    0.25    9.00    2.250
シルト質細砂   12.70～  13.00    0.30    7.74    2.323
シルト質細砂   13.00～  13.90    0.90    7.74    6.968
礫混り粗砂   14.80～  15.00    0.20   20.00    4.000
礫混り粗砂   15.00～  15.80    0.80   20.00   16.000
細砂   16.25～  16.90    0.65   30.00   19.500

シルト混り微細砂   28.60～  29.00    0.40   24.00    9.600
シルト混り微細砂   29.00～  29.70    0.70   24.00   16.800

細砂   29.70～  30.00    0.30   29.00    8.700
細砂   30.00～  30.70    0.70   29.00   20.300

礫混り粗砂   31.60～  32.00    0.40    8.00    3.200
礫混り粗砂   32.00～  33.00    1.00    8.00    8.000
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礫混り粗砂   33.00～  33.10    0.10    8.00    0.800
※合計値※    8.35   17.93  149.690

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、17.93 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
砂質粘土    1.00～   1.70    0.70    6.36 ( 79.55)   55.682
粘土質シルト   10.25～  11.00    0.75    9.00 (112.50)   84.375
粘土質シルト   11.00～  11.25    0.25   12.00 (150.00)   37.500
砂混りシルト   11.25～  12.00    0.75   12.00 (150.00)  112.500
砂混りシルト   12.00～  12.70    0.70   11.00 (137.50)   96.250
粘土混りシルト   13.90～  14.00    0.10    2.81 ( 35.16)    3.516
粘土混りシルト   14.00～  14.80    0.80    2.81 ( 35.16)   28.125
砂混りシルト   15.80～  16.00    0.20   47.00 (200.00)   40.000
砂混りシルト   16.00～  16.25    0.25   47.00 (200.00)   50.000
砂質シルト   16.90～  17.00    0.10   12.00 (150.00)   15.000
砂質シルト   17.00～  18.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
砂質シルト   19.00～  19.80    0.80    2.43 ( 30.41)   24.324
シルト質粘土   19.80～  20.00    0.20    1.71 ( 21.43)    4.286
シルト質粘土   20.00～  20.80    0.80    1.71 ( 21.43)   17.143
砂混りシルト   20.80～  21.00    0.20    9.00 (112.50)   22.500
砂混りシルト   21.00～  22.00    1.00    9.00 (112.50)  112.500
砂混りシルト   22.00～  22.95    0.95    8.18 (102.27)   97.159
シルト質粘土   22.95～  23.00    0.05    2.81 ( 35.16)    1.758
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.81 ( 35.16)   35.156
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    3.53 ( 44.12)   44.118
シルト質粘土   25.00～  25.50    0.50    4.00 ( 50.00)   25.000
粘土混りシルト   30.70～  31.00    0.30   10.00 (125.00)   37.500
粘土混りシルト   31.00～  31.60    0.60   10.00 (125.00)   75.000
※合計値※   14.00  87.99 1231.891

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、87.99 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 14.00 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   42.14
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   17.93
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   87.99  kN/㎡ (8.799 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   14.00  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m
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　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    3179  kN (   317.9 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1254  kN (   125.4 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1548  kN (   154.8 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    1994  kN (   199.4 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
粘土混りシルト  31.00～ 31.60  31.15～ 31.45   0.60  10.0    6.000
礫混り粗砂  31.60～ 32.00  32.15～ 32.45   0.40   8.0    3.200
礫混り粗砂  32.00～ 33.00  32.15～ 32.45   1.00   8.0    8.000
礫混り粗砂  33.00～ 33.10  32.15～ 32.45   0.10   8.0    0.800
砂礫  33.10～ 34.00  33.15～ 33.45   0.90  42.0   37.800
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.37   1.00  68.2   68.182
砂礫  35.00～ 35.80  35.15～ 35.38   0.80  65.2   52.174
中砂  35.80～ 36.00  36.15～ 36.42   0.20  55.6   11.111

※合計※  31.00～ 36.00   5.00  187.267

 杭先端付近の範囲を 31.00 m(-4d) から　36.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 187.267 ÷ 5.00 = 37.45
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 37.45 = 5618 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 5618 × 0.785 = 4410 kN (441.0 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.70～   2.00    0.30   21.00    6.300
粘土質砂礫    2.00～   2.50    0.50   21.00   10.500

シルト混り細砂    9.15～  10.00    0.85   17.00   14.450
シルト混り細砂   10.00～  10.25    0.25    9.00    2.250
シルト質細砂   12.70～  13.00    0.30    7.74    2.323
シルト質細砂   13.00～  13.90    0.90    7.74    6.968
礫混り粗砂   14.80～  15.00    0.20   20.00    4.000
礫混り粗砂   15.00～  15.80    0.80   20.00   16.000
細砂   16.25～  16.90    0.65   30.00   19.500

シルト混り微細砂   28.60～  29.00    0.40   24.00    9.600
シルト混り微細砂   29.00～  29.70    0.70   24.00   16.800

細砂   29.70～  30.00    0.30   29.00    8.700
細砂   30.00～  30.70    0.70   29.00   20.300
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礫混り粗砂   31.60～  32.00    0.40    8.00    3.200
礫混り粗砂   32.00～  33.00    1.00    8.00    8.000
礫混り粗砂   33.00～  33.10    0.10    8.00    0.800
※合計値※    8.35   17.93  149.690

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、17.93 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
砂質粘土    1.00～   1.70    0.70    6.36 ( 79.55)   55.682
粘土質シルト   10.25～  11.00    0.75    9.00 (112.50)   84.375
粘土質シルト   11.00～  11.25    0.25   12.00 (150.00)   37.500
砂混りシルト   11.25～  12.00    0.75   12.00 (150.00)  112.500
砂混りシルト   12.00～  12.70    0.70   11.00 (137.50)   96.250
粘土混りシルト   13.90～  14.00    0.10    2.81 ( 35.16)    3.516
粘土混りシルト   14.00～  14.80    0.80    2.81 ( 35.16)   28.125
砂混りシルト   15.80～  16.00    0.20   47.00 (200.00)   40.000
砂混りシルト   16.00～  16.25    0.25   47.00 (200.00)   50.000
砂質シルト   16.90～  17.00    0.10   12.00 (150.00)   15.000
砂質シルト   17.00～  18.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
砂質シルト   19.00～  19.80    0.80    2.43 ( 30.41)   24.324
シルト質粘土   19.80～  20.00    0.20    1.71 ( 21.43)    4.286
シルト質粘土   20.00～  20.80    0.80    1.71 ( 21.43)   17.143
砂混りシルト   20.80～  21.00    0.20    9.00 (112.50)   22.500
砂混りシルト   21.00～  22.00    1.00    9.00 (112.50)  112.500
砂混りシルト   22.00～  22.95    0.95    8.18 (102.27)   97.159
シルト質粘土   22.95～  23.00    0.05    2.81 ( 35.16)    1.758
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.81 ( 35.16)   35.156
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    3.53 ( 44.12)   44.118
シルト質粘土   25.00～  25.50    0.50    4.00 ( 50.00)   25.000
粘土混りシルト   30.70～  31.00    0.30   10.00 (125.00)   37.500
粘土混りシルト   31.00～  31.60    0.60   10.00 (125.00)   75.000
※合計値※   14.00  87.99 1231.891

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、87.99 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 14.00 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   37.45
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   17.93
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   87.99  kN/㎡ (8.799 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   14.00  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    4410  kN (   441.0 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1568  kN (   156.8 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1935  kN (   193.5 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2638  kN (   263.8 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.5
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 3.30 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
細砂  30.20～ 30.70  30.15～ 30.45   0.50  29.0   14.500

粘土混りシルト  30.70～ 31.00  31.15～ 31.45   0.30  10.0    3.000
粘土混りシルト  31.00～ 31.60  31.15～ 31.45   0.60  10.0    6.000
礫混り粗砂  31.60～ 32.00  32.15～ 32.45   0.40   8.0    3.200
礫混り粗砂  32.00～ 33.00  32.15～ 32.45   1.00   8.0    8.000
礫混り粗砂  33.00～ 33.10  32.15～ 32.45   0.10   8.0    0.800
砂礫  33.10～ 34.00  33.15～ 33.45   0.90  42.0   37.800
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.37   1.00  68.2   68.182
砂礫  35.00～ 35.80  35.15～ 35.38   0.80  65.2   52.174
中砂  35.80～ 36.00  36.15～ 36.42   0.20  55.6   11.111
中砂  36.00～ 36.20  36.15～ 36.42   0.20  55.6   11.111

※合計※  30.20～ 36.20   6.00  215.878

 杭先端付近の範囲を 30.20 m(-4d) から　36.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 215.878 ÷ 6.00 = 35.98
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 35.98 = 5397 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 5397 × 1.131 = 6104 kN (610.4 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
粘土質砂礫    1.70～   2.00    0.30   21.00    6.300
粘土質砂礫    2.00～   2.50    0.50   21.00   10.500

シルト混り細砂    9.15～  10.00    0.85   17.00   14.450
シルト混り細砂   10.00～  10.25    0.25    9.00    2.250
シルト質細砂   12.70～  13.00    0.30    7.74    2.323
シルト質細砂   13.00～  13.90    0.90    7.74    6.968
礫混り粗砂   14.80～  15.00    0.20   20.00    4.000
礫混り粗砂   15.00～  15.80    0.80   20.00   16.000
細砂   16.25～  16.90    0.65   30.00   19.500

シルト混り微細砂   28.60～  29.00    0.40   24.00    9.600
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シルト混り微細砂   29.00～  29.70    0.70   24.00   16.800
細砂   29.70～  30.00    0.30   29.00    8.700
細砂   30.00～  30.70    0.70   29.00   20.300

礫混り粗砂   31.60～  32.00    0.40    8.00    3.200
礫混り粗砂   32.00～  33.00    1.00    8.00    8.000
礫混り粗砂   33.00～  33.10    0.10    8.00    0.800
※合計値※    8.35   17.93  149.690

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、17.93 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 8.35 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
砂質粘土    1.00～   1.70    0.70    6.36 ( 79.55)   55.682
粘土質シルト   10.25～  11.00    0.75    9.00 (112.50)   84.375
粘土質シルト   11.00～  11.25    0.25   12.00 (150.00)   37.500
砂混りシルト   11.25～  12.00    0.75   12.00 (150.00)  112.500
砂混りシルト   12.00～  12.70    0.70   11.00 (137.50)   96.250
粘土混りシルト   13.90～  14.00    0.10    2.81 ( 35.16)    3.516
粘土混りシルト   14.00～  14.80    0.80    2.81 ( 35.16)   28.125
砂混りシルト   15.80～  16.00    0.20   47.00 (200.00)   40.000
砂混りシルト   16.00～  16.25    0.25   47.00 (200.00)   50.000
砂質シルト   16.90～  17.00    0.10   12.00 (150.00)   15.000
砂質シルト   17.00～  18.00    1.00   12.00 (150.00)  150.000
砂質シルト   18.00～  19.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
砂質シルト   19.00～  19.80    0.80    2.43 ( 30.41)   24.324
シルト質粘土   19.80～  20.00    0.20    1.71 ( 21.43)    4.286
シルト質粘土   20.00～  20.80    0.80    1.71 ( 21.43)   17.143
砂混りシルト   20.80～  21.00    0.20    9.00 (112.50)   22.500
砂混りシルト   21.00～  22.00    1.00    9.00 (112.50)  112.500
砂混りシルト   22.00～  22.95    0.95    8.18 (102.27)   97.159
シルト質粘土   22.95～  23.00    0.05    2.81 ( 35.16)    1.758
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.81 ( 35.16)   35.156
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    3.53 ( 44.12)   44.118
シルト質粘土   25.00～  25.50    0.50    4.00 ( 50.00)   25.000
粘土混りシルト   30.70～  31.00    0.30   10.00 (125.00)   37.500
粘土混りシルト   31.00～  31.60    0.60   10.00 (125.00)   75.000
※合計値※   14.00  87.99 1231.891

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、87.99 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 14.00 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   35.98
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   17.93
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    8.35  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   87.99  kN/㎡ (8.799 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   14.00  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    6104  kN (   610.4 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1881  kN (   188.1 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    2322  kN (   232.2 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    3436  kN (   343.6 tf) 
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土質柱状図
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 杭データ
(m) (m) 0 10 20 30 40 50

   1.00
   2.00
   3.00
   4.00
   5.00
   6.00
   7.00
   8.00
   9.00
  10.00
  11.00
  12.00
  13.00
  14.00
  15.00
  16.00
  17.00
  18.00
  19.00
  20.00
  21.00
  22.00
  23.00
  24.00
  25.00
  26.00
  27.00
  28.00
  29.00
  30.00
  31.00
  32.00
  33.00
  34.00
  35.00
  36.00
  37.00
  38.00
  39.00
  40.00
  41.00
  42.00
  43.00
  44.00
  45.00
  46.00
  47.00
  48.00
  49.00
  50.00

盛土

砂混りシルト

砂礫

シルト混り細砂
中砂

砂混りシルト
礫混り中砂
砂混りシルト

礫混り中砂

粘土混りシルト
細砂

粘土混りシルト
砂混りシルト

シルト質粘土

微細砂

シルト質粘土

砂礫

シルト混り細砂
細砂

粘土質シルト

シルト混り細砂

砂礫

細砂

砂混りシルト
細砂
中砂

細砂

  1.75 
  2.80 

  8.80 

  10.35 
  10.90 
  11.80 

  13.10 
  13.70 

  15.90 
  16.35 
  17.20 
  17.80 

  19.65 

  22.00 
  22.50 

  25.90 

  28.80 
  29.80 
  30.70 

  32.60 
  33.55 

  35.70 

  41.90 
  42.70 
  43.35 

  44.80 

  50.35 

7
2

12
13
13

20
28

11
15
15

5
18

45
20

29
16

11
3
2
1
2

10
2
5
5

47
40

34
21
20

3
2

30
50
50

37
40
46
46
50
50

14
50

42
29

50
41

50
50
50

 床掘：1.00m

 35.00m

 床掘：1.00m

 35.00m

 床掘：1.00m

 35.00m
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支持力推移グラフ
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

深度 土質深度 記号 土質名称 標準貫入試験（Ｎ値） 鉛直方向支持力(×10kN)
(m) (m) 0 10 20 30 40 50 0 50 100 150 200 250 300 35

   1.00
   2.00
   3.00
   4.00
   5.00
   6.00
   7.00
   8.00
   9.00
  10.00
  11.00
  12.00
  13.00
  14.00
  15.00
  16.00
  17.00
  18.00
  19.00
  20.00
  21.00
  22.00
  23.00
  24.00
  25.00
  26.00
  27.00
  28.00
  29.00
  30.00
  31.00
  32.00
  33.00
  34.00
  35.00
  36.00
  37.00
  38.00
  39.00
  40.00
  41.00
  42.00
  43.00
  44.00
  45.00
  46.00
  47.00
  48.00
  49.00
  50.00

盛土

砂混りシルト

砂礫

シルト混り細砂
中砂

砂混りシルト
礫混り中砂
砂混りシルト

礫混り中砂

粘土混りシルト
細砂

粘土混りシルト
砂混りシルト

シルト質粘土

微細砂

シルト質粘土

砂礫

シルト混り細砂
細砂

粘土質シルト

シルト混り細砂

砂礫

細砂

砂混りシルト
細砂
中砂

細砂

  1.75 
  2.80 

  8.80 

  10.35 
  10.90 
  11.80 

  13.10 
  13.70 

  15.90 
  16.35 
  17.20 
  17.80 

  19.65 

  22.00 
  22.50 

  25.90 

  28.80 
  29.80 
  30.70 

  32.60 
  33.55 

  35.70 

  41.90 
  42.70 
  43.35 

  44.80 

  50.35 

7
2
12
13
13
20
28

11
15
15

5
18

45
20
29

16
11

3
2
1
2
10

2
5
5

47
40

34
21
20

3
2

30
50
50

37
40
46
46
50
50

14
50

42
29

50
41
50
50
50

 床掘：1.00m

■凡例■
 ○:φ800-800
 ×:φ1000-1000
 □:φ1200-1200



支持力計算結果一覧表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

N ：杭先端付近の平均Ｎ値
Ap ：杭先端断面積 (㎡)
Ns ：砂質地盤の平均Ｎ値
Ls ：砂質地盤長(m)
qu ：粘性質地盤の平均一軸圧縮強度(kN/㎡)
Lc ：粘性質地盤長(m)
ψ ：杭の周長(m)

／ 杭１ 杭２ 杭３
　杭天端～先端(m)
　杭長        (m)
　杭径        (㎜)
　厚さ        (㎜)
　Rp          (kN)
　            (tf)
　Rfs         (kN)
　            (tf)
　Rfc         (kN)
　            (tf)
　Rfh         (kN)
　            (tf)
　W'          (kN)
　            (tf)
　Ra          (kN)
　            (tf)

1.00～35.00　
34.00　
800-800　

-　
3603　

(360.3) 
1609　

(160.9) 
1016　

(101.6) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2076　

(207.6) 

1.00～35.00　
34.00　

1000-1000　
-　

4729　
(472.9) 
2012　

(201.2) 
1270　

(127.0) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
2670　

(267.0) 

1.00～35.00　
34.00　

1200-1200　
-　

6196　
(619.6) 
2414　

(241.4) 
1524　

(152.4) 
0　

(0.0) 
0　

(0.0) 
3378　

(337.8) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 800 mm ～ 800 mm
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
粘土質シルト  31.80～ 32.00  31.15～ 31.45   0.20   3.0    0.600
粘土質シルト  32.00～ 32.60  32.15～ 32.46   0.60   2.9    1.742
シルト混り細砂  32.60～ 33.00  33.15～ 33.45   0.40  30.0   12.000
シルト混り細砂  33.00～ 33.55  33.15～ 33.45   0.55  30.0   16.500

砂礫  33.55～ 34.00  34.15～ 34.34   0.45  78.9   35.526
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.34   1.00  78.9   78.947
砂礫  35.00～ 35.70  35.15～ 35.40   0.70  60.0   42.000
細砂  35.70～ 35.80  36.15～ 36.45   0.10  37.0    3.700

※合計※  31.80～ 35.80   4.00  191.015

 杭先端付近の範囲を 31.80 m(-4d) から　35.80 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 191.015 ÷ 4.00 = 47.75
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.4002 ＝ 0.503 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 47.75 = 7162 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 7163 × 0.503 = 3603 kN (360.3 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
シルト混り細砂    8.80～   9.00    0.20   15.00    3.000
シルト混り細砂    9.00～  10.00    1.00   15.00   15.000
シルト混り細砂   10.00～  10.35    0.35   15.00    5.250

中砂   10.35～  10.90    0.55   15.00    8.250
礫混り中砂   11.80～  12.00    0.20   18.00    3.600
礫混り中砂   12.00～  13.00    1.00   18.00   18.000
礫混り中砂   13.00～  13.10    0.10   18.00    1.800
礫混り中砂   13.70～  14.00    0.30   20.00    6.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   20.00   20.000
礫混り中砂   15.00～  15.90    0.90   29.00   26.100
細砂   16.35～  17.00    0.65   16.00   10.400
細砂   17.00～  17.20    0.20   11.00    2.200
微細砂   22.00～  22.50    0.50   10.00    5.000
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シルト混り細砂   28.80～  29.00    0.20   21.00    4.200
シルト混り細砂   29.00～  29.80    0.80   21.00   16.800

細砂   29.80～  30.00    0.20   20.00    4.000
細砂   30.00～  30.70    0.70   20.00   14.000

シルト混り細砂   32.60～  33.00    0.40   30.00   12.000
シルト混り細砂   33.00～  33.55    0.55   30.00   16.500
※合計値※    9.80   19.60  192.100

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、19.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 9.80 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    1.00～   1.75    0.75    7.00 ( 87.50)   65.625

砂混りシルト    1.75～   2.00    0.25    2.00 ( 25.00)    6.250
砂混りシルト    2.00～   2.80    0.80    2.00 ( 25.00)   20.000
砂混りシルト   10.90～  11.00    0.10    5.62 ( 70.31)    7.031
砂混りシルト   11.00～  11.80    0.80    5.62 ( 70.31)   56.250
砂混りシルト   13.10～  13.70    0.60   45.00 (200.00)  120.000
粘土混りシルト   15.90～  16.00    0.10   16.00 (200.00)   20.000
粘土混りシルト   16.00～  16.35    0.35   16.00 (200.00)   70.000
粘土混りシルト   17.20～  17.80    0.60   11.00 (137.50)   82.500
砂混りシルト   17.80～  18.00    0.20    3.43 ( 42.86)    8.571
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
砂混りシルト   19.00～  19.65    0.65    2.43 ( 30.41)   19.764
シルト質粘土   19.65～  20.00    0.35    1.50 ( 18.75)    6.563
シルト質粘土   20.00～  21.00    1.00    1.50 ( 18.75)   18.750
シルト質粘土   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト質粘土   22.50～  23.00    0.50    2.50 ( 31.25)   15.625
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.50 ( 31.25)   31.250
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
シルト質粘土   25.00～  25.90    0.90    5.29 ( 66.18)   59.559
粘土質シルト   30.70～  31.00    0.30    3.00 ( 37.50)   11.250
粘土質シルト   31.00～  32.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   32.00～  32.60    0.60    2.90 ( 36.29)   21.774
※合計値※   13.85  58.38  808.619

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、58.38 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 13.85 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   47.75
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.503 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   19.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    9.80  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   58.38  kN/㎡ (5.838 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   13.85  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    2.513 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    3603  kN (   360.3 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    1609  kN (   160.9 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1016  kN (   101.6 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2076  kN (   207.6 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1000 mm ～ 1000 mm
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
粘土質シルト  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   3.0    3.000
粘土質シルト  32.00～ 32.60  32.15～ 32.46   0.60   2.9    1.742
シルト混り細砂  32.60～ 33.00  33.15～ 33.45   0.40  30.0   12.000
シルト混り細砂  33.00～ 33.55  33.15～ 33.45   0.55  30.0   16.500

砂礫  33.55～ 34.00  34.15～ 34.34   0.45  78.9   35.526
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.34   1.00  78.9   78.947
砂礫  35.00～ 35.70  35.15～ 35.40   0.70  60.0   42.000
細砂  35.70～ 36.00  36.15～ 36.45   0.30  37.0   11.100

※合計※  31.00～ 36.00   5.00  200.815

 杭先端付近の範囲を 31.00 m(-4d) から　36.00 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 200.815 ÷ 5.00 = 40.16
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.5002 ＝ 0.785 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 40.16 = 6024 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 6024 × 0.785 = 4729 kN (472.9 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
シルト混り細砂    8.80～   9.00    0.20   15.00    3.000
シルト混り細砂    9.00～  10.00    1.00   15.00   15.000
シルト混り細砂   10.00～  10.35    0.35   15.00    5.250

中砂   10.35～  10.90    0.55   15.00    8.250
礫混り中砂   11.80～  12.00    0.20   18.00    3.600
礫混り中砂   12.00～  13.00    1.00   18.00   18.000
礫混り中砂   13.00～  13.10    0.10   18.00    1.800
礫混り中砂   13.70～  14.00    0.30   20.00    6.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   20.00   20.000
礫混り中砂   15.00～  15.90    0.90   29.00   26.100
細砂   16.35～  17.00    0.65   16.00   10.400
細砂   17.00～  17.20    0.20   11.00    2.200
微細砂   22.00～  22.50    0.50   10.00    5.000
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シルト混り細砂   28.80～  29.00    0.20   21.00    4.200
シルト混り細砂   29.00～  29.80    0.80   21.00   16.800

細砂   29.80～  30.00    0.20   20.00    4.000
細砂   30.00～  30.70    0.70   20.00   14.000

シルト混り細砂   32.60～  33.00    0.40   30.00   12.000
シルト混り細砂   33.00～  33.55    0.55   30.00   16.500
※合計値※    9.80   19.60  192.100

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、19.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 9.80 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    1.00～   1.75    0.75    7.00 ( 87.50)   65.625

砂混りシルト    1.75～   2.00    0.25    2.00 ( 25.00)    6.250
砂混りシルト    2.00～   2.80    0.80    2.00 ( 25.00)   20.000
砂混りシルト   10.90～  11.00    0.10    5.62 ( 70.31)    7.031
砂混りシルト   11.00～  11.80    0.80    5.62 ( 70.31)   56.250
砂混りシルト   13.10～  13.70    0.60   45.00 (200.00)  120.000
粘土混りシルト   15.90～  16.00    0.10   16.00 (200.00)   20.000
粘土混りシルト   16.00～  16.35    0.35   16.00 (200.00)   70.000
粘土混りシルト   17.20～  17.80    0.60   11.00 (137.50)   82.500
砂混りシルト   17.80～  18.00    0.20    3.43 ( 42.86)    8.571
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
砂混りシルト   19.00～  19.65    0.65    2.43 ( 30.41)   19.764
シルト質粘土   19.65～  20.00    0.35    1.50 ( 18.75)    6.563
シルト質粘土   20.00～  21.00    1.00    1.50 ( 18.75)   18.750
シルト質粘土   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト質粘土   22.50～  23.00    0.50    2.50 ( 31.25)   15.625
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.50 ( 31.25)   31.250
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
シルト質粘土   25.00～  25.90    0.90    5.29 ( 66.18)   59.559
粘土質シルト   30.70～  31.00    0.30    3.00 ( 37.50)   11.250
粘土質シルト   31.00～  32.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   32.00～  32.60    0.60    2.90 ( 36.29)   21.774
※合計値※   13.85  58.38  808.619

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、58.38 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 13.85 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   40.16
　杭先端断面積(Ap)                                     =    0.785 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   19.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    9.80  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   58.38  kN/㎡ (5.838 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   13.85  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.142 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    4729  kN (   472.9 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2012  kN (   201.2 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1270  kN (   127.0 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    2670  kN (   267.0 tf) 
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支持力工程表
試 験 名 称 エネルギー回収推進施設整備に係る地質調査業務委託
ボーリング名 NO.6
試 験 日
施 工 方 法 場所打ち杭（国交省告示1113号）
杭 種 場所打ち杭
計 算 式 Ra=1/3･{150･NAp＋(10･NsLs/3＋quLc/2)･ψ}
杭 位 置 杭天端深度：1.00 m ～ 杭先端深度：35.00 m （杭長：34.00 m）
杭 径 1200 mm ～ 1200 mm
地 下 水 位 2.80 m
負の摩擦力考慮区間 なし

  ◎　先端支持力

土質名称 N値影響範囲 標準貫入試験 長さ N値 N値×長さ
細砂  30.20～ 30.70  30.15～ 30.45   0.50  20.0   10.000

粘土質シルト  30.70～ 31.00  31.15～ 31.45   0.30   3.0    0.900
粘土質シルト  31.00～ 32.00  31.15～ 31.45   1.00   3.0    3.000
粘土質シルト  32.00～ 32.60  32.15～ 32.46   0.60   2.9    1.742
シルト混り細砂  32.60～ 33.00  33.15～ 33.45   0.40  30.0   12.000
シルト混り細砂  33.00～ 33.55  33.15～ 33.45   0.55  30.0   16.500

砂礫  33.55～ 34.00  34.15～ 34.34   0.45  78.9   35.526
砂礫  34.00～ 35.00  34.15～ 34.34   1.00  78.9   78.947
砂礫  35.00～ 35.70  35.15～ 35.40   0.70  60.0   42.000
細砂  35.70～ 36.00  36.15～ 36.45   0.30  37.0   11.100
細砂  36.00～ 36.20  36.15～ 36.45   0.20  37.0    7.400

※合計※  30.20～ 36.20   6.00  219.115

 杭先端付近の範囲を 30.20 m(-4d) から　36.20 m(1d) として（Ｎ値×長さ）を上表通り算出した．
 よって平均Ｎ値(N)は、
            N = （Ｎ値×長さ）÷ 長さ = 219.115 ÷ 6.00 = 36.52
                N値上限値は 60.0 とする．
 断面積(Ap)は、
            Ap = π × (d/2)2 ＝ 3.14159265 × 0.6002 ＝ 1.131 ㎡
 極限支持力度(qp)は、
            qp = 150 × N
               = 150 × 36.52 = 5478 kN/㎡
 したがって先端支持力(Rp) は、
            Rp = qp × Ap = 5478 × 1.131 = 6196 kN (619.6 tf)

  ◎　砂質土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 合計
シルト混り細砂    8.80～   9.00    0.20   15.00    3.000
シルト混り細砂    9.00～  10.00    1.00   15.00   15.000
シルト混り細砂   10.00～  10.35    0.35   15.00    5.250

中砂   10.35～  10.90    0.55   15.00    8.250
礫混り中砂   11.80～  12.00    0.20   18.00    3.600
礫混り中砂   12.00～  13.00    1.00   18.00   18.000
礫混り中砂   13.00～  13.10    0.10   18.00    1.800
礫混り中砂   13.70～  14.00    0.30   20.00    6.000
礫混り中砂   14.00～  15.00    1.00   20.00   20.000
礫混り中砂   15.00～  15.90    0.90   29.00   26.100
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細砂   16.35～  17.00    0.65   16.00   10.400
細砂   17.00～  17.20    0.20   11.00    2.200
微細砂   22.00～  22.50    0.50   10.00    5.000

シルト混り細砂   28.80～  29.00    0.20   21.00    4.200
シルト混り細砂   29.00～  29.80    0.80   21.00   16.800

細砂   29.80～  30.00    0.20   20.00    4.000
細砂   30.00～  30.70    0.70   20.00   14.000

シルト混り細砂   32.60～  33.00    0.40   30.00   12.000
シルト混り細砂   33.00～  33.55    0.55   30.00   16.500
※合計値※    9.80   19.60  192.100

 この区間のＮ値を、上限値が 30.00 として上表の通り算出した．
 よって平均Ｎ値(Ns)は、19.60 とした．
 砂質土地盤長(Ls)は 9.80 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．

  ◎　粘性土層周面摩擦力

土質名称 層範囲 層厚 平均Ｎ値 平均qu値 合計
盛土    1.00～   1.75    0.75    7.00 ( 87.50)   65.625

砂混りシルト    1.75～   2.00    0.25    2.00 ( 25.00)    6.250
砂混りシルト    2.00～   2.80    0.80    2.00 ( 25.00)   20.000
砂混りシルト   10.90～  11.00    0.10    5.62 ( 70.31)    7.031
砂混りシルト   11.00～  11.80    0.80    5.62 ( 70.31)   56.250
砂混りシルト   13.10～  13.70    0.60   45.00 (200.00)  120.000
粘土混りシルト   15.90～  16.00    0.10   16.00 (200.00)   20.000
粘土混りシルト   16.00～  16.35    0.35   16.00 (200.00)   70.000
粘土混りシルト   17.20～  17.80    0.60   11.00 (137.50)   82.500
砂混りシルト   17.80～  18.00    0.20    3.43 ( 42.86)    8.571
砂混りシルト   18.00～  19.00    1.00    3.43 ( 42.86)   42.857
砂混りシルト   19.00～  19.65    0.65    2.43 ( 30.41)   19.764
シルト質粘土   19.65～  20.00    0.35    1.50 ( 18.75)    6.563
シルト質粘土   20.00～  21.00    1.00    1.50 ( 18.75)   18.750
シルト質粘土   21.00～  22.00    1.00    2.00 ( 25.00)   25.000
シルト質粘土   22.50～  23.00    0.50    2.50 ( 31.25)   15.625
シルト質粘土   23.00～  24.00    1.00    2.50 ( 31.25)   31.250
シルト質粘土   24.00～  25.00    1.00    5.00 ( 62.50)   62.500
シルト質粘土   25.00～  25.90    0.90    5.29 ( 66.18)   59.559
粘土質シルト   30.70～  31.00    0.30    3.00 ( 37.50)   11.250
粘土質シルト   31.00～  32.00    1.00    3.00 ( 37.50)   37.500
粘土質シルト   32.00～  32.60    0.60    2.90 ( 36.29)   21.774
※合計値※   13.85  58.38  808.619

 この区間の一軸圧縮強度(qu)を、上限値が 200.00 kN/㎡ として上表の通り算出した．
 よって平均一軸圧縮強度(qu)は、58.38 kN/㎡ とした．
 一軸圧縮試験を行わない場合は、下記の式により平均Ｎ値から推定した（上表()内の数値）．
            平均qu値 = 平均Ｎ値×12.50
 粘性土地盤長(Lc)は 13.85 m とした．また、最大摩擦力度は 10000 kN/㎡とした．
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  ◎　鉛直方向支持力計算

　杭先端付近の平均Ｎ値(N)                                     =   36.52
　杭先端断面積(Ap)                                     =    1.131 ㎡
　砂質土地盤の平均Ｎ値(Ns)                                     =   19.60
　砂質土地盤長(Ls)                                     =    9.80  m
　粘性土地盤の平均一軸圧縮強度(qu)                                     =   58.38  kN/㎡ (5.838 tf/㎡)
　粘性土地盤長(Lc)                                     =   13.85  m
　腐植土地盤の平均Ｎ値(Nh)                                     =    0.00
　腐植土地盤長(Lh)                                     =    0.00  m
　杭の周長(ψ)                                     =    3.770 m

　杭先端付近の支持力(Rp)                                     =    6196  kN (   619.6 tf)
　砂質土層周面摩擦力(Rfs)                                     =    2414  kN (   241.4 tf)
　粘性土層周面摩擦力(Rfc)                                     =    1524  kN (   152.4 tf)
　腐植土層周面摩擦力(Rfh)                                     =       0  kN (     0.0 tf)

　∴鉛直方向支持力(Ra)                                     =    3378  kN (   337.8 tf) 


